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乙女ゲームの破滅フラグしかない悪役令嬢に転生してしまった…３









第一章　魔法学園の学園祭







　私、カタリナ・クラエスはただいまとても快適な日々を過ごしている。毎日がご機嫌だ。

　その理由はようやく破滅の恐怖から解放されたからである。

　八歳のある日、頭を石にぶつけた拍子に前世の記憶というものを思い出した私は、しばらくしてとんでもないことに気が付いてしまった。

　それは、現在の私が生きている世界が前世で死ぬ前にプレイしていた乙女おとめゲームの世界であり、なおかつ私、カタリナ・クラエスはそのゲームで主人公をいじめる悪役令嬢だったのである。

　しかも、その悪役令嬢カタリナは四人の攻略対象のうち二人のライバルキャラで、主人公がハッピーエンドだと身一つで国外追放、バッドエンドだと攻略対象に殺されるという、待ち受けるのは破滅ばかりの生まれ変わるには最悪なキャラクターだったのだ。

　それに気が付いた私はそれは絶望したが……乙女ゲームが始まるのは八年後に魔法学園に入学してからだ！　まだこれから頑張ればなんとかなるかもと破滅フラグを乗り越えるための対策をうち立てた。

　そして、八年後のその日まで努力の日々を重ねたのだ。

　攻略対象に簡単に殺されないように剣の腕を磨いたり、身一つで国外に追放されたとしても生きていけるように魔力を磨いたり、もしもの時は農民になれるように農業の勉強にも精を出した。

　そして、そんなこんなしている間にゲームでは疎遠だったはずの四人の攻略対象たちや、他ほかのライバルキャラとも仲良くなっていた。

　そうして八年の時が過ぎて、なぜかすっかり仲良くなった攻略対象とライバルキャラである友人たちとともに昨年、ついに乙女ゲームの舞台である魔法学園に入学した。

　学園には、ゲームの主人公であるマリア・キャンベルも入学していた。

　とても魅力的なマリアは、たった数日で私の婚約者であるジオルドや義弟おとうとであるキースを引き付けた。

　そのあまりの魅力にまさかの逆ハーレムルートもありえるかもしれないとビビりつつも、気づけば私自身も優しく愛らしいマリアの虜とりこになってしまっていた。そうしてゲームならば敵であるはずのマリアともとても仲良くなった。

　その後、私がすっかり忘れていた、隠し攻略対象のシリウスによってそれなりに大変な事態になったりしたけれど、それも頼もしい友人たちのお蔭かげで無事に解決した。

　そんな感じで、色々ありながらも迎えた昨年度の卒業式。

　乙女ゲームのラストイベントの卒業パーティー、主人公のマリアが攻略対象の誰だれかと結ばれる予定のイベント。

　一体、誰とエンドを迎えるのか、それとも皆を虜にして逆ハーエンドになるのか？　とドキドキと気を張っていた私だったが……。

　なんとゲームはまさかまさかの友情エンドで終わった……誰とも結ばれない皆、お友達のエンドである。よってライバルキャラのカタリナにも破滅は訪れない。

　マリアはあんなに魅力的なのになぜに友情エンド……しかもマリアが結ばれた攻略対象に言うはずの「これからもずっとあなたの傍そばにいさせてください」という台詞せりふをなぜか私に言ってきたりと腑ふに落ちないこともだいぶあったが……しかし、ゲームは無事に終わったのだ。

　私は破滅フラグを　乗り切ったのだ！

　八歳で前世の記憶を取り戻してから九年、こうして無事に破滅を乗り切りきった私は今、快適な日々を満喫していた。







「学園祭ですか？」

「そう、学園祭ですよ」

　そう言ってにっこり微笑ほほえんだのはこの国の第三王子にして私、カタリナの婚約者であるジオルド・スティアートだ。

　見た目は金髪碧へき眼がんの正統派王子様である彼だがその中身は腹黒なドＳだ。不用意に怒らせるとそれは痛い目をみる。かくいう私も何度か痛い目にあっている。

　しかし、世間では優しく何でもできる美しい王子様と評判でその人気はとても高い。特に年とし頃ごろの女子からの人気はすごくて、婚約者である私への風当たりもだいぶ強い。

　そんなジオルドはその優秀な成績から魔法学園の二年に進級し生徒会長に就任、現在はその多大な業務に追われている。

　その彼の口から出てきた単語が『学園祭』というものだった。

　なんでも近々、この魔法学園で行われるらしいのだ。しかし。

「昨年はなかったと思いますけど？」

　魔法学園には昨年入学したのだが、日々、学問と実技の授業ばかりでそんな楽しげな行事はなかったはずだ。

「そうですね。学園祭は二年に一度なので、昨年はなかったのですよ」

　ほお、二年に一度の行事なのか。前世の学校のように毎年開かれるわけではないのだな。

　魔法学園は二年制なので、二年に一度なら在学中のどちらかの年に当たるということらしい。

　それにしても学園祭か～、前世ぶりの行事なのでかなりワクワクする。

　どんなことをするのかとジオルドに聞いてみると。

「そうですね。外部から軽食を売る出店がきたり、生徒が自作の作品を展示したり販売することもあるみたいですね。あとは生徒による演奏会や演劇などをやることもあるみたいですよ。それに夜には中庭で舞踏会も開かれます」

　おぉ、想像以上にちゃんと学園祭だった！　それにしても出店がくるのか、それは楽しみだ。

　お好み焼きやたこ焼きとかもあるのかな～。今世ではまだ一度もお目にかかったことがないのだが、出店がくるならあるかもしれない。

　ああ、懐かしな～、前世ではよく友達とお祭りで全種類制覇を目指したっけ。

　お好み焼き、たこ焼き、焼きそば、チョコバナナ、りんご飴あめ、甘あま栗ぐり、わた飴、それから……。

「え～と、カタリナ。聞いてますか？」

「……はっ。すみません」

　出店に思いを馳はせていてジオルドの存在を一瞬、忘れていたよ。

「……まぁ、とにかく、そういうことでこれから学園祭の準備でしばらくは忙しくなりますから、こうして二人でお茶を飲んだりもできませんので、今日きょうはゆっくりしていってください」

　そう言ったジオルドは『はい、どうぞ』と笑顔でフォークに刺したお菓子を私の口元へと差し出した。

「ありがとうございます」

　私がそのお菓子をパクッと食べようとすると……目の前のお菓子がフォークごと奪われていった。ああ、私のお菓子が……。

　奪われた先に目をやれば、私の義理の弟であるキース・クラエスが険しい顔をしている。

「ジオルド様、先ほどから僕の存在をまるでないものとして扱っていませんか？」

　なんだか、睨にらむようにジオルドを見ながらそう言ったキースに、ジオルドはいつもの笑顔で答える。

「そうは言いますけど、キース。そもそも僕は君を誘ってはないのですけど、なぜこられたのですか？」

　ジオルドの言うとおり彼から本日の誘いを受けたのは私だけだ。

『美味おいしいお菓子があるから』と部屋にお茶に誘われたのでこうしてやってきたのだが……さぁ、行こうと思ったら、いつものようにどこから情報を聞きつけたのか、キースが『僕も行きますよ』と一緒についてきたのだ。キースもそうとうお菓子に目がないようだ。

「もちろん、大切な義姉あねの身が心配だったので付きそわせてもらったのですよ」

　あれ？　お菓子が食べたくてついてきたんじゃなかったんだ。

　私を心配してだなんて、なんて義姉思いの義弟なのだろう。しかし。

「いやですね、キース。同じ寮内の部屋にお茶に行くだけですよ。君はどれだけ過保護なんですか、いい加減に義姉離れしてくださいよ」

　うん、そのとおりだ。同じ寮内なので、そんなに心配されなくても大丈夫だ。

　亜あ麻ま色の髪に青い瞳ひとみの美少年で勉強も運動もできる自慢の義弟であるキースなのだが、少し心配性すぎるのだ。

　特に最近では『ジオルド様と会う時は必ず僕も一緒に行くから』とすごく必死だ。

　確かに破滅エンドの危険があった昨年までならジオルドに国外追放される、下手へたをすれば殺されるという危険もあったわけなのだが……乙女ゲームが無事に友情エンドで終わった今となっては危険なことなどなにもないと思うのだが。

　そんな風にぼんやりと考える私の横で二人はニコニコと向き合ったまま話を続ける。

「行先がこちらの部屋でなければ僕も付いてまで来ないのですがね。この部屋は義姉を一人でこさせるには危険すぎるので」

「一体、どういう意味ですかね」

「ご自分の胸に聞いていただければわかるのでは。ジオルド様」

　……うん。もう話がよくわからなくなってきた。

　そうして話についていけなくなった私を置き去りに、ジオルドとキースは笑顔で見つめ合い話を続ける。こうなった二人はすっかり二人だけの世界を作ってしまい、そうそうその中には入っていけないのだ。

　長い付き合いなので、そんな仲良しの二人の様子もすっかり心得ている私は、一人黙って、テーブルのお菓子を食べ始める。

　おぉ、このお菓子、かなり美味しい。今度、他の皆にも食べさせてあげよう。

　そうして婚約者と義弟に蚊帳かやの外にされつつ、私はお菓子を堪能した。







　ジオルドから学園祭の話を聞いて少しすると、その準備は本格的に始まった。

　魔法学園は学年ごとに分かれ一応、教室ごとにクラスの様にはなっているが、そのクラスの規模は大きくて、前世のようにクラスごとに何か出し物をしたりはしないらしい。

　その代わりに、普段仲良くしている子や貴族の親しん戚せき同士などのグループで申請をして出し物をするらしい。

　よ～し、じゃあ、私も申請して、丹精込めて作った野菜を販売しよう！　と思ったのだが……ジオルドやキース、そしてアンにも全力で止められてしまった。

　なら配るだけでも！　と粘ったのだが駄目だった。

　なんでも野菜の販売は魔法学園にそぐわないということだ。

　私の丹精込めて作った野菜がそぐわないなんて……学園にきてからは家にいた時ほど野菜も消費できず、かなり余っている。この機会に売ったり配ったりできればと思ったのに……切ない。

　すっかり落ち込んだ私を見かね、天使のようなマリアちゃんが『じゃあ、カタリナ様の大切なお野菜は私のお菓子に使わせてください』と言ってくれた。

　ああ、マリアちゃんなんて優しい。マリアちゃんのお菓子にしてもらえるなんて我が野菜たちも光栄だ。

　なんたってマリアちゃんのお菓子はそのへんの料理人が作るものにも負けないくらいとても美味しい。売りに出しても問題ないくらいだ。

　ん？　売りに出しても……ということで、私の野菜を使用したマリアちゃんのお菓子を売りに出すことに決まりました。

　貴族が主な魔法学園ではあまりそういったものは売らないらしかったが、私の熱意と『まぁ、野菜を売るのに比べれば』ということで許可がでました。やったね。

　私も言いだしっぺとしてしっかり手伝わせて頂きます！

　それでなくても生徒会に属する皆は学園祭に向けたくさんの雑務に追われて大変なのだ。

　しかも、他の生徒からの強いリクエストがあり、生徒会メンバーでの演劇も披露することになった。確かに美形でファンの多い生徒会メンバーの演劇は見ごたえがありそうだ。強いリクエストがあるのも頷うなずける。

　私もメンバーにと友人たちに強く誘われたが、丁重にお断りさせてもらった。

　私は前世のクラス全員の劇でも木と岩という無機物しかやったことがない。全員が台詞ありの立派な演劇は私には荷が重い。

　一応、木か岩の役がないかも聞いてみたが『それは役が必要なのか』と微妙な顔をされてしまった。前世の私の熱演した役なのに……。

　しかし、まぁまったく何も手伝わないのも、いつもいりびたってお菓子を頂いている身としては申し訳ないので、裏方で手伝わせてもらうことにした。

　もし物を投げるシーンがあったら任せてください！　長年ヘビの玩具おもちゃを投げる訓練をしていたので投げ物は得意です！　ん？　投げ物のシーンないのですか……それは残念。

　こうしてマリアちゃんのお菓子作りや演劇の準備を手伝い、日々はあっという間に過ぎていき。ついに学園祭当日を迎えた。







　生徒会長であるジオルドの挨あい拶さつと、その姿を見たご令嬢たちの黄色い歓声で学園祭はスタートした。

　いつも気取った感じのご令嬢たちもうきうきした様子を見せている今日、私ももちろんかなり浮かれていた。

　前世でも祭りという名がつくものにはいつもテンションがあがったものだ。

　しかも今世では初祭りだ！　貴族令嬢という地位のため舞踏会やパーティーにはいくつも参加させられるのに、まだ祭りと呼ばれるものには行ったことがなかった。

　そのため、ただでさえ破滅を乗り越え浮かれぎみだった私の気分は、本日この学園に入学して以来、いやなんなら生まれ変わった以来のかなりの浮かれようだった。

　もう鼻歌を歌いながらスキップしてまわりたいのを必死に抑えている。

　実際に昨夜は、寮の自室でそうして浮かれて踊ってしまい、アンに怒られてしまった。

　貴族令嬢は鼻歌もスキップも人前でしてはいけないらしい……はぁ、貴族令嬢はつらい。

　それに、本日の学園祭には保護者もたくさん訪れるらしい。私のお母様は『恥ずかしいので、あまり行きたくありません』なんて言っていたらしいけど……。

　うちではすごく強気なのに、恥ずかしいなんてお母様ったら内弁慶なのかしら？　アンにそう聞いてみたら『恥ずかしいのは奥様自身ではないと思いますよ』となんだか残念なものを見るような目で見られたが……結局、よくわからなかった。

　それでも、お父様の方は学園祭にすごくきたがっていたらしいから、ラブラブ万年新婚夫婦な二人なので一緒にくる可能性は高い。

　もしそれでお母様たちが学園祭にきて、鼻歌でスキップしているところを見つかったら……何時間お説教されるかわからない……。うん、気をつけなければ。

　そうやって鼻歌とスキップを抑えても、浮かれる気持ちはぜんぜんおさまらず、無駄にソワソワしてしまっている。

　そんな不審な私を一緒にいたクラスメイトのご令嬢たちが『カタリナ様ご気分が優れないのですか』と心配してくれたので、

「全然、大丈夫！　むしろ楽しみすぎてソワソワしちゃって」

　と正直に言うと『そうですわね』と皆、笑ってくれた。うん。私のクラスメイトは皆、優しい。

　そう、今日の私はクラスの友人たちと一緒だ。いつもならだいたい生徒会のメンバーである皆と一緒に行動しているのだが……今日の生徒会メンバーはそれぞれの、各出し物のスペースに代表として配置され、そこに拘束されてしまっているのだ。

　なので学園祭はクラスの友人たちとまわることになった。

　それでも、生徒会の友人たちが『せっかくの学園祭に一緒にまわれないなんて』『こんなことなら生徒会なんて引き受けるんじゃなかった』『せっかくのカタリナ様との一度きりの学園祭が……』と非常に悲しそうにしていたので、出店で差し入れを買いつつ、皆のところをまわる予定だ。

　せっかくの一度きりの学園祭をろくにまわれないなんてそれは悲しいだろうから、たくさん差し入れして少しでも元気を出してもらわなくては！

　よし！　たこ焼きに、焼きそばにお好み焼きに～と私は意気込んで出店に向かった。

　しかし……こ、これが……祭りの出店だなんて……。

　学園祭に出された出店を訪れた私は、期待していた出店とのあまりの違いに一人悲しみに打ちひしがれていた。

　祭りの出店といったら、そこそこに汚れていて、それをちょと汚れた服のおっさんやヤンキー的な兄ちゃんが「いよっ、買ってかないかい」的な感じで売っているものじゃないのか……。

　そのはずなのに……綺き麗れいでこじゃれた造りの建物で、調理服着た小綺麗なお兄さんたちが「いらっしゃいませ」とか言っているこれが祭りの出店なんて……たとえ魔法学園が認めても、私は認めたくない！

　しかも一番にショックなのが……。

　まさかのサンドイッチに、クロワッサンだなんて……。

　そう魔法学園の学園祭に出されていた出店の売り物はサンドイッチやクロワッサンなどのこれもこじゃれた軽食だった。

　いくら探してもお好み焼きも、焼きそばも、たこ焼きも見つからなかった。

　それこそ、すべての出店が貴族のお茶会で出される軽食的なこじゃれた料理にお菓子の店だったのだ……。

　私のお腹なかはもう完全にお好み焼きとたこ焼きと焼きそばのちゃんぽんをする予定でいたのに……デザートはチョコバナナとわた飴のつもりだったのに……。

　それまでのウキウキしたハイテンションから、一気に落ち込んだ私を一緒にいた友人たちが心配してくれる。

「カ、カタリナ様。大丈夫ですか？」

「一体、どうされたのでしょう？　先ほどまではあんなにお元気でしたのに？」

「お腹なかでも痛いのでしょうか？」

「いえ、むしろお腹がすかれたのでは？　私なにか買ってまいりますわ」

　もうお腹が前世の出店の食べ物待ちでスタンバっていたのに……ああ、食べられると期待していたものが食べられないこの悲しみ……切なすぎる。

「はぁはぁ……カ、カタリナ様。た、食べ物を買ってきましたわ。さぁ、これをお食べになって早く元気になってくださいませ」

　なにやら、息を切らした友人が綺麗なお皿にのったサンドイッチを差し出してくれた。

　お腹を減らして元気がなくなったと思われたようだ。……あれ、皆の中で私ってどういう存在なのだろう？

　正直、もうお好み焼きや焼きそばしか食べたくないくらいの気持ちでいた私だったが……せっかく持ってきてくれた友人の優しさに『ありがとう』とサンドイッチを受け取り口に運んだ。

　すると……これは!!

「なにこれ！　いつも食べているやつと全然違う！　パンはすごいフワフワだし、この挟まっているジャムもすごく美味しい！　これはどこのパンなのですか？」

　口にしたサンドイッチのあまりの美味しさに驚き、思わず持ってきてくれた友人に鼻息荒く詰め寄ると、私の勢いにやや引きながらも答えてくれた。

「……あ、はい。魔法学園学園祭はこの国でもかなり大きな行事ということで有名店が新作を多数作って出店しているので、特に美味しいものが多いのかと……なんでも美食の祭典なんて呼んでいる人もいて、この出店のために毎年、学園祭にくる人すらいるらしいと聞いたことがあります」

　なんていうことだ！　まさか、この出店たちがそんなにすごいものだったなんて……。

　残念ながらお好み焼きなどはなかったが、それでもこうして改めて出店を見ればその料理の数々は本当にどれも美味しそうだ。

　しかも、たくさんの有名店が新作を持ってきているなんて……こんな機会はめったにない。

　これは予想と違ったからって落ち込んでなんていられない。

　食べて食べて食べまくらなければ！

「よし！　皆、とりあえず端からまわってみましょう！」

　高らかにそう宣言し、元気になり歩き出した私に友人たちは『やはりお腹がすいておられたのね』『元気になられてよかったわ』と微笑んだ。

　そうして一気にテンションが戻った私は、とにかく目ぼしい出店を制覇すべく歩きまわり、食べまくった。

　ああ、このパンも美味しい。あっ、あちらのポテトサラダみたいなのも美味しそう。

「……あの、カタリナ様」

　おお、あそこにあるデザートも見たことないわ、きっと新作だわ、食べてみなければ。

「……カタリナ様」

　あ、あのケーキも美味しそう、それにあのプリンも。

「あの、カタリナ様！」

「え、あ、ごめんね。何か呼びました？」

　危ない危ない。出店の食べ物にすっかり意識を奪われてしまっていた。

「……あの、カタリナ様は本日、生徒会の方々のところをまわられるということでしたよね」

「あ、うん。そうなのだけど」

「そうしますと、そろそろ行かないと時間がなくなってしまうのではないでしょうか」

「……え！」

　眉まゆを下げ困ったようにそう言った友人の言葉に慌てて時間を確認すると……恐ろしいことにこの出店スペースにきてからかなりの時間が経過していた。

「わっ、もうこんな時間！」

　美味しい食べ物の誘惑にすっかり魅了されてしまっていた。

　友人に声をかけてもらわなければ、このまま学園祭が終わるまでこの場所で食べまくっていたかもしれない。危なかった……美味しい食べ物の誘惑は恐ろしい。

　やっと、正気に戻った私は慌てて生徒会の友人たちのための差し入れと、私がこのあと食べる分を大量に買い込み、私を正気に戻してくれた友人たちとともに生徒会メンバーの元を目指した。







　まず、一番近い場所からまわろうということになり最初に訪れたのは、国の歴史や、魔法の研究などがまとめられ展示してあるスペース。

　前世の学校ならまずほとんど人が寄りつかないスぺースになるところだろうが、そこはさすが魔法学園、そこそこの生徒や保護者と見られる人々が展示を眺めている。

　皆、勉強熱心で素晴らしい。まぁ、私は数行読んだだけで眠くなってしまうので遠慮するが……。

　そんな展示スペースでは私の義弟と友人が来客に笑顔で対応していた。

　私の義弟であるキース・クラエスに、私と同じく王子の婚約者であるメアリ・ハント侯爵令嬢である。

　私の婚約者であるジオルドの双子の弟であるアランの婚約者であるメアリは、私と立場こそ同じだがそのスペックにはかなりの差がある。

　赤褐色の髪に瞳の美少女であるメアリは勉強ができるのはもちろん、ダンスを踊らせればまるで妖よう精せいのようだと褒め称たたえられ、またその所作や立ち居振る舞いも貴族令嬢の鑑かがみと言われるそれは素晴らしいご令嬢なのだ。

　美しい王子たちに憧あこがれ、私には『ジオルド様と釣り合わない』と陰口を言ってくるご令嬢たちも、メアリのことは『アラン様に相応ふさわしい』と認めている。

　そんな完かん璧ぺきなメアリもここまでの準備やたくさん訪れる人の対応に疲れたのかやや浮かない顔をしている。それともお腹がすいたのかしら？

　もうお昼も過ぎているが、食事をまだ食べていないのかもしれない。そう思うと、一人出店でバクバク食べていたのが申し訳なくなる。

　よし、メアリには私が食べようと思って買った特製の新作サンドイッチを特別に渡そう。

　そう思い、サンドイッチの袋を握りしめ、メアリの元へと駆け寄り声をかける。

「メアリ、差し入れ持ってきたよ」

「カタリナ様！」

　私に気が付いたメアリがそれは鮮やかな笑顔を見せた。先ほどの浮かない顔がまるで嘘うそのようだ。やはりお腹がすいていたのだな。

「メアリ、遅くなってごめんね。これ新作のサンドイッチよ」

「カタリナ様、きてくださって嬉うれしいです。なかなか、出店から戻ってこられないので心配しましたわ」

「……うっ、ごめんね」

　実は、出店に行く前に偶然、この場所を通りかかりメアリに会ったので『出店に行ったらまたくるね』と声をかけていたのだった……それからかなりの時間がたっている。そりゃあ、心配するよね。ごめんね、メアリ。

「どうせ、義姉ねえさんのことだから色々な食べ物に夢中になって時間なんて忘れて食べてばかりいたんだろう」

　そう言ってキースがため息をついた。

　さすが私の義弟である、だてに八年以上も家族をしていない。義姉のことを本当によくわかっている。

「……ごめんなさい」

　私はもう一度、心配させてしまったメアリとそしてキースに頭を下げる。

「気にしてないでください。何もなくて何よりですわ」

　優しいメアリはそう言ってくれたけど、キースは、

「本当だよ。義姉さん、特に今日は浮かれすぎだよ。たださえ、トラブルに巻き込まれやすいんだから少しは自覚して気をつけてよね」

　と厳しい顔をした。なんだか、年々キースがお母様に似てきている気がする。

　そのうちお母様のように数時間にわたるお説教をしてくるようになったらどうしよう。お母様が二人……私耐えられるかしら……。

「カタリナ様、ここもだいぶ人が減ってきたので、私たちもそろそろ少し休んで何か食べようと思っていたところなんです。差し入れとても嬉しいですわ。よかったら、カタリナ様も一緒に食べていかれます？」

　すっかりシュンとしてしまった私を気づかうようにメアリがそう言ってくれた。

「本当！」

　実は少しだけ新作サンドイッチが名残おしかったのだ。少しだけでも味わってみたい。

「さんざん、食べてきただろうにまだ食べるんだ……」

　キースに呆あきれたような視線を向けられ、また一緒に出店に行ったクラスの友人たちは皆、びっくりという顔をしている。

　やばいこのままだと大食いと思われる……というか私は別に普通なのだ、ご令嬢さんたちが小食すぎるんだ。

　まぁ、ドレスをグイッと締めあげていてあまり食べられないのもあるかもしれない。

　ちなみに私は、本日は屋台を満喫するためにドレスの締めをわざと緩めにしてもらっている。やってくれたメイドのアンは『こんな晴れの日にドレスを緩めにするなんて』とかなり反対していたが、緩くしてくれないのならいつもの畑用の作業着で参加する！　と言い張った私に根負けしてしぶしぶ緩めにしてくれた。

　なので、皆より食べられるのだ！　決して私が大食いな訳ではないのだ！

　しかし……やはり『……あの、少しだけ』と一応、付け加えた。

　そうして、メアリとキースとともにスペースの休憩場でお茶と差し入れのサンドイッチを頂くこととなった。

　一緒にまわっていた友人たちも誘ったのだが『もうお腹がいっぱいなので、私たちは展示を見ていますわ』と言われてしまった。皆、ドレスを緩くすればいけるのに。

「わー、美味しそう」

　テーブルに広げたサンドイッチは最初に食べた出店のものとはまた違う店の新作だ。

「そうですわね。とても美味しそうですわね。ありがとうございますカタリナ様」

　涎よだれを垂らさんばかりにサンドイッチを見つめる私にメアリがそう言って微笑んだ。

「義姉さん、さっきまでも色々食べていたんだから、少しにしなよ。食べすぎてまたお腹壊すよ」

　義姉のことをよく理解しているキースからはそんな小言がとんでくる。

「……はい」

　ドレスにはまだ余裕があるから大丈夫なはずだ。そうして、サンドイッチをひとつ取って食べる。

　うん。美味しい。最初のお店のサンドイッチはさっぱりしたジャムがメインのものが多くてお菓子に近い感じだったが、このお店のものは新鮮なレタスやカリカリに焼いてあるベーコンが入っていて主食に近い感じだ。それに種類もたくさんある。

　ああ、あのポテトサラダみたいなものが入っているのも美味しそうだし、あっちのタマゴ入りのも美味しそう。

　う～ん。迷う、さすがに全部は食べられないしな。あ、そうだ！

「ねぇ、キース。はんぶんこにして食べない？」

「……うん。言うと思った。いいよ」

「やった～」

　この世界で出される料理は一つあたりの量は少ないが品数が多い。世界というより貴族の風習なのかもしれないが、とにかくたくさんの数の料理がでる。

　そして、私は出てきた珍しいもの、気になるものはとりあえず食べてみたいという欲求に駆られてしまうたちなのだ。

　そして前世のお母さんの『箸はしをつけたものを残さない』という教育方針が未いまだに心にしみついている。

　よって、子供の頃はよく食べすぎてお腹を壊していたのだが、そんな私を見かねてキースが『そんなに色々と食べたいならはんぶんにしなよ。残りは僕が食べてあげるから』と言ってくれたのだ。さすがに公の場ではそんなことはできないが、クラエス家ではよくそうやってキースとこっそりはんぶんこにしていた。

　キースの了解をもらい私は気になっていたポテトサラダ入りのサンドイッチをはんぶんにしてキースの口元に差し出した。

「はい。キース。どうぞ」

　いつもなら、差し出せばそのままパクッと食べてくれるキースなのだが、今日はなんだか微妙な顔で固まったままだ。どうしたのだろう？

「どうしたの？　キース」

「あ、あのね義姉さん。人前でこれはちょっとやめない？」

「人前？　でも、公の場でなければはんぶんこしてもいいって？　さっきもいいって言わなかった？」

「いや、あのはんぶんこのことじゃなくて……その」

　なんだか、挙動不審なキースの様子を疑問に思っていると。

「あら？　人前でなければいつもこのようなことをされているのですかお二人は？」

　メアリがなんだかとてもいい笑顔でそう聞いてきた。

「ああ、うん。私が食べたいけど食べきれない時にこうやってはんぶんこにして食べてもらってるの」

「そうなんですか。そうしてはんぶんにしたものをカタリナ様、自らの手でキース様のお口へ運んで差し上げているの？」

「うん。前はそうじゃなかったんだけど、少し前からはんぶんこにする時はこうして食べさせてほしいってキースが」

　そうなのだ。はんぶんこは昔からしていたんだけど、少し前からはんぶんこしたらそのまま自分に食べさせてほしいとお願いされるようになった。

　なんで口まで持ってきてほしいのか、掴つかむのがめんどくさくなったのか？　よく理由はわからないし、しっかりもののキースにしたらお行儀の悪いことだ。

　しかし、めったに私にものを頼むことのないキースの貴重なお願いだ。面倒くさがりな私だが、はんぶんこの時はいつもこんな風にキースの口まで運んであげている。

　このような私の説明を聞くとメアリの笑顔はますます濃くなった。

　あれ？　なんだろうなんか不穏な空気が……。

「キース様、そういう家族であることを利用した抜け駆けはしないでくださいと言ってありましたよね」

「そ、そんな。このくらいのこといいじゃないか。ジオルド様みたいにあからさまに手を出そうとしている訳じゃないし」

「ジオルド様を引き合いに出さないでください、あの方は異常です！　……奥手すぎて自分から手も握れないと思っていたのに誤算でしたわ」

「いや、後半小声で言ってるけど聞こえてるから、失礼極まりないから。だいたいメアリだって同性だというのを利用して抱きついたり、触ったり色々してるじゃないか」

「まぁ、利用してなんてキース様こそ失礼ですわ。同性であるのだから抱きついたり、触ったりするのはまったく普通のことですわ。そしてゆくゆくは一緒に入浴を……」

「いや、そのメアリの発言はどう聞いても普通じゃないから」

「まぁ、それは受け取る側であるキース様の問題では」

　一体、私のはんぶんこの何が二人に火をつけてしまったのか、二人は私を置いてけぼりにすっかりヒートアップしてしまっている。

　キースとジオルドの仲がよいのは知っていたけど……こうしてみるとキースとメアリも結構仲良しよね。こうして気兼ねなくポンポンと言い合える感じ、とても心を許している者同士に見える。
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　……はっ、まさか！

　キースがドンドンくる婚約者の話を断り続けて思いを寄せている人って……ずっと乙女ゲームの主人公であるマリアだとばかり思っていたけどもしかして……メアリ？

　それにメアリもゲームと違ってかなりアランにそっけなく興味がない感じなのは……もしかしてキースのことが……。

　攻略対象と、別の攻略対象のライバルキャラ、これがゲームならありえないと思ったけど、ここは現実で、すでにゲームも終わっている。ありえないことではないかもしれない。

　やばい、私ったら女の勘が冴さえわたってしまっている。私はまだポンポンと言い合いを続ける二人の姿を見つめた。

　キースには婚約者はいないが、メアリはこの国の第四王子であるアランの正式な婚約者だ。まだ正式に婚姻を結んではいないが、アランはメアリを大事にしている。

　特に最近はメアリの後をまるで手下のように……じゃなかった姫を守るナイトのように付きそっている姿をよく見かけるようになった。

　……ということは、これは簡単には許されぬ恋。

『おお、キースあなたはなぜキースなの』『ああ、メアリ』

　前世の有名だった悲恋の物語が主演キース＆メアリで頭に浮かんできた。ああ、なんて切ない。私は二人を見つめ、力強く言った。

「キース、メアリ。いざという時は私が二人の味方になるから大丈夫よ！　間違ってもロミオたちのように悲恋にはさせないから！」

　私の熱いまなざしを受けた二人はそれまでの勢いが嘘のように静かになり、そして、

「義姉さん。何を考えているのかわかりたくもないですが……確実にその考えは違いますから」

　え？　違うの？　私の女の勘が……。

「私も同じく。否定させていただきます」

　メアリも落ち着いた声でしっかりとそう言ってきた。

　いや、でも私、はっきり聞いたわけではないんだけど、もしかしてちゃんと聞いてみれば……。

「……え～と。キースとメアリは恋仲では……」

「「違います」」

　私が最後まで言い終わらないうちに、二人は同時にはっきりと否定した。

　……そうですか。

　その後、二人にはなんだか残念なものを見るような目で見られた。なぜだ？

　なんとなくいたたまれなくなり、とりあえず二人に尋ねられた『ロミオって誰？』という疑問に『悲恋のロマンス小説の主人公です』と適当に答えてその場を後にした。







　展示を見ていた友人たちと合流し、続いて向かったのは演奏や演劇などをしている舞台だ。

　前世でいうところの体育館のステージで吹奏楽部や演劇部が出し物をする感じだ。

　まぁ、体育館というよりは劇場というくらいな立派な造りではあるのだが。

　ここではソフィアが待機しているはずだった。

　ちょうど、誰かの演奏が終わったらしく人々が帰っていく中、出入り口付近やステージのあたりに姿を捜してみるが見つからない。

　あれ？　休憩時間だったかな？　別の一年生の生徒会メンバーに聞いてみると、

「アスカルト先輩には来客があって……その、ちょっと大変になってステージの裏の方に行ってもらったんです」

　来客があって大変で？　ところどころよくわからなかったが、とにかくステージ裏にいるということはわかったので、そこに向かうと。

「ああ、カタリナ様。きてくださったのですね」

　そう言って笑顔で迎えてくれた白い髪に赤い瞳の美少女ソフィア・アスカルト。私の友人で生徒会メンバーでもある伯爵家令嬢だ。

　そしてそんなソフィアの後ろには兄であるニコル・アスカルト。黒髪黒い瞳のすごい美形で、別名、魔性の伯爵。命名も呼んでいるのも私だけだが。

　そして伯爵はいつもどおり魔性のオーラ全開で立っており、私の姿に気が付くと。

「カタリナ、久しぶりだね」

　それはそれは魅惑的な微笑みを浮かべた。

　普段は無表情なニコルが、こうして時々浮かべる笑顔は一種の凶器かと思えるほどに魅力的である。

　特にここ数年でさらにその力を高めたようで、長年の友人でかなりニコル慣れしている私でさえ、顔が熱くなってしまいそうになるほどだ。

「……ええ、お久しぶりです。ニコル様」

　何とかニコル免疫を総動員し普通に返すが……なんだろう久しぶりのせいかニコルのオーラがさらにキラキラして見える。

　これはいくらニコル慣れしている私でも気を抜くと、ポーっとなってしまいそうだ。

　それにしても。

「ソフィアたちは何でこんなステージ裏にいるの？　ソフィアたちなら表に出ているだけで人が集まるんじゃない？」

　生徒会メンバーがそれぞれのスペースに配置されているのは、人気者である彼らを置くことでどこにもちゃんと人が行くようにするためでもあるというようなことを、たしかジオルドが言っていた気がする。

　つまり生徒会メンバーは客寄せパンダ的な役割も担っているのだ。それが休憩でもなくこんな裏方に入っているなんてもったいない。

　アスカルト兄妹きょうだいはそれは美しいよくできたお人形みたいな兄妹である。特にニコルはそこに立っているだけで男女問わず惑わして引き寄せる魔性の伯爵だ。

　昨年度に卒業したからこの学園の生徒ではないが、せっかくやってきたのだから元生徒会メンバーとして少し協力してくれればいいのに、そんな風に思って聞いたのだが。

　ソフィアは困った顔をしてしまった。

「実は、私もお兄様が立っていてくれれば、たくさん人も入ってくださると思ってきてくださったお兄様に入り口に立っていてもらっていたんです」

　おぉ、すでに実践していたのか。あれ？　それなら今はなぜここに？

「えっと、それでなんで今はここに？」

「それは……その、確かにたくさん人は入ってもらえたのですが……皆、今の皆さんのようになってしまわれて」

　そう言ったソフィアの目線の先を見ると一緒にきたクラスの友人たちが全員、ニコルを見つめたまま顔を赤くして固まってしまっていた……と、友よ。

「それで皆、お兄様の方しか見てくれないので……出し物をしている方から苦情がきまして……人目につかないところにいてくれと言われてしまって」

　ソフィアは悲しそうに目を伏せた。

　……うん。それじゃあ、しかたないね……。

　裏方が主役より目立ったらいけないものね。でも伯爵に目立つなとか無理だもんね。存在しているだけでキラキラとオーラ出しちゃう人だもんね。

　シュンとなっているソフィアの細い肩を私はポンポンと叩たたき慰めた。

「ほら、ソフィア。差し入れ持ってきたから食べて。美味しいものを食べれば元気も出るわ」

「ありがとうございます」

　そう言ってふわっと微笑んだソフィアはさすが魔性の伯爵の妹、女の私でも少しドキリとするくらいに可愛かわいかった。

　ソフィアたちにはパンとケーキの中間くらいのフワフワチョコパンを渡す。三時のおやつとして腹ごなしに食べてもらえれば幸いだ。

「そういえば、カタリナ様は結局、生徒会の演劇には出てくださらないのですね」

　ソフィアが思い出したというふうに頬ほおを膨らましてそんなことを言ってきた。

　その様子はリスみたいですごく可愛い、思わずなでなでしてしまいたくなる。

　ちなみに私の頬が膨れていると必ずお母様やアンに『口いっぱいに頬ほお張ばらない！』と叱しかられる……この違いはなんだろう？

「私は生徒会のメンバーじゃないし、演技とかできないからね」

　昨年度からすっかり生徒会に入りびたっており、新一年生からもすっかり生徒会メンバーだと思われている私だが……実際はただの部外者であるので、さすがに演劇にまで参加するのは気が引ける。

　しかも生徒会でやる演劇は前世で読んだシンデレラのような内容のキラキラした劇なので私が自信を持ってできる役、木と岩は登場しない。

　でも一応、生徒会室にいつもいりびたらせてもらっているので道具の片付けとか裏方の手伝いはさせてもらう予定である。

「せっかく舞台でのカタリナ様が見られると思いましたのに……」

　再びシュンとしてしまったソフィアに少し申し訳ない気持ちになっていると、その横にいたニコルまでもが、

「そうか、カタリナは演劇には出ないのか」

　となんだか残念そうに呟つぶやいた。

　えっ、なぜそんなに残念そうなんだ……しかもその憂いを帯びたような顔からまたすごい色気が……あっ、後ろでポーっとなっていた友人が思わずよろめいた、大丈夫か、友よ？

　それにソフィアもニコルも、幼い時からの親しい友人だからそんな風に言ってくれるが……そもそも生徒会の皆みたいな美形ならまだしも、生まれながらのこの悪役顔にそれほど需要があるとは思えない。むしろ、私が出るよりも、

「ニコル様が出た方がよほど、お客様は喜ぶと思いますよ。一昨年の学園祭では何もされていないのでしょう。よかったら今年、少しだけゲストとして出ていかれては？」

　魔性の伯爵であるニコルは一年の時に学園祭を経験しているらしいが、その時の生徒会はバタついていて、何も出し物をしなかったのだと教えてくれたのはニコルと同学年で一緒に生徒会をしていた私の友人だ。

　ちなみにバタついていた理由は……ニコルの魔性の魅力により魅了された方々のいざこざだったらしいが……。

「……しかし、俺おれに演技はできない」

　私の言葉を受けてしばらく考えつつニコルはそう返した。

「できない？」

「確かにお兄様に演技は少し難しいかもしれませんね」

　私の疑問にはニコルではなくソフィアが答えた。

「お兄様は身内の贔屓ひいき目めを差し引いてもかなり素敵ですが……残念ながら顔の表情が自らの意志でちゃんと動かせないという大きな欠点がありますので……」

「あっ、そっか。……そうだったね」

　最近ではすっかり表情も豊かになって笑ったり、残念そうな憂い顔も見せるようになったニコルだが……それを自らの意志でやれと言われるとできないのだ。

　ちなみにこの事実は学園に入ってから発覚した。私たちとともにいる時にはかなり表情が豊かになったニコルだが、他の場所では変わらず無表情なことがほとんどだった。なので他のところでも笑顔を出せるように練習したらどうだろうという話になった。

『では、ニコル様。笑ってみてください』との私の言葉に『わかった』と重々しく頷いたニコルは、その後、いつもの魅惑の笑みを浮かべ……ることができなかった。待てども待てども無表情、若干口の端がぴくっとしたくらいだった。

　結果、ニコルは自分の意志で笑顔を作れない……というかうまく表情筋が動かせないという衝撃の事実が発覚した。

　なんでもできるニコルの唯一ともいえる欠点が発覚した瞬間だった。

　貴族として人前で笑顔を作り出せないなんてかなり致命的とも思えたが……ニコルの場合、老若男女の区別なくだいたい無表情で会釈するだけでもその魔性のオーラで相手がポーっとなるので割と問題なかったようだ。

　そうか、神様は表情筋を動かせない代わりに魔性のオーラを授けたのねと妙に納得したものだ。

　まぁ、確かに無表情のままで演技は難しいだろう。木や岩としてがっしりと立っているくらいならできるかもしれないが……。

「あっ、でも相手がカタリナ様なら、お兄様だって笑顔を浮かべられますわ」

　ソフィアが急にいいことを思いついたというようにそんなことを言ってきたが……いや、それなら私じゃなくて、

「いや、それなら私じゃなくて相手はソフィアの方がいいんじゃない？」

　なにせ、ニコルはかなりのシスコンだ。

　幼い頃からソフィアの後に必ず一緒についてきて、こうして学園を卒業してからも妹が心配でちょくちょく様子を見にきているほどだ。

　まぁ、ソフィアはさすがニコルの妹というだけあり、それは美少女なのでその心配もわからなくはないが。

「いいえ、私では力不足ですわ。お兄様の笑顔を引き出すにはカタリナ様じゃないと」

「いや、私の方が力不足だと……」

「いえ、そんなことありません。そうだ！　今、あの劇の台詞をお兄様に言ってもらいましょう。カタリナ様が相手役をしてくださればきっとお兄様も笑顔で台詞が言えるはずです」

　なぜか急にひどくご機嫌になってそんなことを言い始めたソフィアに「私じゃあ力不足」と言うも……右から左に抜けてしまっているようで、キラキラした目でニコルに今回の劇の一部分の台詞や仕草を教え始めた。

　そして、ソフィアのあまりに楽しそうな様子に「まぁ、やってもいいか」と思えた。

　ニコルが妹を大好きなように、同じく兄が大好きなソフィアは兄が素敵な演技をする姿を見てみたいのだろう。私を相手にしたのは、相手役より観客目線で見てみたかったからだろう。

　よし！　可愛いソフィアのために魔性の伯爵の相手役をこの場だけ引き受けよう！

　そうして、ソフィアがニコルにしてほしいと頼んだ場面は、まさに劇の一番の盛り上がりポイントであるラブシーンであった。

　王子様が愛する女の子の髪を撫なで微笑み、そして愛をささやき抱きしめるのだ。

　ちなみに相手役である私の台詞は「私もです。王子」のみで動きも相手に合わせればいいだけなので、演技経験が木と岩だけだった私でも問題なくできそうだ。

　さぁ、どんとこいだ！　ソフィアのためにやりましょう。

「では、どうぞニコル様！」

　とニコルの前にドーンと仁王立ちした私にソフィアから「カタリナ様、立ち方が」との声がかかる。

　おっと、いけないいけない。もう少しお姫様っぽく立たないとね。私は開いていた足をすっと閉じる。

　そうして準備を整えた私の前にニコルが歩み寄ってくる。その顔はなんだか少し緊張しているように見えた。本物の舞台でもなく観客もソフィアと、ニコルの魅力で意識を飛ばしている私の友人たちだけなのに……ニコルは演技したくないのだろうか。

「……ソフィア、やはり……」

「いいえ。お兄様、ちゃんとやってください。ただでさえ、お兄様はもう学園を卒業してしまって皆より不利なのですから、こういう時にしっかりアプローチしておかなければ！」

　ニコルとソフィアが小声でぼそぼそとやり取りをする。

　やっぱりニコルは演技をしたくないようだ。でも兄大好きなソフィアは見てみたいのだろう。

　結局、可愛い妹の頼みを断れなかったのかニコルは覚悟を決めたような顔をして私の前に立った。

「カタリナ、いいか？」

「はい。ソフィアのためにもしっかり相手役を務めますわ！　任せてください」

　私も人間役の演技は初めてだが、まぁ本当の舞台ではないし、一場面だ、しっかり女優になって乗り切ってみせましょう！

「そうか……ありがと」

　そう言ったニコルはすでにそれは魅惑的な笑みを浮かべていた。

　うっ、やばい。すでにその溢あふれる魅力で顔が赤くなりそうだ。耐えるのよ、女優カタリナ・クラエス。

　そうして必死に耐えている私の髪にニコルがそっと指を伸ばしてきた。

　長く美しい指でサラサラと髪を撫でられて、ドンドンと心拍数があがる。

　魔性の魅力がすごすぎる、このままじゃ私も後ろで意識を失っている友人たちの仲間入りをしそうである。

　そんな限界に近い私に、ニコルは台本どおりの台詞をそれは美しい笑みを浮かべて言った。

「あなたを愛している」

　甘く魅惑的なその声に、思わず腰が抜けそうになる。それでも長年のニコル耐性を総動員し私は、なんとか私の台詞を口にする。

「……わ、わたしもです。ニコル様」

　するとその台詞を聞いた途端にニコルの笑顔が固まった。

　あれ、なんで？　あっ、台詞を間違えてしまった！　ニコルの魔性の魅力に動揺して本来は王子様というところをニコル様と呼んでしまった。こんな、短い台詞を間違えてしまうなんて……ニコルもきっと呆れてしまったんだ。

「あの、ニコル様……」

『間違ってすみませんでした』と続けようとした私は気が付けばニコルの腕の中にいた。

　ああ、そのまま演技を続けるつもりなのだなと納得し、ニコルに身を任せた私だったが……その抱擁は想像していたより熱くて強く、何より密着しているニコルからとてもいい香りがしてくる。

　ああ、まずい。魔性のオーラに負けて頭がポーっとなってきた。

　そうして朦もう朧ろうとなりつつある私の耳元でニコルがなんだか少し苦しそうな声で言う。

「……カタリナ、たとえあなたが誰か別の人のものになったとしても俺はきっと……」

　あれ？　こんな台詞あったっけ？　そんな風にぼんやり考えつつ、耳元で響く魅惑的すぎる声の威力に私の頭は完全に思考停止となった。

　どこか遠くで『お兄様やりましたね』とはしゃぐソフィアの声が聞こえた気がした。







　はっ、ここは！　と私がしっかり意識を取り戻したのはすでにソフィアたちの元を去って移動し始めてからだった。

　正直、いつソフィアたちと別れたのかまったく覚えていなかった。というよりむしろ演技をし、台詞を間違えた後からの記憶がまったくない。……魔性の伯爵の凄すさまじい魅力の前に記憶を失ってしまったらしい。

　また、一緒にいた友人たちはもっとひどくニコルが初めに私に微笑んだあたりから記憶がないという……魔性の伯爵。本当に恐ろしい存在だ。

　そうして、ようやく正気に戻った私と友人たちは次に生徒の作った作品の展示、販売を行っているスペースに向かった。

　そこでは魔法学園の生徒の作った刺し繍しゅうなどの作品や、工芸品、同じ敷地内にある魔法省からの出品など様々なものが展示あるいは販売していた。

　ここのスペースにはマリアがいて、自ら作ったお菓子も販売しているはずだった。

　刺繍をされた布を見て買いたいという友人たちと時間の都合で少しだけ別行動にして、私はマリアを捜した。

　金色の美しい髪に青く澄んだ瞳、学園内でも一、二を争う美少女であるマリアはすぐに見つかった。ニコルの魔性とは違うがマリアもまたその愛らしい姿に人の目を引き付ける。

「マリア」

　そう呼びかけながらマリアの元へ行こうとすると、

「カタリナ様、お久しぶりです」

　すぐ横からそう声をかけられて、目を向けるとそこには茶色髪に灰色の瞳の少年が立っていた。

　かなり地味な雰囲気のため気づくのが遅れてしまったが、それは私のよく知る人だった。

「ラファエル！　あなたも参加していたのね」

「ええ、学園祭への出品を担当することになって」

　優しい微笑みを浮かべた彼、ラファエル・ウォルトは昨年まで魔法学園に在籍し生徒会長を務めていた。

　しかし、ある事件を起こして学園を去り、その後は同じ敷地内の魔法省にて勤務することとなった。

　事件後、それまでの偽りの名前を捨て本名に戻し新しく生き直そうとしている彼だが、その見た目は、鮮やかな赤い髪の美少年と学園で目立つ存在であったため、現在はその姿を見事な変装で地味な少年の姿に変えている。

「頑張っているのね」

　事件のこともあり自身の意志とは関係なく魔法省に入ることになってしまった彼だが、それでもうまくやっていけているようだ。

「はい。一番の下っ端なので仕事がたくさんで大変です」

　口では大変と言いながらもラファエルの顔は生き生きしている。本当の自分に戻れた彼の顔は以前に比べとても晴れやかになった。

　そうしてラファエルの近況などを聞いていると、マリアが私たちに気が付いてやってきた。

「きてくださったのですねカタリナ様、これ、カタリナ様の分です」

　そう言ってマリアが差し出したのは、マリアの手作りお菓子だ。

　私の提案とお願いで、マリアは私の野菜なども使用してくれ、作ったお菓子をこうして学園祭に出品してくれることとなったのだ。

「わぁ、わざわざ取り分けてくれたんだね。ありがとう！　売れ行きはどう？」

「はい。正直、私が作ったお菓子なんて売れないかもと心配していたのですが、お蔭様でほとんど売り切ることができました」

　そう言ってマリアが目を向けた先を見るとそこにはもうほとんど商品が残っていなかった。それこそあと二、三個で完売である。まだ学園祭の時間はだいぶあるというのにすごい繁盛である。

「すごい人気ね。さすが、マリアの特製お菓子」

「いいえ、これもカタリナ様のお蔭ですわ。皆さんに勧めてくださったのでしょう」

　確かに色んな人に宣伝はした……というかそもそもこのお菓子販売は私が提案したのだ。

　だから、私もしっかりお手伝いするぞ！　と意気込んだのだが……。

　ある時は、作りかけのお菓子が燃え上がり、あやうく調理場で火事を起こしてしまいそうになり、またある時はなぜか鍋なべが爆発し調理場をめちゃくちゃにした。

　それでも天使のように優しいマリアは『初めてですから仕方ないですよ』と笑ってくれたのだが……調理場の管理者の方はそうはいかなかった。

『ただちにカタリナ・クラエスを回収してください』との要請が義弟であるキースの元にいったらしく、キースに首根っこを掴まれ、調理場から部屋へと連れ戻されることとなった。

　それでも、じゃあ、ラッピングくらいは手伝うわ！　と意気込んだが……あまり器用ではない私は、たいていの紙をぐちゃぐちゃにしてしまった。

　それでも天使のようなマリアは『初めてですから仕方ないですよ』と笑ってくれたが……ぐちゃぐちゃにした紙が二桁をだいぶ超えると『カタリナ、紙がもったいないのでそこまでにしてください』と生徒会長のジオルドにより手持ちの紙をすべて没収されてしまった。

　こうして何も手伝うことができなくなった私だったが、それならと天使マリアが味見係という役目をくれた。

　まぁ、ようは出来上がったお菓子を頂くだけというありがたいお役目だ。

　うっうっ、役立たずでごめんなさい。そしてマリアは天使すぎる。本当にお嫁にもらいたい。

　そうして、出来上がったお菓子を頂いていたのだが……あまりにもそのお菓子は美味しくて美味しくて……ついつい食べすぎてしまい。

　気が付くと試作品をすべて私が平らげてしまうという事態が発生してしまい……『おい、一人で食いすぎだ。お前だけ食ってもしょうがないだろ』とアランに怒られ、その後はお菓子を取り上げられてしまった。

　こうして、自分から言い出したくせに完全なる役立たずと化した私は、他に役に立てることはないかと真剣に考え考え考えたが……結局、何も浮かばなかったのでキースに相談したところ『じゃあ、お店の宣伝をしたらいいんじゃない』と言われ、それは名案だと必死にお店のアピールをしたのだ。

　だけど、この売れ行きは宣伝効果だけではないだろう。

「確かに宣伝はしたけど、本当に美味しくなければこんな風には売れないわ。マリアのお菓子が本当に美味しいからこんなに人気が出たのよ」

「……カタリナ様、ありがとうございます」

　そう言ってマリアはなんだか少し顔を赤くして微笑んだ。

　その顔は世の男たちを皆、魅了するんじゃないかと思うくらい可愛い。

　いや～、本当に可愛いなマリア、私が男だったら絶対にお嫁さんにもらいたい！　そんなよこしまなことを考えていると、

「そういえば、キャンベルさんは魔法省への入職を決められたんだね」

　ラファエルが突然、初耳な情報をさらっと披露してくれた。

「え！　マリア。魔法省に入るの！」

「あ、はい。学園を卒業したら入職することに決めました」

「そうなの……でも、マリア。一年の頃には学園を卒業したら家に帰って暮らしたいって言っていなかった？」

　マリアは国でもほんの一握りしかいない光の魔力の保持者であるうえに、その魔力はその光の魔力保持者の中でもトップクラスらしく、入学当初から『卒業後はぜひ、魔法省へ』とかなりしつこく勧誘されていた。

　しかし、一年の頃には『家に帰って静かに暮らしたい』というようなことを言っていたのだが……気持ちが変わったのだろうか？

「そうですね。学園に入ってしばらくは早く家に帰って静かに目立たずに暮らしたいと思っていました……でも」

　マリアが、強い意志を宿した瞳で言った。

「それでは、もう一緒にいられないですから」

「？」

　言葉の意味がわからずきょとんとする私に、マリアが微笑む。

「昨年度の卒業式にもお願いしましたが、私はこれからもずっとカタリナ様のお傍にいたいのです。でも、私は光の魔力があるといってもただの平民です。公爵令嬢であるカタリナ様の傍にいるためには、それなりの地位が必要です。ですから、その地位を得るために魔法省に入ることにしたのです」

　マリアのその台詞は、まるで愛の告白みたいで……なんだかすごく恥ずかしくなってしまう。

「……あ、ありがとうマリア。その、う、嬉しいわ」

　うわ～、なんかすごく照れる。顔がほてってくる。

　そんな私につられたのか、マリアの顔も赤くなっていく。

　私たちは向かい合ったまま、まるで付き合いたてのカップルのようにテレテレと顔を赤くして笑い合う。

「あの～、すっかり二人の世界を作っているところすいませんが……一応、僕もいるんですけど……」

「はっ、やだわ。ラファエル。二人の世界だなんて……」

　ラファエルにやたら呆れたような目を向けられて、私は正気にかえった。

　危ない危ない！　マリアが可愛すぎて思わず、禁断の世界へ入ってしまうところだった。

　もう少ししたらあやうく『マリア、私のお嫁さんになって』なんて頼んでいたかもしれない。

　さすが、乙女ゲームの主人公であるマリアの魅力はすごいな。

「しかし、国の憧れである魔法省の入職動機が、カタリナ様の傍にいたいからとは……マリアさんもさすがだね」

「その、動機が不純であることはわかっています。でも、入ったからには一生懸命頑張りますのでどうぞよろしくお願いします」

　このままいけば先輩になるだろうラファエルにマリアはしっかりした口調でそう言った。

「大切な人の傍にいたいというのは、不純な動機じゃないんじゃないかな。僕もマリアさんの立場なら同じことをすると思うし、ただ……」

「ただ？」

「魔法省に入っても、カタリナ様が学園を卒業してすぐ王子と結婚してしまったら色々と忙しくなって結局、会えなくなってしまうんじゃないかな」

「「!?」」

　私とマリアはそうだった！　と二人で驚いた。

　そんな私たちを見てラファエルも『え、マリアさんはともかく、カタリナ様本人まで驚くの！』と驚いていたが、私たちの驚きはそれどころではない。

「そうでしたわ……カタリナ様は王子の婚約者。卒業してすぐ結婚されてお城に入られてしまったら忙しくて会えなくなってしまうかも……そんなの嫌だわ」

「そうだった、このままジオルドの婚約者でいるといずれ結婚、そして王族に……やばい。公爵令嬢すらギリギリなのに、王族とか無理……」

　動揺し、それぞれ別の絶望にくれる私たちを少し困ったように見つめていたラファエルがそれならと口を開く。

「カタリナ様も魔法省に入職しちゃいますか？」

「え、そんなことできるの？　っていうか、魔法省に入職したら結婚しなくていいの？」

　ものすごく、ぐわっと食いついた私に、やや引き気味になりつつラファエルが教えてくれる。

「基本的に魔法省でそれなりの地位についている人の推薦があれば入職は可能ですからね。まぁ、結婚がなしになることはないと思いますが、王に次ぐ権力を有する魔法省に入ったとなればすぐにお城にひっぱって行かれることもないかと思いますよ」

　そうか魔法省に入れば結婚は伸ばせるのか！　そうして婚約期間を延ばしていればジオルドがマリアや、他の素敵な令嬢に恋心を抱くかもしれない。

　そうなれば、私は晴れてお役御免になれる！　よし、目指せ魔法省の入職！

　……と思ったけど、私の魔力は低くて使える魔法といったら土ボコだけなんだけど……。

「あの、でもラファエル。私の魔力は皆ご存じのとおりかなり低いんだけど……」

「ああ、確かに魔法省は魔力の高い人が基本的に多いですけど、そうじゃない人もそれなりにいるんですよ。魔力や魔法に興味があれば入れなくはないですから」

「そうなの、やった！　じゃあ、頑張れば……あ、でもそこは魔法省のお偉いさんの推薦状がいるんだっけ？」

　正直、魔法省の知り合いといえばこのラファエルくらいしかいない。

　公爵である父に頼めば紹介してもらえるかもだけど……そもそも魔法省に入りたいと言って許してくれるだろうか？

「う～、それだとやっぱり厳しいわね……推薦状書いてくれそうな人がいないもの……」

　せっかく素晴らしい案だったのにと落ち込む私に、ラファエルが意味深に微笑んだ。

「そう落ち込むことないですよ。カタリナ様の推薦状なら書いてくれそうな人がいますから」

「……え！」

「僕の上司で、カタリナ様のことをかなり気に入っている人がいるんですよ。あの方ならきっと喜んで推薦状を書いてくれると思いますよ」

「ラファエルの上司？　私を知っているの？」

「はい。きっとそのうち挨拶にこられると思いますよ。カタリナ様と話したいとはしゃいでいましたから」

「え～と、どんな人？」

「なかなか個性の強い方ですが、僕はとてもよい方だと思いますよ」

「あ、あの！」

　私とラファエルの会話にやや強引にマリアが割り込んできた。

　普段はそんなことしない子なのでその様子はかなり必死だった。

「ど、どうしたのマリア？　そんな顔して」

「あ、あの。今までのお話をまとめますと、そのラファエル様の上司の方の推薦状をカタリナ様がもらえればカタリナ様は魔法省に入職できて……そうなれば、ずっと一緒にいられるということですよね！」

「そうだね」

　必死なマリアにラファエルがふんわりと優しく微笑むと、マリアはそれはそれは嬉しそうな笑顔を浮かべた。そして。

「カタリナ様、一緒に魔法省に入りましょう。私もできることはなんでも協力しますから！　ぜひぜひ」

　目をキラキラさせ私の手を掴んでそう言った。その横ではラファエルも『僕も協力するよ』と手を挙げる。

「え、あ、ありがとう！」

　そうして、一緒に行きましょう！　頑張りましょう！　と意気込むマリアの強い熱意にやや押され気味になりつつ、彼女たちの元を後にした。

　別行動していたクラスの友人の元へと向かっている時に、ラファエルの上司の人のことを聞きそびれたことを思い出した。まぁ、また今度会った時に聞けばいいか。

　そして友人たちと合流すると、彼女たちはこの作品の展示、販売スペースで色々なものを購入していた。

「私は刺繍の入ったハンカチを買いました」

「私はこのネックレスとイヤリングを」

「私はぬいぐるみを」

　それぞれ女の子らしい可愛らしいものを手に『学園祭の記念にしましょう』と楽しそうな友人たちを見て、私はふと自分の姿を顧みる。

　両手に下げた袋の中身は食べ物オンリー、食べてしまえばすべてなくなるので、記念にはできそうにない。

　これ、女子として何か違う気がする。

「……私も何か残るもの買おうかしら」

　そんな私の呟きを、聞きつけた友人たちは『まぁ、素敵ですわ』『そうしましょう』と笑顔で賛同してくれた。

　そしてさぁ、何か買おうと思ったのだが……いざ買おうとすると何を買っていいのかわからない。正直、刺繍にも装飾品にもぬいぐるみにもあまり関心がないのだ。

　ロマンス小説でも売っていればそく買いなんだけどな～。そんなことを思いながら見てまわっていると、友人の一人が『これなんかどうですか？』と商品の置かれたテーブルを指差した。

「ん、ブローチ？」

　それは青い石の埋め込まれたブローチだった。装飾はそんなに凝った感じではなかったが、埋め込まれた石がとても綺麗だった。手に取って見ると、色が変わった。

「わぁ、水色になった！」

　澄んだ水色に変化した石に驚いていると『光の当たり具合で色が変わるんですよ』と売っている人がそう教えてくれた。

「私もあんまり綺麗で手に取ったら色が変わって驚いたのですよ。それで変わったこの色がカタリナ様の瞳の色によく似ているなって思って」

　ブローチを勧めてくれた友人がなぜだか少し照れくさそうにそう言うと、他の友人たちも『本当だわ、カタリナ様の瞳と同じ色でとても素敵』『綺麗だわ。カタリナ様にきっと似合うわ』と褒め称えてくれた。

「そ、そうかな～」

　自分の瞳の色などそこまで意識して見たことがなかったが、こんなに綺麗だなんて言われるとなかなかにいい気分になった。

　結局、私は皆に勧められるままその青い石のブローチを購入した。

　小さな包みに入れられて渡されたブローチをポケットに入れて、私は次の場所へと移動する。







　次に向かったのは魔法の成果発表の場だ。

『風、火、水、土』それぞれの魔力保持者たちがその魔力を披露している場だ。

　この魔法の発表がこの学園祭の一番の目的である。

　そんな一番、重要な場である魔法発表には、生徒会長でありこの国の王子であるジオルド、そしてその双子の弟であるアランが待機しているはずだ。

　学園祭もだいぶ終盤に差し掛かってきていた。私たちは少し歩みを速めて目的の場所を目指した。

　そして、その場所が見えてくると『わ～、すごい』と思わず歓声を漏らした。

　中央の池からは噴水のように水が噴き出して虹にじを作っている。土で作られた彫刻は見るたびに形を変え、その周りには鮮やかな炎が舞っている。竜巻のような風が花びらを巻き上げ散らしている。

　それはまるでお伽とぎの国の中にいるような幻想的な光景だった。

　その光景に私は改めてここが魔法の国であることを思い出す。

　早くジオルドたちを見つけて差し入れを渡さないとと思っていたのに、あまりに幻想的で美しい光景を前にして私はすっかり魅了されてしまい。その場に立ち尽くして見み惚とれてしまっていた。

　なんて、綺麗なのかしら。

「カタリナ、やっときてくれたんですね」

　ボーっとしていたところに突然、横から声をかけられてそちらを見ると、そこには金髪碧眼の王子様、ジオルドがいつもの笑顔で立っていた。

「あ、ジオルド様。すみません、すっかりくるのが遅くなってしまって」

　色々なところに寄ってきたためすっかり遅くなってしまった。まぁ、一番の原因は最初に行った出店での買い食いだが……。

「まぁ、とりあえず終わる前にきてくれたから今回は許しますよ。カタリナのことだから、出店で興奮して時間が過ぎるのを忘れたりしたのでしょう」

「!?」

　なんということだ！　キースにもバレバレだったが、ジオルドもさすが九年近く一緒にいるだけのことはある、私の行動はすっかりお見通しのようだ。

「……すみません、つい食べ物に目がくらんで」

　とりあえずすべて見透かされているようなので再度、そう言って謝っておく。

　腹黒ドＳ王子は下手に怒らすと後が怖いので。

「まぁ、こうしてクラスの女の子とまわっていたのならいいですよ。……まぁ、もし他の男とまわっていたのなら許しませんけど」

　ん？　後ろの方が小声でうまく聞きとれなかったが……なんだか不穏な雰囲気を感じる。

　なんだか、少し背中がぞわりとする。

　しかも、一緒にいた友人たちも何か感じ取ったのか『お邪魔になるといけないので、私たちは少し別のところをまわって見てきます』と去っていってしまった。

　ちょっと、この微妙なオーラを出す腹黒王子様と二人にしないで～、友よ、戻ってきてくれ～。

　なんとも絶望的な気持ちになりつつ友の背を見つめていると、別の方向からこの微妙な空気を打破するある意味救世主が現れた。

「ああ、お前。ようやくきたのか。朝に『差し入れに行きます』とか言っていたわりに全然こないから、もうこないのかと思ったぞ」

　銀髪に碧眼のワイルド風王子、アランの登場である。

「すみません。色々ありまして」

　ジオルドには買い食いばかりしていたと見透かされていたが。鈍いアランにはそこまでばれまいと適当にそう言うと、

「そうか、俺はてっきり、出店で買い食いばっかりして時間を忘れているのかと思ったぞ」

「……」

　鈍感王子のアランにまで見透かされている私って……。

　なんとなく切ない気持ちになりながらも、この話をさっさっと打ち切るべく持ってきた差し入れを差し出した。

「これ、差し入れです。どうぞ召し上がってください」

　そう言って差し出したのは出店で買ったパンに、マリアのお手製お菓子だ。

　先ほど、マリアに頂いたのを、くるのが遅くなったお詫わびに少しだけ分けて差し上げる。

「あぁ、これはマリアの作ったお菓子ですね。どうですか売れていましたか？」

　差し入れの包みで気が付いたらしいジオルドにそう問われたので。

「はい。大盛況でもうほとんど売り切れていましたよ」

　と教えると、彼は『本当ですか、それはよかったですね』と微笑んだ。

　その微笑みと言葉を聞いて私の女の勘が再び冴えわたった。

　気が付くといつの間にかマリアのことも呼び捨てにしていたジオルド。そしてマリアのお菓子販売を心配し、売れて安心しているこの様子は……これはきっと……。

　ジオルドはマリアに惹ひかれてきているんだわ！　ゲームのストーリー自体は終わってしまったけど、元々マリアに恋をする予定だったのだから、それも当たり前のことね！

　なにせマリアは、女である私すらときめかせてしまうほどの魅力溢れる女の子だ。

「マリアのお菓子の販売。カタリナはすごく応援していましたものね……って聞いてますかカタリナ」

　よし、そうとわかれば、なおさら魔法省に入って結婚を遅らせねば、それにジオルドとマリアが早くくっつくように応援した方がいいわね。

「……カタリナ、またですか……」

「おい、カタリナ・クラエス！　アホ令嬢！　駄目だな全然聞こえてないな」

　あっ、でも、マリアはどうなんだろう。卒業式以来、そういう色恋沙ざ汰たの話はしてないから好きな人がいるかどうかとかわかんないや。

　もしかしたらジオルドでない攻略対象を好きになっている可能性も……う～ん、今度探りをいれてみ……痛ったい。

「な、なにするんですか！」

　突然に頭をポコンと叩かれ、犯人と思われる人物を睨みつける。

　そんなに力は入れてなかったようで、それほど痛くはなかったがかなり驚いた。

　しかし、犯人であるはずのアランはしれっとした顔で『人の話をまったく聞かない奴やつが悪い』と言い切った。

　うっ、確かにマリアとジオルドの今後に思いを馳せていてすっかり自分の世界に沈んでしまっていたが……。

「じゃあ、普通に声をかけてくれればいいじゃないですか！　何も頭を叩くことはないじゃないですか」

「何言ってるんだ。声ならさんざんかけたぞ！　それなのにぜんぜん反応しなかったお前が悪い」

　そう言ってアランはまた私の頭に手を置き、今度は頭をぐしゃぐしゃとかきまわした。

　う～、このがさつ男め、せっかくアンが綺麗にとかしてくれた髪がぐちゃぐちゃになってしまうではないか！

　そう思いアランへ反撃に出ようとしたのだが……。

「アラン、そこまでですよ。あまり気軽に触らないでもらえますかね」

　私が手を挙げる前にジオルドがアランの手をがっしりと掴んで間に入ってきた。

　どうやら、私とアランの喧けん嘩かの仲裁をしてくれるみたいだが……なんだかまた不穏な雰囲気を醸し出している気がするのだが……気のせい？

「……ジオルド、お前な～」

　手を掴まれたアランがため息をつく。

「少し心が狭すぎないか……そんなんじゃ愛想を尽かされるとメアリも言っていたぞ」

「余計なお世話ですよと、メアリにお伝えください」

　向かい合う双子の王子様、なんだかさっきより雰囲気が悪くなっている気がする。

　あれ？　私とアランの喧嘩からまさかのジオルドとアランの喧嘩に発展？　どうしよう？

　そうして私が困り果てていると、

「ジオルド、アラン」

　誰かが目の前の双子の王子の名前を呼んだ。

　声の方を見ると、二組の男女がこちらに向かって歩いてきていた。そしてその先頭にいる青年が笑顔で手を振った。

　どうやら先ほど二人の名を呼んだのはこの青年であるようだった。

　それにしてもジオルドとアランを呼び捨てで呼べるなんてこの青年は一体何者だろう。

　なんか誰かに似ている気もするが……。

　しかし、その疑問は、ジオルドの発した言葉で明らかになって。

「ジェフリー兄さん、こられていたんですね」

　そうか、ジオルドたちのお兄さんだったのか！　そう言われてみれば声をかけてきた青年は銀髪碧眼でどことなくアランに似ている。

　そして、その青年の少し後ろからやってきたもう一人の青年にもジオルドが声をかける。

「イアン兄さんもこられていたんですね」

　ええ！　後ろの人もお兄さんだったの！　でもそう言われればこちらは金髪碧眼でどことなくジオルドに似ている。そうか、この国の王子は四人兄弟だった。

　最初に声をかけてきたアランに似てるジェフリーが第一王子で、その後ろのジオルドに似てるイアンが第二王子だと……確か誰かに教えてもらった気が……。

「おお、これはカタリナ・クラエス嬢。久しぶりだね」

　ジェフリー王子にそう声をかけられ私は思わず、固まった。

　え！　お久しぶり？　あれ、私この王子様に会ったことあったっけ？

　固まってしまった私の内心に気が付いたのかジオルドが小声で『僕らの誕生日パーティーで一度、会っている』と教えてくれた。

　ああ、そうだった！　そういえばその時にジオルドに教えてもらったんだ。顔も見たはずなのにすっかり忘れてしまっていた。

「あ、はい。お久しぶりですジェフリー様、イアン様……」

　そして私は二人の王子に寄り添う二人の女性に目を向けた。

　一人は長い黒髪に青い瞳の女性。出るとこが出て締まるとこは締まっているといった感じのとにかく色気の溢れる女性。その身体からだつきに相応しく顔立ちもかなり派手な美女だ。

　もう一人は黒髪の美女とは正反対に清せい楚そな雰囲気の女性。茶色の髪に瞳で特にあでやかな感じはないが、小さめの身長に大きな目は、まるで小動物のようで思わず守ってあげたくなる感じだ。

　二人ともそれぞれ王子にエスコートされているのでおそらく婚約者の方なのだろうが……名前がわからない。

　ジオルドは先ほどパーティーで会ったことがあると言っていたので、一度は顔も見て名前も聞いたはずなのだが……二年近く前の記憶を必死に呼び起こしたが……もはや記憶は遠くて旅に出てしまっていた……。どうしよう……。

　困り果てた私に、再びジオルドが小声で教えてくれた。

「ジェフリー兄さんにエスコートされている黒髪の女性がスザンナ・ランドール様、イアン兄さんにエスコートされている茶色い髪の女性がセリーナ・バーグ様です。それぞれの兄さんの婚約者です」

　ジオルド様ありがとう！　なんて頼りになるんだろう。

「お久しぶりです。ランドール様、バーグ様」

　私は精一杯、淑女ぶって挨拶した。

「お久しぶりです。カタリナ様、どうぞ私のことはスザンナと呼んでください」

「お久しぶりです。私のこともどうぞセリーナと呼んでください」

　妖よう艶えんな美女はその赤い唇をにっこりとほころばせ、清楚な小動物系少女はぺこりと頭を下げてそう言った。どちらも王子の婚約者だということだが、とても対照的な二人だった。
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「兄さんたちはどうしてこちらに？」

　ジオルドの問いにジェフリーがにこやかに答える。

「それはもちろん、愛する弟たちの晴れ舞台を見にきたのさ」

　芝居がかった台詞でそう言ったジェフリーをジオルドはどこか冷めた目で見つめ、もう一人の兄に声をかけた。

「それで、本当のところはどうなんですか、イアン兄さん」

「ああ、王族の公務で魔法学園の視察にきた。ジェフリーもおそらくそうだろう」

「おそらく？　ああ、一緒にきた訳ではないのですね」

「当たり前だろう。先ほど偶然一緒になっただけだ」

　長男とはあまりにも対照的に落ち着いた様子でイアンがそう答えた。

　婚約者もとても対照的だと思ったが、どうやら王子たち自身もかなり対照的なようだ。

　容姿はアラン寄りなジェフリーは常にふゃふにゃした笑みを浮かべどこか軟派な感じで、容姿がジオルド寄りなイアンは常に硬い表情でいかにも真ま面じ目めそうな感じだ。

　軟派と真面目と腹黒と鈍感お子様か……なんてバラエティに富んだ四兄弟きょうだいだろう。

　それに同じ王子なのに、一緒にこないのが当たり前とは？　二人は仲が悪いのだろうか？

　あとでジオルドに聞いてみようかしら。

　そうしてジオルドに淡々と業務の説明をはじめたイアンとは対照的に、ジェフリーは今度は末っ子に絡み出した。

「なんだよ、ジオルドもイアンもつれないな。ほら、アランお兄ちゃんが会いにきたよ～」

「わぁ、やめろ抱きつくな」

　そう言ってアランに抱きついたジェフリーは心底嫌そうな顔で引きはがされた。

　兄弟たちにそっけなくされるジェフリーがなんかほんのりと憐あわれに見えてきた私とは対照的に当のジェフリーの婚約者スザンナはふふふと笑いながら。

「まぁ、ジェフリー様ったら楽しそう。ねぇ、カタリナ様、私もカタリナ様に抱きつかせてもらってもいいかしら？」

　なんていうことを言い出した。

「ええ！」

　突然、なんていうことを言い出すんだこのグラマラスな美女は！

　しかもすでにじわじわとこちらに寄ってきているではないか……ちょっと本気なのか！

「あの、えっとその」

　動揺してアワアワする私にスザンナはその目を猫のように細めてクスクス笑った。

「ふふ。冗談ですわよ。そんな急に抱きしめたりしませんわよ」

「あっ、そうですよね」

　びっくりした。本気にしちゃったよ。美女の冗談はよくわからない。

　ほっと息を吐いた私に、

「今回はまだ」

　と美女がにっこりと言い、私は再びアワアワした。あれ？　また冗談だよね？

　そうこうするうちに『カーンカーン』と鐘が鳴った。学園祭の時間も残りわずかとなった合図だ。

　もう少しすると学園祭は終了となり、その後は学園祭夜の部ともいえる舞踏会に移行となる。

「ああ、そろそろ。演劇の舞台の方へ行かなくてはいけませんね」

　鐘の音を聞いてジオルドが言う。

　生徒会メンバーによる演劇は学園祭のとりを飾る出し物とされていた。よって、これからジオルドたち生徒会メンバーは舞台に移動し、演劇を披露することになる。

「へぇ～、ジオルドたち演劇をするの？　俺も見にいきたい」

「ジェフリー、馬ば鹿か言ってないで、さっさっと帰るぞ」

「え～、イアンのケチ……っていうかイアン、俺と一緒に帰ってくれるの？」

「それこそ馬鹿を言うな、できる訳ないだろう」

　ジェフリーがイアンにたしなめられる。もうどっちが兄かわからないなこの二人。

　そして、こうしてしゃべっていると仲はよさそうなのに、一緒には帰れない？

　やっぱり仲が悪い？　よくわからない。

「では、カタリナ様。また」

　妖艶な美女はそう言って微笑み、清楚な小動物少女は『では』とぺこりと頭を下げた。

「じゃあね～」

「では、失礼する」

　両極端な王子たちもそう言って去って行った。

　ちなみに兄王子たちは差し入れを置いていってくれた、なんだか色々言っていたが、やはりジオルドたちに会いにきたというのは本当のようだった。

　兄王子たちの仲について、ジオルドに聞いてみたいと思ったが、結局もう劇までの時間がなく私たちは急いで演劇の舞台へと移動した。







　舞台につくともうジオルドとアラン以外の生徒会メンバーは集まっていた。

　女性はもう衣装に着替えている者もいた。

　よ～し！　私も裏方用に準備していた身軽な服に着替えてお手伝いするぞ！

　そうして、私が服を持って着替えに行こうとしたまさにその時だった。

「大変です！　役者の一人が体調を崩くずしてしまいました！」

　裏方の手伝いの子の一人がそう言って駆け込んできた。

　なんでも、劇で役者をやるはずだった生徒会の一年生の子が、急に体調を崩して医務室に運ばれたらしい。

　幸い診断に問題はなく、少し休めば回復すると言われたらしいが、さすがにこれから始まる劇に参加することはできないということだった。

「仕方ない。代役を立てるしかないですね」

　ジオルドはそう言って演劇の裏方を手伝っている皆に目を向ける。

　すると、皆、あわてて目をそらした。それもそうだ。

　生徒会のメンバーはいわばこの学園の花形である。しかも全員もれなく美形でファンも多い。

　そんなメンバー全員が出る劇に一般人がひょこっと出るなんて……とてもじゃないができない。

　例にもれず私も思い切り目をそらしたが……。

「それなら、カタリナ様がよいのではないでしょうか」

　と一緒に裏方をやる予定だった令嬢がぽそりとそう呟いた。

　それはそんなに大きな声ではなかったが、静まりかえっていた場にしっかりと響いてしまった。すると。

「私もカタリナ様がよいと思います」

「私も生徒会の皆様と一緒に出るのならカタリナ様しかいないと思います」

「ええ、カタリナ様なら他の生徒も納得すると思います」

　同じ裏方の仲間たちから次々とそんな声があがっていく。

　いや、無理だから！　私、木と岩しかできないから、人間とかできないから！

　そもそも、学園の人気者の美形たちに紛れてこんな悪役顔が出てっても誰も納得なんてしないよ！

「む、無理です……」

　私は一応、そう反論してみたが周りの『カタリナ様がいいと思います』という勢力に押されてしまう。

　うっうっ、誰か一緒に、無理だと訴えてくれ。

　そうだジオルドなら『カタリナには無理です』と言ってくれるかもと期待を込めて彼に目を向けてみるとにっこりと微笑まれた。そして。

「じゃあ、カタリナ。お願いしますね」

　ポンと肩に手を置かれ最終通告を出された。

　こうして私はまさかの生徒会の演劇の舞台に出演することとなってしまった。




　無理だ～、絶対できないよとぐずぐずしている間にも、周りではさっさっと準備が進んでしまい。気が付けば衣装を着せられ、台本を渡されていた。

　ちなみに、幸運というか不運にも出られなくなった子の体型は私とほとんど一緒だったらしく衣装までぴったりだった。もう完全に逃げられなくなった。

　演劇の練習は何度か見ていたが、それで台詞を覚えているなんて能力は私にはないので、受け取った台本を必死に読む。

『そんなに台詞もないから大丈夫ですよ』などとジオルドは軽く言ってくれたが、なんでもできるハイスペックな自分と一緒にしないでほしい。

　そもそも何とか台詞を覚えたとしても、いざ舞台に立ってお客さんの視線を浴びたら緊張して台詞を忘れてしまうかもしれない。

　ああ、こうなったらこっそりカンペを持っていこう！　そうしよう！　私は小さな紙に必死に台詞を移し始める。

　そうして私がなんとかカンニングの準備を整え終えると、舞台の幕があけた。

「カタリナ様と一緒に舞台に立てることになるなんて嬉しいです」

　主役であるマリアが笑顔でそう言って舞台へと出ていくのを見送りながら、私は手に人という字を何度も書いて飲み込む。

　前世のシンデレラとほぼ同様の童話をモチーフにした劇は、学園祭には学生の弟てい妹まいなども多くやってくるので『子供にもわかる簡単なものを』と選ばれた。

　なので、難しい物語に疎い私でも知っている話だ。

　物語は、本当にシンデレラとほぼ一緒だ。

　継母と義姉にいじめられ、使用人のように扱われている貴族の女の子。それでも明るく優しい彼女は家の使用人たちや町の人々と仲良く暮らしていた。

　ある日、開かれることになったお城での舞踏会。継母や義姉は豪華に着飾る準備をしている。

　そんな二人をとても羨うらやましそうに見つめる女の子を憐れに思った使用人や町の人々は、継母や義姉に気づかれないようにこっそり女の子のためにドレスを準備する。

　そして舞踏会当日、継母や義姉が出かけると女の子も皆の用意してくれたドレスを着てこっそりと舞踏会に参加する。

　そうして参加した舞踏会で女の子は一人の青年に声をかけられダンスを踊る。

　優しく美しい青年に女の子はすっかり心奪われるが、踊りが終盤に差し掛かる頃、継母と義姉に見つかりそうになってしまい慌てて舞踏会の会場を後にするのだが、慌てていたため靴を片方落としてしまう。

　女の子と踊った青年である国の王子様も女の子に心奪われてしまっていた。彼は彼女の落とした靴を拾いそれで女の子を捜し始める。

　国中に『この靴をはけた者が王子の花嫁である』とお触れが出され、それを女の子だけがはけてめでたく王子様と結婚するというお話だ。

　まぁ、魔法使いが出てこないのと靴がガラスじゃないの以外はシンデレラと同じである。

　ちなみに王子様は現役王子のジオルドで、主人公の女の子はマリアだ。なぜかメアリは継母。

　そして私が代役を務めることとなった役はマリアをいじめる意地悪な義姉である。悪役令嬢であるカタリナにはまさにはまり役である。

　まさか、ゲームも無事に終わって、ここにきてマリアをいじめる役がくるとは……なにやら不思議な心境である。

　そんな意地悪な義姉の出番は前半にマリアをいじめるところが終われば、あとは舞踏会に少しと最後に主人公が靴をはく時に少しだ。前半さえ乗り切ればなんとかなる。

　マリアが舞台に立ちしばらくすると私の出番がやってきた。継母役であるメアリに呼ばれ、最後にもう一度、人という字を飲み込み舞台へと出る。

　そして、スポットライトのあたる舞台に立つと……一気に開けた視界に、たくさんのお客さんの目がこちらを向いているのが見えた。

　その途端、うすうす予測していた最悪の事態が起こる……必死に覚えた台詞がすべて頭から吹っ飛んだのだ。そもそも覚えも曖あい昧まいだったのだから仕方がない。

　しかし、こういう事態を予測して私はちゃんとカンペを持ってきている。

　カンペ用意してきてよかった～。私はそっとドレスの隙すき間まからカンペを出そうと試みたが……。あれ？　見つからない……。

　カンペを取り出そうと入れたはずのドレスの隙間を必死に探るが……一向に見つからない。

　ど、どうして……。絶望的な気持ちになりながら、足元にも視線をやるが見当たらず、少しだけ振り返ると、さっきまでいた舞台袖の床に一枚の紙が落ちていた。

　あ、あれは私のカンペ！　まさか舞台袖そでに落としてきてしまうなんて、なんて失態！

　舞台に出てしまった今、まさかもう一度引き返すこともできない。絶体絶命のピンチである。

　しかも、こうして私がまごまごしている間に微妙な間ができてしまっている。

　これはもう、やるしかない。しかし、台詞は覚えていない。

　でも、ようするに、ここはとにかく主人公マリアをいじめればいい場面よね。

　なら、ここは悪役令嬢カタリナ・クラエスでやるしかないわ。

　昨年まで、ゲームの記憶ばかり必死に思い出して書き留めていたのだ。カタリナがどんな風に主人公をいじめたかよく覚えている。

　よし！　やってやるわ。悪役令嬢カタリナ・クラエスの晴れ舞台よ。

　そうして、私はおよそゲームでカタリナがマリアをいじめていた台詞を駆使し、主人公いじめに徹した。

『本当に身の程知らずですこと』『あなたなんて床に這はいつくばっているのがお似合いよ』

　私の台本とは違う台詞に少し驚いた様子を見せた共演者のマリア、メアリだったが、そこはハイスペックな二人、なんとなく事情を察してくれたのかとても上手に私に合わせて演技してくれた。

　そして、その後のシーンではしっかりカンペを手に書いて舞台にあがり、無事に私の人生初の人間役の晴れ舞台は幕を閉じたのだが……。

「カタリナ様、あの主人公をいじめる演技素晴らしかったです」

「本当に、鬼気迫るものがありました」

「まさか、カタリナ様にあのようにまるで別人のような演技ができるなんて思いませんでしたわ」

「カタリナ様には演技の才能もありますのね。本当に素晴らしいわ」

　なぜかだかよくわからないが、クラスメイトや友人に大絶賛された。ちょっとした顔見知りの人にまでお褒めの言葉を頂いた。

　どうやら、最初の主人公いじめをアドリブというか、ゲームのカタリナの台詞を使いゲームの中の彼女になりきってやったのが好評だったようだ。

　一緒に舞台に上がってアドリブで迷惑をかけたであろうマリアやメアリまで、絶賛してくれたのだからそうとうだ。

　最初は『本当にゲームのカタリナの真似まねをしてみただけなんだよね』と謙けん遜そんする心が残っていたが……こんなに皆に褒められて、もともと、調子に乗りやすい私が調子に乗らないはずもなく……すっかり有頂天になった。

　将来は魔法省でなくて女優を目指すのもありかもしれないと、控室に戻ると義姉の衣装のまま鏡の前でポーズなど取り始めてみた。

　そうして、浮かれて決めポーズを決めたり、ジオルドたちの兄王子にもらった差し入れのお菓子をつまんだりしていると、劇の裏方をしていた子の一人が『カタリナ様、そろそろ舞踏会の方に行かないとです。他の生徒会の皆様も呼ばれてもう向かわれましたよ』と声をかけてきた。

　おお、少しポージングしてお菓子つまんでいただけで、たいした時間ではないと思っていたけど実はだいぶ時間がたっていたのか。

　学園祭のしめの行事でもある夜の舞踏会、ジオルドにエスコートしてもらい、義弟や友人たちとも踊る約束をしているのだ。遅れたらまた怒られてしまう。

　だいぶ、暗くなってきた学園内、声をかけてくれた子が『私が会場までご案内しますわ』と親切に言ってくれ、明かりを持って先導してくれる。

　普段ならもう寮に戻っている時間なので、なんだかこんなに暗い学園は見慣れない。

　それにしても、学園祭のしめが舞踏会とかさすが貴族ばかりの学校こじゃれている。

　これが、前世の学校だったならキャンプファイヤー囲んでフォークダンスとかだろうな。

　ああ、そういえば結局、焼きそばやお好み焼きは食べられなかった。まぁ、その分、たくさん美味しいものは食べられたけど……一度、食べられると思ったらやっぱり諦あきらめきれないのよね～、今度、クラエス家の料理人に頼んでみようかな～。

　そんなことをつらつらと考えていると、前を先導してくれていた子の足が突然ぴたりと止まった。

　あれ？　ここが舞踏会の会場？　明かり一つついてないし、しかもここよく見ると学園のはずれな気がする。

　いくらなんでもこんなところで舞踏会はしないだろう。暗くて道を間違ったのかしら？

「あ、あの……」

　止まってしまったその子に声をかけようと思ったその時だった。

　突然、誰かに腕を掴まれたかと思うと口に何か布のようなものを当てられた。

　そしてその布からはなんだか甘い香りがしていて、その匂においを嗅かいだ直後、なんだかひどい眠気に襲われ、私は意識を失った。

　失われる意識の端っこでキースが『だから気をつけろっていっただろ』という小言を言っている気がした。







第二章　それぞれの学園祭







　魔法学園の学園祭、生徒会メンバーである僕、キース・クラエスは国の歴史や魔法の研究などがまとめられ展示される場の担当となった。

　途切れることなくやってくる生徒や保護者などの来客に愛想笑いを振りまきながら僕は、すぐにくると言いながらなかなかやってこない義姉あねを待っていた。

『出店を見たら差し入れを買って戻ってくるね』と言って行ったきり、もうかなりの時間がたっている。

　一緒にこの場所を担当している僕と同じ生徒会メンバーで友人のメアリ・ハントもだいぶ義姉を心配しているようで浮かない顔になってきていた。

　まぁ、僕の読みでは義姉カタリナはおそらく出店の食べ物にすっかり夢中になって時間を忘れているだけな気がするが……。

　そうして結局、昼もだいぶ過ぎた頃ころにようやく待ち人は現れた。

　こちらの姿を見つけると笑顔になり、駆け寄ってきたカタリナの両手にはたくさんの袋が提がっていた。

　結果的に、やはりカタリナは僕の予想どおりに出店で買い食いをしていて遅くなったらしい。

「……ごめんなさい」

　シュンとなって謝るカタリナに、メアリは『気にしないでください。何もなくて何よりですわ』などと言っているが……ここで甘やかしてしまうとまたすぐに同じことを繰り返してしまうのが、僕の義姉なのである。

「本当だよ。義姉ねえさん、特に今日は浮かれすぎだよ。たださえ、トラブルに巻き込まれやすいんだから少しは自覚して気をつけてよね」

　少し可か哀わい相そうかなと思いつつも僕は厳しい顔でそう告げる。

　幼い頃から、そうとうな人タラシでトラブルに巻き込まれることが多いカタリナ。

　昨年、巻き込まれた事件では命の危険すらあった。それなのにこの能天気で楽天的な義姉はもうそんなことすっかり忘れたとばかりに、最近は特に浮かれ気味なのだ。

　カタリナを自分のモノにしようと日々、狙ねらうジオルドにいくら気をつけるように言っても、右から左に流してしまい、平気で一人で彼の部屋に行こうとする。

　カタリナには自分がもう大人おとなの女性であり、欲望の対象に見られる存在なのだという自覚が完全に欠如しているように思う。

　だからこそ、僕がこうやって日々、注意を促して、そしてしっかり目を光らせていなければならないのだ。彼女を守るためにも。




　散々、さっきまで出店で食べてきただろうに、カタリナはさらに僕らともお茶をすることになった。さすがに食べすぎではと思わず口に出たが、それでも一緒にテーブルにつけること事態はとても嬉うれしい。

　本当ならこの学園祭だって一緒にまわりたかったのだが、生徒会の仕事でこうして拘束されてしまった。今日きょうばかりは自分はなぜ生徒会メンバーなどになってしまったのかとひどく後悔した。

「わー、美味おいしそう」

　テーブルに広げられたサンドイッチを見てカタリナは嬉しそうにそう言った。

　目をキラキラさせたその表情はとても愛らしい。

　メアリもそんなカタリナに『そうですわね。とても美味しそうですわね。ありがとうございますカタリナ様』と楽しそうに笑っている。

　だが、だからと言って言わないわけにもいかない。

「義姉さん、さっきまでも色々食べていたんだから、少しにしなよ。食べすぎてまたお腹なか壊すよ」

「はい……」

　僕の言葉にカタリナはまたシュンとなる。可哀相だが、ちゃんと言っておかないとすぐ食べすぎてしまうのだから……すべては彼女のためだ。

　しばらくそれは美味しそうにサンドイッチを噛かみしめていた彼女だが、そのうち目をきょろきょろさせ何かを考え始めた。

　ああ、これはきっと……そう思った時、案の定。

「ねぇ、キース。はんぶんこにして食べない？」

　カタリナから僕が思っていたとおりの言葉が出てきた。

「……うん。言うと思った。いいよ」

「やった～」

　カタリナは食べることが大好きだ。特に珍しいものや興味を持ったものは食べてみないと気が済まないらしい。

　そして、彼女には手を付けた料理は必ず食べきらないといけないという信念があるらしい。

　他ほかの貴族たちは料理に少し手を付けて残すなんてことは日常的にしているのに、つくづくカタリナは変わっていると思う。

　しかし、僕もクラエス家に引き取られるまでは最低限の食料しか与えてもらえず、食べ物は大切なものという考えで育ったので、カタリナのこの姿勢にはとても好感を持っていた。

　だから手を付けたものを必死に全部食べようとして、そのたびにお腹を壊すカタリナがあんまりに可哀相になって『そんなに色々と食べたいならはんぶんにしなよ。残りは僕が食べてあげるから』と言ったのは何年か前のことだ。

　この僕の提案にカタリナは想像以上に喜び、その後は公の場でなければ色々な食べ物をはんぶんこにしてきた。

　このはんぶんこは家族の特権的なもので、カタリナがはんぶんこをするのは僕だけで、それがとても嬉しかった。

「はい。キース。どうぞ」

　僕の了承を得てカタリナがポテトサラダ入りのサンドイッチをはんぶんにして、僕の口元に差し出した。

　その何気ないしぐさに僕は思わず固まってしまった。

「どうしたの？　キース」

　きょとんとした顔で僕をみるカタリナ。彼女はまるで何もわかっていないのだろう。

　どうしたのじゃないよ、気づいてくれ。

「あ、あのね義姉さん。人前でこれはちょっとやめない？」

　やんわりと言ってみるが……。

「人前？　でも、公の場でなければはんぶんこしてもいいって？　さっきもいいって言わなかった？」

「いや、あのはんぶんこのことじゃなくて……その」

　まったく通じない……メアリの視線が突き刺さる。

「あら？　人前でなければいつもこのようなことをされているのですかお二人は？」

　敵意に溢あふれた視線を僕に送りつつ、口元だけは笑顔でメアリが言う。

「ああ、うん。私が食べたいけど食べきれない時にこうやってはんぶんこにして食べてもらってるの」

　そうだね。そこまではいいから、それ以上はしゃべるのをやめようか義姉さん。

「そうなんですか。そうしてはんぶんにしたものをカタリナ様、自らの手でキース様のお口へ運んで差し上げているの？」

　聞かないでほしいことをずばりと尋ねるメアリ、僕は何とかカタリナに黙っていてくれと視線を送るが……もちろん、そんな視線の意味に気づけるような彼女ではない。

「うん。前はそうじゃなかったんだけど、少し前からはんぶんこにする時はこうして食べさせてほしいってキースが」

　思いっきり暴露してくれました。メアリの視線の険しさが一気に増した。

　そうなのだ。元々は二人だけのはんぶんこで満足していたのだが……近年のジオルドのカタリナへの激しい接触に僕にも欲が出てしまったのだ。

　そもそも、僕はカタリナと同じ家で暮らし、誰よりも彼女と一緒にいる。正直、何かしようと思えば簡単にできる。……できるが、残念ながら僕にはそんな度胸はない。

　そもそも最近ではより女性らしくなったカタリナに昔ほど気軽に触れられなくなった。

　香るよい匂においに、柔らかい身体からだ、近くにいるだけで心臓の鼓動が激しくなり身体が熱くなり、思わず彼女を避けてしまう。

　ここ数年、僕は自分自身を持て余している。

　そんな中、ジオルドは涼しい顔をしてカタリナに触れる。

　僕だって、触れたいのに！　そう思うのに、結局ジオルドのように触れることもできない僕は……それなら、カタリナから手を伸ばしてもらえばと、このはんぶんこからの食べさせてもらう作戦を思いついた。

　自分からいけないから相手からとか我ながら情けないとは思うが、それでもあっさり了承し、僕の口へと伸ばされたカタリナの手に、とても幸せを感じた。

　それは鈍くて、何年経っても僕の気持ちに気づかないカタリナは、この行為の意味もまったく理解してはいないようだったが、それでもこうしてカタリナから食べさせてもらえるのは僕だけだとこっそり優越感に浸っていた。

　それが、まさかここにきてこんな風に暴露されてしまうなんて。

「キース様、そういう家族であることを利用した抜け駆けはしないでくださいと言ってありましたよね」

　メアリが目を吊つり上げてそう言ってきた。

　確かに、メアリとは目下の敵をジオルドとし、一時的に協定を結んではいるが。

　正直、ジオルドに比べればこのくらいのこと許してくれてもいいはずだ。

　しかし、そんな僕の言い訳に。

「ジオルド様を引き合いに出さないでください、あの方は異常です！　……奥手すぎて自分から手も握れないと思っていたのに誤算でしたわ」

　それは冷たい視線と、きつい声が返ってきた。

　メアリ・ハント侯爵令嬢、九年前に出会った頃は自分に自信のない大人しい少女だったのに……なぜこんなに強気な女性へと変わってしまったのか……まぁ、誰だれかさんの影響を受けたのが要因の一つではあるのだろうが……。

「いや、後半小声で言ってるけど聞こえてるから、失礼極まりないから。だいたいメアリだって同性だというのを利用して抱きついたり、触ったり色々してるじゃないか」

　カタリナのことが大好きなメアリは、それこそジオルド以上にカタリナに触れる。

　その大義名分は同性だからというものだが、それにしても触りすぎなのではと日頃から思っていた。

「まぁ、利用してなんてキース様こそ失礼ですわ。同性であるのだから抱きついたり、触ったりするのはまったく普通のことですわ。そしてゆくゆくは一緒に入浴を……」

「いや、そのメアリの発言はどう聞いても普通じゃないから」

「まぁ、それは受け取る側であるキース様の問題では」

　一応、協定を結んでいるとはいえ同じ人物を好きで互いに取り合っている同士（まぁ、メアリのカタリナへの思いが僕と同じなのか、それとも友愛なのかはいまいちわからないが……）一度、お互いへの不満を爆発させれば罵ののしり合いは止まらなくなった。

　それに、朝から生徒会の仕事でこんな場所に拘束されて、カタリナと学園祭をまわることができなかったという不満が互いに溜たまっていたこともあり、さらに僕とメアリの罵り合いはひどくなった。しかし。

「キース、メアリ。いざという時は私が二人の味方になるから大丈夫よ！　間違ってもロミオたちのように悲恋にはさせないから！」

　という突然のカタリナの発言をもってそれも終わった。

　一体、何を考えているのか、いやなんとなく考えていることはわかる気がするが、そう考えるに至った経緯がまったくわからない。

　熱い視線をこちらに向けるカタリナに僕は静かな口調で告げる。

「義姉さん。何を考えているのか、わかりたくもないですが……確実にその考えは違いますから」

「私も同じく。否定させていただきます」

　続いてメアリもはっきりと告げる。

「……え～と。キースとメアリは恋仲では……」

「「違います」」

　僕とメアリの声が見事にハモった。

　やっぱり僕が考えたとおりのまったく意味不明の勘違いをしていた。

　この義姉はどうしてこんな突拍子もないことばかり考えつくのだろう。肝心なこちらの気持ちにはまったく気が付かないというのに……一度、彼女の頭の中を見てみたいものだ。

　しかし、とりあえず、目下の疑問は、

「義姉さん、ロミオって誰ですか？」

　カタリナの口から出る知らない男の名前は見過ごせない。また無自覚にタラしてこられると困る。

　これ以上、ライバルを増やされるのは勘弁してもらいたいので。
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　本日、俺おれ、ニコル・アスカルトは魔法学園の学園祭を訪れていた。

　表向きは妹のソフィアに会いにきたということになっているが、本当は妹以上に会いたい人がいる。

　カタリナ・クラエス公爵令嬢、幼馴染であるジオルドの婚約者である彼女に、俺は密ひそかに思いを寄せていた。

　ジオルドから奪って自分のモノにしてしまいたいなどと思えない。

　しかし、こうして学園を卒業し会う機会が極端に減ってしまった今、少しの時間でもいいから彼女に会いたくて、あの笑顔が見たくて仕方がなかった。

　演奏や演劇などをしている舞台にいるという妹を訪ねたら、なぜか出入り口に立たされ、やたらと視線を受けてうんざりしていたら今度は舞台の裏に引っ込んでいろと言われた。

　正直、ほっとして舞台裏へ引っ込んだ。

　幼い頃から、自分がやたらと人の視線を集めてしまう自覚はあった。それでも最近はそれがさらにひどくなっている気がする。

　なんだか粘ついたような視線を向けられて、そちらに目をやればパッとそらされる。正直、あまり気分のいいものではない。

　それに比べてカタリナから向けられるあの真まっ直すぐな目のなんと心地よいことか、あの水色の瞳ひとみに自分が映っているとそれは幸福な気分になる。

　早く彼女に会いたい。そんな俺の気持ちが届いたのか、薄暗い舞台裏に光が入るような明るい笑顔でカタリナがやってきた。

「ああ、カタリナ様。きてくださったのですね」

　ソフィアがそれは嬉しそうにそう言ってカタリナを迎え入れる。

　妹もそれはそれはカタリナのことが大好きだ。そもそもこうして妹が笑顔で外に出られるようになったのはカタリナに出会えたからだ。

「カタリナ、久しぶりだね」

　その姿を目にしただけで、自然と口元がほころんでいくのがわかる。久しぶりに会えたので、とても嬉しい。

「……ええ、お久しぶりです。ニコル様」

　出会った頃から変わらない真っ直ぐな瞳でそう返され、胸が熱くなる。

「ソフィアたちは何でこんなステージ裏にいるの？　ソフィアたちなら表に出ているだけで人が集まるんじゃない？」

　カタリナの疑問にソフィアがここに至るまでの経緯を説明し始めた。

　そして説明が終わり、浮かない顔になったソフィアにカタリナが手に提げていた袋の一つを差し入れだと差し出した。

　それを受け取ったソフィアの顔はまた笑顔に戻っていて安心した。

　なにせ、ソフィアに浮かない顔をさせてしまった原因は俺にあったので……妹を再び笑顔に戻してくれたカタリナに俺は感謝した。

「そういえば、カタリナ様は結局、生徒会の演劇には出てくださらないのですね」

　笑顔が戻ったソフィアが思い出したという風に突然、そんなことを言い出した。

　生徒会の演劇、確か最近、ソフィアから届いた手紙に生徒会のメンバーで演劇をやることになったと書いてあったので、そのことなのだろう。

　役者が誰だといったことは書いていなかったが、勝手にカタリナも出るものだと思い込んでいたのだが……どうやら違うらしい。

「私は生徒会のメンバーじゃないし、演技とかできないからね」

　あっさりとそう返したカタリナにソフィアは『せっかく舞台でのカタリナ様が見られると思いましたのに……』と悲しそうな顔をする。

「そうか、カタリナは演劇には出ないのか」

　思わず俺もそう呟つぶやいてしまっていた。舞台に立って演技する彼女の姿を見てみたかったが、残念だ。

　すると、カタリナはこんなことを言い出した。

「ニコル様が出た方がよほど、お客さんは喜ぶと思いますよ。一昨年の学園祭では何もされていないのでしょう。よかったら今年、少しだけゲストとして出ていかれては？」

　カタリナの言うとおり、確かに俺は魔法学園に在学していた年に開かれた学園祭で、これといった出し物に参加していない。

　今の生徒会メンバーに友人も多く、妹も在籍しているので役に立つことがあれば協力したいのだが……。

「……しかし、俺に演技はできない」

「できない？」

　俺の答えにカタリナはきょとんとした表情になった。意味がわからないといった感じである。ちゃんと説明をしようと考えている間に、先にソフィアが口を開いた。

「確かにお兄様に演技は少し難しいかもしれませんね……お兄様は身内の贔屓ひいき目めを差し引いてもかなり素敵ですが……残念ながら顔の表情が自らの意志でちゃんと動かせないという大きな欠点がありますので……」

　そう言ったソフィアにカタリナも『あっ、そっか。……そうだったね』と納得した様子を見せた。

　そんな二人を見ながら、俺は複雑な気持ちになる。

　そう、妹であるソフィアが言うとおり、俺は自分の顔の表情を自らの意志で動かすことができない。

　いや、自分では動かせているつもりでいたのだが、どうもうまくできていなかったらしい。

　学園に在学中にカタリナに『ニコル様は他のご学友と一緒におられる時はあまり笑わないのですね』と言われて、そうだろうか？　と疑問に感じた。自分では適度に愛想笑いをしているつもりでいたのだが……どうもできていなかったようだ。

　そして「では、ニコル様。笑ってみてください」とカタリナに言われ笑みを浮かべたつもりだったのだが……どうも全然、できていなかったらしい。

　こうして、俺は自分の意志で笑顔を作れない……というかうまく表情筋が動かせていなかったという衝撃の事実が発覚したのだ。

　今まで、それを指摘されたことがなかったため、まったく気が付かなかった。

　しかし、思えば今まで視線を合わせる前に、目をそらされるのが常だったので相手は俺の顔をちゃんと見ていなかっただけかもしれない。なんとも情けない話だった。

　よって、俺にはどう頑張っても演技などというものはできそうもない。

「あっ、でも相手がカタリナ様なら、お兄様だって笑顔を浮かべられますわ」

　俺が落ち込んだ気持ちになっていると、ソフィアがそんなことを言い出した。

　驚いた……突然、なんてことを言い出すのだ。

「いや、それなら私じゃなくて相手はソフィアの方がいいんじゃない？」

　カタリナもだいぶ驚いた様子を見せそう返した。

「いいえ、私では力不足ですわ。お兄様の笑顔を引き出すにはカタリナ様じゃないと」

「いや、私の方が力不足だと……」

「いえ、そんなことありません。そうだ！　今、あの劇の台詞せりふをお兄様に言ってもらいましょう。カタリナ様が相手役をしてくださればきっとお兄様も笑顔で台詞が言えるはずです」

　確かに、俺はカタリナを前にすると意識せずとも自然と笑みがこぼれる。

　だが……だからと言ってそれで演技ができるとも思えない。

　しかし、自分の提案をいたく気に入ったらしいご機嫌な妹は、キラキラした目で俺に今回の劇の一部分の台詞や仕草を説明し始めた。

　ソフィアのあまりに楽しそうな様子に「まぁ、やってもいいか」と思い、初めこそ彼女の説明に耳を傾けていた俺だったが……その具体的な内容を聞くにつれ、躊躇ためらいが大きくなっていった。

　ソフィアが俺にカタリナとやってくれと言ったのはまさかの愛の告白の場面であったのだ。

　王子様が愛する女性の髪を撫なで微笑ほほえみ、そして愛をささやき抱きしめるという劇の一番の見せ場である場面。

　つまり俺が、カタリナに愛をささやき、あろうことか彼女を抱きしめるということだ。

　さすがにそんなことをするわけには……躊躇う俺とは対照的にカタリナは「では、どうぞニコル様！」と仁王立ちをした。

　よくわからないが、とにかくやる気に満ち溢れている。

　とりあえず、カタリナの気迫に押され彼女の前へと歩みよるが……。

「……ソフィア、やはり……」

　告白の台詞まではできるかもしれないが、さすがに人の婚約者を演技とはいえ抱きしめるのは……。

「いいえ。お兄様、ちゃんとやってください。ただでさえ、お兄様はもう学園を卒業してしまって皆様より不利なのですから、こういう時にしっかりアプローチしておかなければ！」

　小声だが、反論を許さない口調でソフィアがそう言う。

　妹は俺の気持ちに気づいてから、それは熱心に俺がカタリナとの仲を縮めることができるように応援してくれているのだが……正直、俺は今のままで十分だと思っている。

　ジオルドから奪いたい訳ではない。あまり距離を縮めすぎれば、もっと欲しくなってしまうかもしれない。

　そう思いながらも、期待に満ちた瞳をむけてくる妹に逆らえず、俺は今だけだと覚悟を決める。

「カタリナ、いいか？」

　最終確認をすると、元気な返事があった。

「はい。ソフィアのためにもしっかり相手役を務めますわ！　任せてください」

「そうか……ありがと」

　優しくて真っ直ぐなその様子にまた自然と顔がほころんでいくのを感じる。

　真っ直ぐに俺を見つめる水色の瞳。ああ、俺は本当にこの少女のことが好きだ。

「あなたを愛している」

　口にしたそれは、果たして劇の台詞なのか、それとも俺の本当の言葉なのか……。

　そして、次はカタリナが台詞を返してくるはずだ『わたしもです。王子様』と。

「……わ、わたしもです。ニコル様」

　少し赤く染まった頬ほおをした彼女の唇からつむがれたその言葉が届いた時、俺の頭の中は一瞬真っ白になった。

　そして、身体は一気に熱くなった。

『愛している』という言葉に応こたえてくれた。俺の名を呼んでくれた。

　今まで味わったことのないほどの幸福感が僕を満たした。

　わずかに残った冷静な部分は、カタリナが台詞を間違っただけだと告げているのに……。

　ジオルドから奪って自分のものにしてしまいたいなどと思えないなんて、本当は嘘うそだ。

　そう自分にいつも言い聞かせて、思いに必死に蓋ふたをしているだけで。

　本当は……本当は欲しい。カタリナ・クラエスという少女が欲しくてたまらない。

　ジオルドから奪って自分のものにしてしまいたい。

　いつも必死に押さえつけている思いを閉じ込めている蓋がグラグラと揺れている。

「あの、ニコル様……」

　もう一度、その唇から出された自分の名前に……我慢がきかなくなる。

　そして、俺は彼女のその柔らかく温かい身体を抱きしめていた。

「……カタリナ、たとえあなたが誰か別の人のものになったとしても俺はきっと……」

　きっと、永遠に君を諦あきらめることなんてできないだろう。そして、いつかこの思いを抑えきれなくなってしまったら俺は……。
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　昨年度まで在籍していた魔法学園で学園祭が開かれる。

　一年の時に生徒会メンバーとして参加したが、あの時は同級生の生徒会メンバーであるニコル・アスカルトをめぐってのいざこざがひどくてとにかく大変だった記憶しかない。

　あれから二年がたち、シリウスという他人の名を名乗り自分を偽っていた僕は、今、本当の名であるラファエル・ウォルトを名乗り魔法省に勤めている。

　そして本日、その魔法省の仕事の一環として魔法学園の学園祭に再び参加することとなった。

　学園祭の一角、生徒の作った作品の展示、販売を行っている場で魔法省の出品を管理するのが今日の僕の仕事だ。

　すぐ近くでは、昨年度にともに生徒会メンバーをしていたマリア・キャンベルが学園側の管理と自ら作ったと思われる菓子の販売をしていた。

　昨年、僕が起こしてしまった事件ではとても迷惑をかけ、辛つらい思いをさせてしまった彼女だが、僕の謝罪を驚くほどにあっさりと受け入れ、許してくれた。

　そして『これからは本当の自分で生きてください』と優しく微笑んでくれた。

　それまで、ある少女が『マリアは天使』『マリアは女神』と騒いでいるのを少し呆あきれて見ていたが、この時ばかりは本当にこの子は天使なのかもしれないと思ってしまったほどだ。

　もし、僕に別に思う人がいなければ、マリアに惹ひかれていたかもしれない。

　でも……僕はマリアより先に彼女に惹かれてしまっていたから……。

　茶色の髪を風になびかせてさっそうと歩くその姿にすぐ目は引き付けられた。そこに彼女がいるだけで周りを明るくしてしまうような少女。

「カタリナ様、お久しぶりです」

　そう言って声をかけると、僕が惹かれてやまない少女、カタリナ・クラエスはその水色の目を見開いて驚いた。

「ラファエル！　あなたも参加していたのね」

「ええ、学園祭への出品を担当することになって」

　事件を起こした後に、僕は見た目を変えた。

　本当の名を取り戻して新たに生きていくには、僕の容姿はあまりに目立ちすぎたから、ほとぼりが冷めるまで地味で誰にも気が付かれないような別人になった。

　でも、カタリナはそんな僕にもすぐ気が付いてくれた。そして、今までと変わらない真っ直ぐな目を向けてくれた。

　本当なら、もう二度と話もさせてもらえないようなことをしたにもかかわらずカタリナは、これまでと変わらず僕に、優しい微笑みをくれる。

「頑張っているのね」

「はい。一番の下っ端なので仕事がたくさんで大変です」

　だけど、今、僕はとても幸せだった。

　淀よどんだ恨みを溜めることなく、自分を偽ることのない暮らし。幼い日に失ったはずのそれを再び手にすることができて僕は本当に幸せだった。

　昨年、カタリナにその手を差し伸べられるその時まで、こんな風にまた幸せな日々を過ごすことができるなんて夢にも思っていなかった。

　魔法省と魔法学園は同じ敷地内にあるとはいえ、僕には仕事が、彼女たちには学ぶべき学業があり、そう頻繁に会うことなどできない。

　そのためこうして久しぶりに会うことができたことがとても嬉しかった。

　カタリナの近況を聞き、僕のことを話す、そうしてカタリナとの久しぶりのおしゃべりを堪能していると、僕らに気が付いたマリアもこちらへとやってきた。

「きてくださったのですねカタリナ様、これ、カタリナ様の分です」

　そう言ってマリアは販売していた手作りの菓子をカタリナへと差し出した。

「わぁ、わざわざ取り分けてくれたんだね。ありがとう！　売れ行きはどう？」

　カタリナは、それは嬉しそうに菓子を受け取った。

「はい。正直、私が作ったお菓子なんて売れないかもと心配していたのですが、お蔭かげ様でほとんど売り切ることができました」

　マリアも、それは嬉しそうにそう言った。

　正直、僕も初めに手作りの菓子を売るのだと聞いた時は、売れるのだろうか？　と疑問に思った。

　なぜなら、この学園に通うのはマリアを除けばずべて貴族の子息令嬢である。

　基本的に自分たちで料理をせず、食べ物をすべて料理人に作らせている彼らが果たして素人しろうとが作った菓子を食べるのか？　という疑問だった。

　なんでも発案者はカタリナだということだったが、彼女は相変わらず突拍子もないことを考えるのだなと驚いた。

　そもそも、昨年の生徒会室にてカタリナがマリアの作った菓子を食べたいと言い出した時にもかなり驚いたものだ。

　僕の生まれは平民で、幼い頃は母の作ってくれた菓子を食べたりしていたが……カタリナは生きっ粋すいの貴族、それも公爵家の令嬢である。

　おそらく日々、料理人が作った高級なものを食べているはずの彼女が、まさか素人が、それも平民であるマリアが作った菓子を食べたいなどと言い出すとは……。

　初めは学園で浮いているマリアに気をつかったのかとも思ったが、どうもそれも違うようで、彼女は本当にマリアの手作り菓子を心待ちにしていたのだ。

　そうして、カタリナの要望でマリアが作ってきた菓子は、確かにそこらへんの料理人が作るものなんかより美味しいと思える素晴らしいできだった。

　そして、カタリナはその後もマリアに菓子をねだり、やがてマリア自身ともすっかり距離を縮めてしまっていた。

　貴族という者の中にはその地位から、傲ごう慢まんになり自分より低い身分の者を見下す者も少なくない。

　しかし、カタリナにそういった部分はまったくない。

　王族である王子たちにも媚こびることなく、平民だからとマリアを下に見ることもない。そもそも彼女は身分なんてものを気にしていないのかもしれない。

　だが、彼女がそうであろうとも他の学生もそうだとは限らない。だからこそ菓子はちゃんと売れるのだろうかと心配だったのだが……。

　マリアが菓子を売っていた場に目を向けるとそこにはもうほとんど商品が残っておらず、それこそあと二、三個で完売である。

　カタリナもその様子を目にして驚いている。

「すごい人気ね。さすが、マリアの特製お菓子」

「いいえ、これもカタリナ様のお蔭ですわ。皆さんに勧めてくださったのでしょう」

　どうやら、この売れ行きはカタリナが他の学生にも勧めた効果もあったようだ。

　しかし、今日のマリアの様子を見るとそれだけではない気がした。

　入学当初は貴族ばかりの中で浮いていたマリアだったが、今ではかなり学園に馴な染じんでいるようだった。

　以前は、遠巻きにしていた令嬢たちがマリアの作った菓子を買い笑顔で話しかけていた。そして、前はこわばった表情が多かったマリアの顔はすっかり穏やかに柔らかくなっていた……きっとそれらもカタリナの影響なのだろう。

「確かに宣伝はしたけど、本当に美味しくなければこんな風には売れないわ。マリアのお菓子が本当に美味しいからこんなに人気が出たのよ」

「……カタリナ様、ありがとうございます」

　自分のことのように得意げにそして嬉しそうに言うカタリナに、マリアがほんのりと頬を染めた。

　マリア・キャンベルというこの少女も僕と同じくカタリナに惹かれているのだ。だからきっと、決めたのだろう。

「そういえば、キャンベルさんは魔法省への入職を決められたんだね」

　最近、話題に上がっていたマリアの魔法省への入職。

　魔法学園入学時からずっと勧誘していたということで、職場はかなり盛り上がっていた。

「え！　マリア。魔法省に入るの！」

　カタリナにはまだ話をしていなかったらしい、驚きの声があがった。

「あ、はい。学園を卒業したら入職することに決めました」

「そうなの……でも、マリア。一年の頃には学園を卒業したら家に帰って暮らしたいって言っていなかった？」

　確かに、僕も一度、マリアがそんな話をしているのを耳にしたことがあった。

「そうですね。学園に入ってしばらくは早く家に帰って静かに目立たずに暮らしたいと思っていました……でも」

　マリアが、強い意志を宿した瞳で言った。

「それでは、もう一緒にいられないですから」

「？」

　カタリナは言葉の意味がわからないと言った様子できょとんとしていたが、僕にはその言葉の意味がよくわかった。なぜなら、僕も同じ思いを持っているから。

「昨年度の卒業式にもお願いしましたが、私はこれからもずっとカタリナ様のお傍そばにいたいのです。でも、私は光の魔力があるといってもただの平民です。公爵令嬢であるカタリナ様の傍にいるためには、それなりの地位が必要です。ですから、その地位を得るために魔法省に入ることにしたのです」

　マリアのその台詞は、まるで熱い愛の告白のようで、言われたカタリナは真まっ赤かになっていた。

　しかも、顔を赤くしたカタリナに今さら自分の台詞が恥ずかしくなったらしいマリアの顔も赤くなる。

　顔を赤くして恥ずかしそうに向かい合うマリアとカタリナ。

　自分で振った話題のせいではあるが、なんだこの二人だけの空気感。さすがにちょっと面白くない。しかも、この二人、僕の存在を忘れてないか？

「あの～、すっかり二人の世界を作っているところすいませんが……一応、僕もいるんですけど……」

　あまりの自分の忘れ去られた感に、そう主張すると。

「はっ、やだわ。ラファエル。二人の世界だなんて……」

　ようやく、カタリナの目がこちらを向いた。

　マリアもまだ頬は少し赤いが、ようやく僕が視界に入ったようだ。そんな彼女に声をかける。

「しかし、国の憧あこがれである魔法省の入職動機が、カタリナ様の傍にいたいからとは……マリアさんもさすがだね」

　魔法省は国で一番大きな機関で、王に次ぐ権力も有している。そのため『魔法の発展、進化を』などと崇高な志を持って入職してくるものが多いのだ。そんな中でマリアの入職理由はかなり異色なものだろう。

「その、動機が不純であることはわかっています。でも、入ったからには一生懸命頑張りますのでどうぞよろしくお願いします」

　マリアはしっかりした口調でそう返してきた。

「大切な人の傍にいたいというのは、不純な動機じゃないんじゃないかな。僕もマリアさんの立場なら同じことをすると思うし、ただ……」

「ただ？」

「魔法省に入っても、カタリナ様が学園を卒業してすぐ王子と結婚してしまったら色々と忙しくなって結局、会えなくなってしまうんじゃないかな」

　どうやらまったくその事実に気づいていなかったらしいマリアにそう教えると、それは驚いて目を見開いた。マリアはしっかりして見えて実は意外と抜けているところがある。

　しかし……なぜ、今、張本人であるカタリナも一緒に驚いているのか……その事実に僕の方が驚いてしまう。

　マリアはともかく……本人なのに。

　カタリナが少し抜けているように見えて、実は想像を上回るほどにひどく抜けているということは知っていたが……ここまでとは。

「そうでしたわ……カタリナ様は王子の婚約者。卒業してすぐ結婚されてお城に入られてしまったら忙しくて会えなくなってしまうかも……そんなの嫌だわ」

「そうだった、このままジオルドの婚約者でいるといずれ結婚、そして王族に……やばい。公爵令嬢すらギリギリなのに、王族とか無理……」

　カタリナは婚約者であるジオルドにあれだけ溺でき愛あいされているから、このままいけばすぐに結婚に持ち込まれるのは確実だろうに。しかもジオルドのことだから、城の奥に連れ込んで出さないなんてこともありそうで怖い。

　しかし、鈍すぎるカタリナは、ジオルドの気持ちにまったく気づいていなそうだ。そして今、呟いたようにジオルドと婚姻を結び王族になることをよしとしていないのだ。

　僕は動揺するカタリナと、マリアに助言をすることにした。

　むしろ、マリアへ魔法省の話題を振ったのはこの話へ持っていくためだった。

「カタリナ様も魔法省に入職しちゃいますか？」

　ひどく動揺していたカタリナがすぐに食いついてきた。

「え、そんなことできるの？　っていうか、魔法省に入職したら結婚しなくていいの？」

「基本的に魔法省でそれなりの地位についている人の推薦があれば入職は可能ですからね。まぁ、結婚がなしになることはないと思いますが、王に次ぐ権力を有する魔法省に入ったとなればすぐにお城にひっぱって行かれることもないかと思いますよ」

　実はこの案はずっと僕が考えていたものだ。カタリナが卒業してすぐにジオルドのものにされないためにはどうすればよいかと。

　長年、僕の本意ではないものの悪巧みをしてきたので、こういう案を考えるのは得意だった。

　そして、マリアの魔法省への入職の話を聞き、それなら彼女も味方につけられると踏んだのだ。案の定、この話をマリアも目をキラキラさせ必死に聞いていた。

　しかし、初めこそ食いついてきたカタリナがその顔を曇らせる。

「あの、でもラファエル。私の魔力は皆ご存じのとおりかなり低いんだけど……」

「ああ、確かに魔法省は魔力の高い人が基本的に多いですけど、そうじゃない人もそれなりにいるんですよ。魔力や魔法に興味があれば入れなくはないですから」

　魔法省は確かに魔力の高い者が多いが、そうでない者もかなりの数いる。

　魔力が高いから頭がよいという訳ではないので、研究職では魔力の高い者の方が少なかったりする。

「そうなの、やった！　じゃあ、頑張れば……あ、でもそこは魔法省のお偉いさんの推薦状がいるんだっけ？　う～、それだとやっぱり厳しいわね……推薦状書いてくれそうな人がいないもの……」

　魔法省とはかなり特殊な機関である。

　優秀な者を集めるべく毎年、入職試験も行われているが、その試験で入職できるものは少ない。

　なぜなら、魔力の強い者は魔法学園に在籍時にマリアのように声をかけられるし、魔力を持たない研究者もほとんどの者がつながりを持っているので、働いている職員の推薦によって決まるからだ。

　だからといって職員なら誰でも推薦できる訳ではない、僕のような入ったばかりの下っ端には無理だ。しかし。

「そう落ち込むことないですよ。カタリナ様の推薦状なら書いてくれそうな人がいますから」

「……え！」

「僕の上司で、カタリナ様のことをかなり気に入っている人がいるんですよ。あの方ならきっと喜んで推薦状を書いてくれると思いますよ」

　僕は変わりものと呼ばれる上司の顔を思い浮かべた。

　昨年、魔法省で僕の身柄が引き取られると決まった時、職員たちは皆、僕という存在を持て余していたようだ。

　それもそうだ、罪を犯した侯爵家の一員であり、一時的とはいえ禁忌の闇やみの魔力を持っていたような人間、誰だって関わりたくない。そんな中で。

『なんだ、どこの部署も欲しくないのか？　こんな稀まれな存在、素晴らしいじゃないか。皆、いらないならもらっていくぞ』

　そう言って、それは魅惑的な笑みを見せたその人のところに僕は引き取られ、今こうして特別な扱いを受けることなく、いち魔法省の職員として働かせてもらっているのだ。

　僕に見た目を変えるように言って、その技術を教えてくれたのもその上司だった。

　そんな僕の上司がカタリナを知っていたのは驚きだった。

　ある時、敷地内でカタリナと偶然に会い話をして職場に戻ると「お前、カタリナ・クラエスと親しいのか？」と詰め寄られ質問攻めにされたのだ。

「ラファエルの上司？　私を知っているの？」

「はい。きっとそのうち挨拶にこられると思いますよ。カタリナ様と話したいとはしゃいでいましたから」

　なんでも一度、カタリナに会ってひどく気に入ったらしい。（どこで会ったのかは教えてくれないのだが）それ以来、カタリナの話をたくさん集めては楽しんでいるが、また本人と話したいのだといつも言っているのだ。あれだけカタリナを気に入っているなら、きっと推薦状くらいいくらでも書いてくれる気がする。

「え～と、どんな人？」

「なかなか個性の強い方ですが、僕はとてもよい方だと思いますよ」

　きっと同じく個性的なカタリナとも仲良くなれそうな気がする。

「あ、あの！」

　それまで、熱心に話を聞いていたマリアがやや強引に入り込んできた。その様子はかなり必死だった。

「ど、どうしたのマリア？　そんな顔して」

　困惑するカタリナに、マリアは熱い視線を向ける。

「あ、あの。今までのお話をまとめますと、そのラファエル様の上司の方の推薦状をカタリナ様がもらえればカタリナ様は魔法省に入職できて……そうなれば、ずっと一緒にいられるということですよね！」

　マリアが僕の考えていたとおりの反応をしてくれていた。

「そうだね」

　必死なマリアに僕がふんわりと優しく微笑むと彼女はそれはそれは嬉しそうな笑顔を浮かべた。そして。

「カタリナ様、一緒に魔法省に入りましょう。私もできることはなんでも協力しますから！　ぜひぜひ」

　マリアは、目をキラキラさせカタリナの手を掴つかんでそう言った。

　ああ、完かん璧ぺきに僕の計画どおりに進んだ。マリアを味方につけ、カタリナも魔法省へ、そうすれば来年からも一緒にいられる。

　利用してごめんね、マリア。でも、まだジオルドに渡してしまいたくないんだ。

　もう少しだけでも傍にいたいから。
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　中央の池からは噴水のように水が噴き出して虹にじを作っている。土で作られた彫刻は見るたびに形を変え、その周りには鮮やかな炎が舞っている。竜巻のような風が花びらを巻き上げ散らしている。

　そんな幻想的な風景を横目に俺は、絶え間なく訪れる客に愛想笑いで対応していた。

　数時間のパーティーや舞踏会と違って一日中こんな感じなので、いい加減うんざりして愛想笑いも引きつってくる。

　しかし、そんな俺の横で、双子の兄であるジオルドはいつもと変わらない完璧な笑顔を浮かべている。我が兄ながらすごい奴やつである。

　俺、アラン・スティアートは十六年前にこのジオルドと共に双子として生を受けた。

　なんでも涼しい顔でそつなくこなすジオルドと比べられ、幼い頃の俺はいつもひどい劣等感を抱えていた。

　そんな中、俺はあの可笑おかしな令嬢に出会ったのだ。

　貴族令嬢でありながら、スカートをめくりあげて走り、猿のように木を登る。それまで出会ったこともなかったあまりに規格外な少女カタリナ・クラエス。

　彼女が教えてくれた、人には向き不向きがあり、それぞれ違う存在なのだと。

　そして、俺はずっとはっていた肩の力を抜くことができ、しだいにあんなにひどかったジオルドへの劣等感も失うせていったのだ。

　それからの俺は、なぜかカタリナの傍にいたいと強く思うようになっていた。彼女の傍はとても心地よかったから。

　ただカタリナの傍にいたかった……だが、年を重ねるうちに、不用意に彼女に触れれば顔に血が上り心臓が速くなるようになった。

　一体これはなんなのだと思っている時にそれは起きた。カタリナがある事件に巻き込まれ命の危険にさらされたのだ。

　その時、初めて俺は自分の気持ちに気が付いた。俺は、あろうことか双子の兄の婚約者であるカタリナに恋をしてしまっていたのだと。

　それでもまさか兄の婚約者を横から奪うわけにはいかない。

　政治的婚約で二人が不仲なのならまだしも、ジオルドは傍目で見ていても恥ずかしくなるくらいカタリナを溺愛しているのだから（肝心のカタリナはなぜかその事実に気が付いていないが……）。

　それに俺自身にも婚約者がいる。メアリ・ハント侯爵令嬢。賢くそして美しく令嬢の鑑かがみと言われる少女。

　俺にはもったいないほどに素晴らしい彼女のことは好きだ、ずっと大事だと思っていた。

　しかし、それは恋ではなかった。兄が妹を思うような気持ちだったのだ。

　カタリナへの思いを自覚した時、俺はそのことに気づいたのだ……そして、自覚した俺はこんな風に別の人を思いながら、婚約を続けていくことはできないとメアリに打ち明けた。

　さすがに思い人が兄の婚約者であるとは言わなかったが、思うのが許されない相手であることは告げた。

　すると、そこでメアリにも他に思う人がいることを聞かされた。しかも俺と同じで許されない相手を思っているのだと。

　俺との婚約を解消すればまた別の相手と婚約させられることになる、ならばこのまま婚約していたいと言ったメアリに俺は頷うなずき、そして今も婚約は継続している。

　メアリの思い人が一体誰なのかはわからないが、彼女は諦めずに精一杯頑張るのだと言っていた。もしメアリの思いが成就した暁には俺との婚約は解消する約束もしている。

　そうしてお互いに気持ちを打ち明けてから、メアリとはより親しくなれた。

　彼女に頼まれてジオルドの動向を伝えたりもするようになった。なんでも親友であるカタリナを独占されるのが嫌なのだそうだ。

　そうしたメアリの純粋な気持ちを利用するようで悪いが、正直、そうしてジオルドとカタリナの仲が進展しないのは、俺としても嬉しいことなので積極的に協力している。

　本日も、ジオルドの動向に注意し、カタリナと二人っきりにしないようにとメアリから頼まれている。

『婚約者に頼まれている』と大義名分を掲げて邪魔しようとする俺は、かなり諦めが悪く嫌な奴である。

　そうして、メアリとのことをつらつらと考えていると、ジオルドの元にカタリナが訪れているのに気が付いた。

　とても仲がよさそうに話す二人の元に明らかに邪魔だと思いつつ『メアリに頼まれているから』と言い訳しながら向かう。

「ああ、お前。ようやくきたのか。朝に『差し入れに行きます』とか言っていたわりに全然こないから、もうこないのかと思ったぞ」

　二人の間にそう言って入り込んでいく。

「すみません。色々ありまして」

「そうか、俺はてっきり、出店で買い食いばっかりして時間を忘れているのかと思ったぞ」

「……」

　カタリナの表情が固まる、どうやら図星だったようだ。相変わらずなんてわかりやすいのか……。

「これ、差し入れです。どうぞ召し上がってください」

　あきらかに話をそらそうとカタリナはそう言って、手に持っていた袋を差し出した。

　それはどうやら、同じ生徒会メンバーであるマリアの手作り菓子であるらしかった。

　ジオルドが売れ行きを聞くと『大盛況でもうほとんど売り切れてましたよ』とカタリナはまるで自分のことのように嬉しそうな顔をした。

　しかし『本当ですか、それはよかったですね』とジオルドが言うと、何かを考え込み始めた。

　そして、話しかけても返事がこなくなる。完全に自分の思考の中に入ってしまったようだ。

「……カタリナ、またですか……」

　ジオルドが呆れた声を出す、『またですか』というその言葉のとおり、カタリナは時々こうして自分の思考に入り込んでしまい周りの音が聞こえなくなってしまうことがある。

「おい、カタリナ・クラエス！　アホ令嬢！　駄目だな全然聞こえてないな」

　俺も少し声をあげそうやって呼びかけてみたが、カタリナはまったく反応を返さない。

　これはもう呼びかけても無理だなと思った俺は、彼女の頭を軽くポンと叩たたいた。

「な、なにするんですか！」

　ほとんど力は入れなかったが、カタリナはかなり驚いたようで、目を吊り上げて俺を仰ぎ見てきた。なので『人の話をまったく聞かない奴が悪い』と言ってやると。

「じゃあ、普通に声をかけてくれればいいじゃないですか！　何も頭を叩くことはないじゃないですか」

　なんて返された、いや声なら散々かけたからな。本当に何にも聞こえてなかったんだな。

「何言ってるんだ。声ならさんざんかけたぞ！　それなのにぜんぜん反応しなかったお前が悪い」

　そう言うと、カタリナは『むっー』と口をとがらせる。

　うっ、上目づかいでこの表情はだいぶ可愛かわいい……動揺した俺は思わず、すぐ下にあったカタリナの頭をぐしゃぐしゃとかきまわした。

「アラン、そこまでですよ。あまり気軽に触らないでもらえますかね」

　ジオルドが俺の手をがっしりと掴んで間に入ってきた。

　その顔はいつもと変わらない笑顔だが……目がまったく笑っていない。

「……ジオルド、お前な～」

　俺は思わずため息をつく。

　この双子の兄は、普段はなんにでも飄ひょう々ひょうとしているくせに、ことにカタリナが絡むとすぐに感情をむき出しにする。

　今のように少し触れただけでも、まるで呪のろい殺さんとばかりの視線をよこしてくるから厄介だ。

　ジオルドが完璧な人間だと思い込んでいた昔の俺に今のこいつの姿を見せてやりたい。

　ジオルド・スティアートは婚約者馬ば鹿かでひどいやきもちやきの心の狭い男である。

　我が婚約者メアリも『あんなにカタリナ様を束縛しようとして、周りに睨にらみをきかせてばかりいて、そのうち愛想を尽かされますわ』と言っていた。

「少し心が狭すぎないか……そんなんじゃ愛想を尽かされるとメアリも言っていたぞ」

「余計なお世話ですよと、メアリにお伝えください」

　それは冷ややかな目で返された。駄目だな……この婚約者馬鹿。

　しかも段々と掴んでいる手の力が強くなっていっているんだが……少し頭を触っただけだろう。

　自分は平気で抱きしめたりしているくせに、本当に心狭すぎだろ。心底うんざりした気持ちでジオルドと対たい峙じしていると、

「ジオルド、アラン」

　俺たちを呼ぶ声が聞こえてきた。その声の方に目をやると、二組の男女がこちらに向かって歩いてきており、先頭にいる男が笑顔で手を振っていた。

　げっ、ジオルド以上にやっかいなのがきた。

「ジェフリー兄さん、こられていたんですね」

　そう言ってジオルドが声をかけたのは、俺たちの兄で長兄のジェフリー・スティアートだ。ふにゃりとした顔でひらひらと手を振っている。

　そして、そんなジェフリーの少し後ろからやってきたのは……。

「イアン兄さんもこられていたんですね」

　俺たちのもう一人の兄である次兄イアン・スティアートだ。ジェフリーとは対照的に真ま面じ目めくさった顔をして堅いお辞儀をしている。

　魔法学園に入学してから、この二人の兄たちとはほとんど会っていなかった。

　そもそも同じ場所で生活している時も彼らは、互いに王位を継ぐべく競い合うのに忙しく、下の弟たちなどにはかまっていられないのか、あまり密な付き合いもなかった。

　それでも魔法学園に入る前までは一応、同じところに住んでいたのでそれなり会うこともあったが、俺はどうもこの二人が苦手だった。特に長兄のジェフリーは……。

「おお、これはカタリナ・クラエス嬢。久しぶりだね」

　王子とは思えない緩みきった顔でジェフリーがカタリナに声をかけた。

　確か、カタリナはこの兄たちと俺たちの十五の誕生日の舞踏会で会っているはずだったが……カタリナの表情を見るにどうやら覚えていなかったようだ。

　見かねたジオルドが耳打ちして彼女の忘れた情報を伝えたようだ。

「あ、はい。お久しぶりですジェフリー様、イアン様……」

　そこまで言ってカタリナはまた止まってしまう。

　兄たちを覚えていなかったのだから、もちろんその婚約者たちのことも覚えていないのだろう。再びジオルドがカタリナに耳打ちする。

「お久しぶりです。ランドール様、バーグ様」

　絶対に今、ジオルドに教えてもらったのであろうに……初めから知っていましたよという顔をしてカタリナは兄の婚約者たちにも挨あい拶さつをし、兄の婚約者たちもにこやかに挨拶を返した。

「兄さんたちはどうしてこちらに？」

　ジオルドの問いにジェフリーがにこやかに答える。

「それはもちろん、愛する弟たちの晴れ舞台を見にきたのさ」

　ああ、この兄は相変わらずだ。この長兄は昔からこんな風なのだ。

　聞こえてくる噂うわさはどれもとてもよく、実際にとても実力もあるのだろうが……なんというかよくわからない。

　公式の場ではきちんとしているのだが、それ以外で会う時はいつもこんな風にふやけただらしない顔で、ふざけたことばかり言うのだ。

　ジオルドも、もちろんそんなことはよく知っていて、

「それで、本当のところはどうなんですか、イアン兄さん」

　さらっとジェフリーを無視してイアンにそう問いかける。

「ああ、王族の公務で魔法学園の視察にきた。ジェフリーもおそらくそうだろう」

　イアンも相変わらずだ。彼はとにかく堅くて真面目だ。

「おそらく？　ああ、一緒にきた訳ではないのですね」

「当たり前だろう。先ほど偶然一緒になっただけだ」

　ジェフリーとイアンは王位をめぐって対立し競っている。よって、仲良く一緒に行動することはない。

　といっても、今まで見た限りでは特に二人の仲が悪いわけではないようだ。

　ただ、二人にはそれぞれの派閥ができているので、どちらかというと周りの目があるので親しくできないという感じなのかもしれない。

　ふと気が付くとジオルドとイアンに無視される形になったジェフリーの目が俺を見ていた。

　あ、これはまずいぞと思うやいなや。

「なんだよ、ジオルドもイアンもつれないな。ほら、アランお兄ちゃんが会いにきたよ～」

「わぁ、やめろ抱きつくな」

　がっしりと抱きつかれた。この年で兄弟きょうだいとはいえ同じ男にこんなにがっしり抱きつかれるのは正直、気持ちが悪い。俺は必死に、ジェフリーを引きはがした。

　そうこうするうちに『カーンカーン』と鐘が鳴った。学園祭の時間も残りわずかとなった合図だ。

　ああ、もうこんな時間になったのか。

　もう少しすると学園祭は終了となり、その後は学園祭夜の部ともいえる舞踏会に移行となる。

「ああ、そろそろ。演劇の舞台の方へ行かなくてはいけませんね」

　鐘の音を聞いてジオルドが言う。これより生徒会メンバーによる演劇を行う予定なのだ。

　正直、芝居なんてしたくはないのだが、学園生徒の要望なのだと強く頼まれて仕方なく参加することとなった。

「へぇ～、ジオルドたち演劇をするの？　俺も見にいきたい」

　そんなことを言い出した長兄を次兄が窘たしなめる。

「ジェフリー、馬鹿言ってないで、さっさっと帰るぞ」

「え～、イアンのケチ……っていうかイアン、俺と一緒に帰ってくれるの？」

「それこそ馬鹿を言うな、できる訳ないだろう」

　この二人の掛け合いも相変わらずだ。

　ちゃらちゃらしてふざけたことばかり言う長兄、真面目が服を着て歩いているような次兄、あまり接点もなく、どうも苦手としてはいるが……それでも嫌いだとは思えない。

　まぁ、でも次会ったらまたげっと思うのだろうが。

「じゃあね～」

「では、失礼する」

　両極端な挨拶をして兄たちは去って行った。

　そして俺たちも演劇の会場に向かう。

　ちなみに、カタリナの手にはまだ多量の食べ物と思われる袋が提がっている。もう差し入れは終わったはずなのだが、まさか残ったあれは全部、自分用なのか……。

　とりあえず、舞台についたらメアリにカタリナとジオルドを二人っきりにはさせなかったと報告しなければ。
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　後少しで、ようやく学園祭も終了する。本当につまらなく、疲れる一日だった。

　せっかくの学園祭だというのにずっと仕事で拘束され、カタリナと一緒に過ごせないなんてやっていられない。

　そもそも、この学園祭という行事が近づいてきてからは、準備だなんだと忙しくてほとんどカタリナと一緒に過ごせず、よりイライラはつのっていた。

　しかも、せめて忙しくなる前にとカタリナを寮の部屋に招けば、当たり前のようにキースが付いてきて邪魔をするし、ならば僕の方から行こうと思えば、メアリやアランが邪魔に入ってくる。

　カタリナは僕、ジオルド・スティアートの婚約者であるのに……どいつもこいつもまったく諦める気がないらしい。

　僕の婚約者、カタリナ・クラエス公爵令嬢は変わっている。貴族の令嬢としても普通の女の子としてもかなりの規格外な少女だ。

　そんな、彼女の傍はいつも退屈知らずで、何年ともに過ごしても一緒にいて飽きることがない。

　元々は自分にも他人にもほとんど興味のなかった僕がこんなに誰かを好きだと思うことができるようになったのも相手がカタリナだったからだろう。

　しかし、そんな魅力的なカタリナだからこその欠点がある。それがライバルを増やしすぎる点である。

　カタリナは無自覚の人タラシで、しかも男女問わず人を引き付けてしまう。

　彼女の義弟おとうとを筆頭に、僕の弟にその婚約者、それに幼おさな馴な染じみの宰相の息子にその妹、光の魔力保持者の天才少女、果ては自分の命を奪おうとした者まで誰彼かまわずタラシまくり、結果として僕の敵はどんどん増えていった。

　今日も、おそらく買い食いで遅くなったのであろうカタリナがようやくやってきたと思えば、ほとんど二人で話すことなくアランが邪魔しに現れた。

　しかも、彼はあろうことか気安く彼女の頭に触れた。僕のカタリナに触るな。

　すぐにアランを咎とがめると『心が狭い』などと返された。

　まぁ、確かにカタリナのこととなると、普段はほとんど動かない感情のふり幅が極端に大きくなるのは自覚している。

　正直、カタリナが他の男と話をしているだけでも不快な気持ちになる。

　しかし、これだけ敵が多ければ仕方がないことだ。また、カタリナが無駄に人をタラし込んで惚ほれさせないか気が気ではないのだから。

　ようやくきてくれたカタリナとほとんど話すこともできないまま、演劇の舞台に向かうことになり僕の気分は悪いままだ。

　せっかく会えたのに、アランもだが、あの兄たちもだいぶタイミングが悪く現れてくれたものだ。

　何もやっとカタリナがきてくれた時に一緒にやってくることはないだろう。

　それまでかなり無駄な時間があったのだから、そこできてくれればいいものをなぜあえてこの時間に……。

　そもそもあの堅物な次兄はともかく、僕はあのふにゃふにゃした長兄を少しだけ苦手としていた。もちろん、アランでもあるまいしそんな態度はまったく出さないが。

　だいたいの人の考えが読める僕だがあの長兄の考えだけは昔からまったく読めた試しがないのだ。何を考えているかまったくわからないことが少し不気味だった。

　まぁ、でも僕らに害を与えるつもりはなさそうなので、放っておいてはいる。

　そんな兄たちのよきせぬ訪問もあり、やや遅くなって舞台へ行くと他の生徒会メンバーはほとんど集まっていた。女性はもう衣装に着替えている者もいた。

　僕もすぐに衣装に着替え準備を整えなくてはと思った、その時。

「大変です！　役者の一人が体調を崩してしまいました！」

　裏方の一人がそう言って駆け込んできた。

　どうやら、劇で役者をやるはずだった生徒会の一年が、急に体調を崩して医務室に運ばれたらしい。

　幸い診断に問題はなく、少し休めば回復すると言われたらしいが、さすがにこれから始まる劇に参加することはできないということだった。

　はぁ、こんな公演ギリギリになんてことだと内心ため息をつきつつ、

「仕方ない。代役を立てるしかないですね」

　僕は裏方に目を向ける。この場では何度か練習を見てきているはずの彼らの中から出てもらうしかないだろう。しかし、皆、あわてて目をそらす。

　まぁ、こんな土壇場で劇に出ろと言われたら、そうなるだろう。しかも他のメンバーは皆、生徒の人気が高い者ばかり、下手へたに出て反感をくらっても困るのだろう。

　そうなると、ここはある程度人気が高く、それなりな人物に出てもらうしかない。

　僕は目線を彼女に移す。それはすごい勢いでそらされた。

　いくらなんでもあからさますぎる……周りの人々はもう少しうまくそらしているのに、さすがである。

　しかし、僕が声をかける間もなく、周りの人々の間からその声はあがった。

「それなら、カタリナ様がよいのではないでしょうか」

　静まりかえっていた場にしっかりと響いたその声に。

「私もカタリナ様がよいと思います」

「私も生徒会の皆様と一緒に出るのならカタリナ様しかいないと思います」

「ええ、カタリナ様なら他の生徒も納得すると思います」

　次々と同意の声が上がる。

　まぁ、普通に考えてそれが一番なのだと誰もがわかっていた。

　カタリナは生徒会にこそ属していないが、それなりに人気がある、公にではないが愛好会すらあるのは生徒会メンバーを除けば彼女くらいだ（本人はまったくそんなこと知らないのだが）。

「む、無理です……」

　必死に断ろうとするカタリナが『味方になってくれ』という目を僕に向けてくる。

　上目づかいでやや潤んだ目がとても可愛い。僕はにっこりと微笑んだ。

「じゃあ、カタリナ。お願いしますね」

　ポンと肩に手を置くとカタリナはまるでこの世の終わりだとでもいうような絶望的な顔になった。




　だいぶぐずぐずしつつも、カタリナは台本を受け取り、衣装に着替えさせられていた。

　幸運にも出られなくなったメンバーの体型は、カタリナとほとんど一緒だったようで衣装もほぼピッタリなようだった。

　ただ、他人が着ていた時にはまったく気にもならなかったが……あの衣装、少し胸元が開きすぎていないか、あれで人前に出るなんて……しかし時間もない。

　結局、カタリナには胸元を隠すようにストールを巻かせた。衣装係が『あの、これは少し合わない気が』とか言ってきたが視線だけで黙らせた。

　カタリナ自身はこういう衣装なのだと思ったようだ。




　そうして、ついに舞台の幕があがった。カタリナが演じることになったのは主人公をいじめる義姉の役だ。

　カタリナにはあまりに似合わないが仕方ない。

　本当なら、僕の相手役である主人公をやってくれれば、一番嬉しかったのだが……突然のことでしかもたいした台詞もない役であんなにいっぱいいっぱいになっているカタリナには厳しいだろう。

　主役であるマリアが舞台に立ち、しばらくするとカタリナの出番がやってきた。

　先ほどから何やら必死に手のひらに何かを描き、それを口に運ぶという謎なぞの行動を繰り返していたカタリナが慌てて舞台へと出ていく。

　そして、舞台に出たカタリナはそのまま止まってしまった。

　ああこれはもしかして、台詞を忘れてしまったのか……何度も練習していたならまだしも、突然のことだったからな。

　あんなに自然体で生きているカタリナには演技をするということだけでいっぱいなのだろうから。

　一応、こういう事態も想定してあったので、フォローしようと僕が動き出した時、

「本当に身の程知らずですこと」

　その声が舞台からあがった。それは用意されていた台詞とはまったく違うものだった……驚いて舞台に目をやると、そこにはまるで別人のような顔をしたカタリナが立っていた。

　正直、演技とはいえ他人に嫌がらせをする役なんて、あの抜けているカタリナではこなせないと思っていた。

　彼女の内面をよく知っているからこそ、きっと役とは不釣り合いになってしまうだろうなと思っていたのだが……。

　舞台には彼女であって彼女ではない別の女性がそこにいた。

　目を吊り上げ、意地悪そうに微笑むその顔はどう見ても主役をいじめる義姉だった。

　まさか、カタリナにこんな演技ができるなんて、九年間、散々と驚かされてきてそろそろもう驚かされることもなくなってきたと思っていたのに……さすがカタリナだ。

「あなたなんて床に這はいつくばっているのがお似合いよ」

　台本の台詞ではないのに、なんとも役に合った台詞を自然に繰り出すカタリナから、気が付けば目をそらせなくなっていた。

　そこには僕がまだ知らなかったカタリナがいた。




　カタリナの演技に魅了されつつも、自分の役もこなして劇は問題なく終わった。

　そしてカタリナの演技に惹きつけられたのは僕だけではなかったらしく、劇が終わるとカタリナは一気に囲まれていた。

　ああ、知らないカタリナが見られたのは嬉しかったが、これではまたカタリナを慕う者が増えるかもしれない。

　こんな風に人前に出すのではなかった。

　そんな風に後悔しつつも、なんとか人の波をかき分けカタリナの元へと行き賛辞を贈ると『この後の舞踏会ではしっかりエスコートしますよ。婚約者どの』と周りをけん制してきた。

　他の生徒会メンバーから険しい視線を受けたが、舞踏会でのエスコートは婚約者の役目とされているので、そこはさすがに邪魔できまい。

　日中には全然、話すこともできなかったため、夜にはたっぷりと楽しむ予定だ。

　舞踏会では思う存分にカタリナを抱きしめられる。周りの様子に疎いカタリナはそれが普通だと思っているらしく身を任せてくれる。

　おそらく、他のライバルたちもダンスに誘ってくると思うが、今日はそう簡単には渡してやるつもりはない。

　先ほどの劇で僕の知らなかったカタリナを見てからやたら身体は熱いし、鼓動の速さも落ち着かない。

　舞踏会では、心ゆくまでカタリナを堪能したい。

　学園祭の最終の後片付けなどの仕事をこなしつつ、僕はこれから始まる舞踏会でカタリナを久しぶりに独占できる時間に思いを馳はせる。

　ああ、さっさっと仕事を片付けカタリナを迎えに行かなければ……しかし、そうして意気揚々と迎えに出向いた部屋にカタリナはおらず……そして舞踏会が始まっても彼女の姿を見つけることはできなかった。

　舞台の姿を最後にカタリナは僕らの前から姿を消してしまったのだ。







第三章　囚とらわれの身







　目を覚ますと、そこには見知らぬ天井があった。

　むくりと起き上がり周りを見渡す。寮の部屋と同じくらいの大きさの部屋、家具もそこそこに値のはる感じのものが置かれている。あれ、ここどこだったっけ？

　私は確か、劇に出て悪役を見事に熱演して絶賛されて、調子に乗って鏡の前でポージングしていたら、時間なんで舞踏会へ移動しましょうと言われて……あれ？　その後はどうしたのだったっけ？

　それに確かあの時は夜だったのに、今は窓から明るい日差しが差し込んでいる。

　頭にはてなを浮かべていると、扉が控えめにノックされ女性が一人現れた。

　茶色の髪に青い瞳ひとみのかなり地味な雰囲気の女性は、私が起き上がっているのを見ると。

「ああ、お目覚めになられたのですね」

　とほっとした様子を見せた。

「あ、はい……」

　思わず返事をしつつ、あれ、この人誰だれだったっけ？　と疑問に思う。見覚えのない女性である（私の場合、少し会っただけでは忘れている可能性もあるが）。

　とりあえず、こういう時にすかさずフォローしてくれるジオルドやキースは今、ここにはいないようなので、ここはもう直接、聞くしかないな。

「……え～と、あなたは？」

「失礼しました。ご挨あい拶さつが遅れて申し訳ありません。私はラナと申します」

「ラナさん？」

　う～ん、どうやらこの感じだと初対面でよさそうだな。よかったまた忘れてたわけじゃなくて。

「ラナと呼んでください。本日よりカタリナ様の身の回りのお世話をさせて頂きます」

　ああ、ラナさんはメイドなのかな？　そういえば服装もメイド服だ、あれ、でもそれなら……。

「あの、でも私には、幼い頃ころから私付きのメイドがいるんですが……」

　自分でそう言って、そういえばアンはどこだろう？　と疑問に思った。

　いつもなら私が起きると、まるで忍者のように素早くやってきて、ぐちゃぐちゃになった髪を直してくれたりするのに。

「すみません。そのメイドはここにおりませんので、ここでは私がすべてお世話させていただきます」

「……はぁ」

　そうかアンはいないのか、それは心細いな。……ん、というかそういえば、

「あの、ここってどこですか？」

　今さらながら、ここがどこかまったくわからない。そもそも私は一体、いつここへやってきたのか。

「すみません。それは、お答えはしてはいけないことになっておりますので」

　私の問いにラナは困ったような顔をした。

「へぁ、答えられないって、それは一体どういう……」

　予想外の答えに間抜けな声をあげる私に、ラナは困った顔のまま。

「それはもう少ししたら、おわかりになるかと思います」

　ラナがそう口にした直後だった、再び扉がノックされ、そこから新たな人物たちが現れた。

　一人は、眼鏡めがねをかけた青年、青みがかった髪に瞳のかなり美しい男の人だ。ジオルドのような正統派の美形というより色気の溢あふれる色男的な風ふう貌ぼうだった。

　そんな色男はクラエス家では、だいぶお年のおじいちゃんがいつも着ている服と同じ服を着ている。その服の名は執事服だ。

　正直、クラエス家のおじいちゃん執事もそれなりにこの服を着こなしており、私は心の中でこっそりセバスチャンと呼んで称たたえていたが……この眼鏡の青年の執事服姿、完全にうちのセバスチャンの完敗である。

　そんなセバスチャンに敗北をもたらした青年の後ろには、それは小柄な人物が立っていた。

　入ってきた時は青年の陰になっており、尚且つ青年の美形オーラが半端なかったので、すっかりかすんでいたのだが……改めてその人物に目を移すと、茶色の髪と瞳、小さめの身長に大きな目、まるで小動物のようで思わず守ってあげたくなるような少女。

　かなり忘れっぽくて、人の名前や顔を覚えるのがとても苦手な私だが、さすがに彼女のことは覚えていた。だって私の中ではついさっき会ったばかりだったから……学園祭の魔法の成果発表の場で挨拶を交わした彼女、イアン王子の婚約者セリーナ・バーグ。

　なぜ、彼女がここに？　というか本当にここはどこなのだ？

「無事にお目覚めになられたのですね。よかった」

　突然のセリーナの登場でより困惑する私をよそに、彼女は私の顔を見て、先ほどのラナと同じようにほっとした顔をした。そして、

「カタリナ様、手荒なことをしてしまって本当に申し訳ありません。しかし、事が済みましたら必ず無事にお帰ししますので、どうかそれまではここで過ごしください」

　そう言って深く頭を下げてきたが……。

　え、手荒なことってなんだ？　私はどうしてこんなどこかわからないところにいるの？

　必死に記憶を辿たどると……舞踏会の会場に案内してくれるっていう子についていったら、どうも違う場所に連れて行かれて、突然、誰かに腕を掴つかまれたかと思うと口に何か布のようなものを当てられて、そしたら意識が……あれ？　なんか前世のマンガで読んだことあるような展開だ。ちなみにマンガでこんな展開になったら……。

「……誘拐……」

　思わず口を出たその単語に、セリーナはビクッと小動物が驚いたような感じになり、それは申し訳なさそうな顔で、また深く頭を下げた。

「本当にすみません。でも絶対に危害は加えないと約束しますので」

「！」

　まじか！　本当に誘拐されていたとは！

　誘拐なんて前世のマンガの中だけの出来事だと思っていたのに……まさかだ。

　しかし、前世の平凡サラリーマン家庭の娘だった時ならいざ知らず、今の私は仮にも公爵家の令嬢である。誘拐の危険だって十分にあったはずだ。

　だが、今までは乙女おとめゲームの破滅フラグを回避するのに必死でそんなことまで、考えたことがなかった。しかも、今はそんな破滅フラグもようやく乗り越えることができてすっかり浮かれていて完全に油断しきっていた。

　ああ、こんなことになるならキースの忠告をもっとしっかり聞いて色々と気をつけていればよかった。

　それにしても、私は一体、いくらの身代金と引き換えに帰してもらえるのだろうか、仮にも公爵家の娘なのだから、額はかなりのものだろう。

　娘命のお父様ならいくらだろうとポンと払ってくれるだろうけど……お母様はどうだろう？

　もしあんまりに高額だったら……『しょうがありません。うちにはキースもいるしあのアホ娘のことは諦あきらめましょう』なんて言い出したらどうしよう！　なんかあまりにもリアルに想像できて自分でもびっくりだ！　嫌だ～、お母様、見捨てないでくれ～！

　もう室内でキャッチボールして、お母様の大事な花瓶とかお皿とか割ったりしないから！　頼む～！　そうして、私は脳内のお母様に必死に懇願する。

　そしてとりあえずはその額をまず確かめなければ！

「……あの、それで私の身代金の額はどのくらいなのでしょうか？」

　どうかお母様が払ってもいいと思える額でありますように！

　しかし、私のこの問いにセリーナは困惑した表情を浮かべる。

「……みのしろきん？」

「はい。誘拐の身代金です。おいくらなのでしょうか？」

「……あ、いえ。そのようなお金をもらうつもりはありません」

　セリーナが焦ったようにそう返す。

「え……お金をとらないのですか？　じゃあなんのために誘拐を？」

　お金が目的じゃないの？　じゃあ、一体なんなのだ？

　自慢ではないがマリアたちのような美少女でもなく（悪役面だし）魔力も低く、頭も悪い私から得られるのは家の財力くらいだと思うのだが……。

　まぁ、農業の基礎は学んでいるので農家の働き手にはなれる気がするが、まさかそんな理由でさらわれるとも考えづらい。

「……それは……」

　私の問いに躊躇ためらいながら、セリーナが口を開きかけると、

「セリーナ様、もうカタリナ様の無事も確認しましたから、お部屋の方へ戻りましょう」
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　それまでずっと沈黙していた色男執事が、セリーナの言葉を遮るようにそう言って、セリーナの肩に手をかけた。

「ルーファス……そうですね。では、部屋に戻ります」

　どうやら、色男執事の名はルーファスというらしい。それにしてもセリーナをエスコートする様子がいちいち艶つやっぽい。

　というか、まだ聞きたいことはいっぱいあったのに！　こんな何にもわからない状態で置いておかれてもなんだか気持ち悪い。

「え、ちょっと待って……」

　呼びかけてみるが、セリーナはまた困った顔を返しただけで、

「すみません。ラナ、カタリナ様をお願いしますね。カタリナ様も何かありましたら、なんでもこのラナに言ってください。できる限りのことは何でもいたしますので」

　そう言って、ルーファスに連れられセリーナは部屋を後にしてしまった。

　部屋に残されたラナに視線を向けるも、静かに首を横に振られる。

　こうして、何がなんだかわからないまま私は、このどこかわからない部屋で過ごすこととなってしまった。








★★★★★★★★★









　僕、ジオルド・スティアートは自分で言うのもなんだが、要領のいい方だと思う。

　たいていのことは簡単にできるし、人の顔色を読むのも得意である。なので、おおよそのことは苦もなく簡単にできた。

　そんな僕が唯一、簡単にできないことがあるとしたら、それは婚約者であるカタリナ・クラエスのことだ。

　八歳の時に出会った彼女に惹ひかれ、八年たった今では自分で驚くほどに気持ちを持っていかれている。

　それなのに……カタリナは一向に僕の手の中に落ちてこない……それどころか、どんどんと遠ざかって行っている気さえする。僕は彼女と過ごせば、過ごすほどに惹かれていくというのに……。

　今日きょうだってそうだ。もう八年も一緒に過ごして、彼女の言動にもだいぶ慣れてきて、もう、さほどのことでは驚いたりしないと思っていたのに……。

　舞台上に現れた見たこともない彼女の姿に、胸は高ぶり、また新たに心を持っていかれてしまった。

　カタリナ・クラエスという女性は一体、どれだけ僕の心を持っていけば気がすむのだろう。

　自分ばかりがどんどん彼女に惹かれていく。

　それなのに、カタリナときたら他ほかの令嬢にすれば簡単に頬ほおを染め上げるような口説き文句をいくら連ねても、頬一つ染めることなく平然としているのだから、正直、少し悔しくなってくる。

　なので、せめてもの意趣がえしで、学園祭後の舞踏会ではいつも以上にたくさん彼女に触れて、その柔らかい身体からだを堪能してやろうと思っていたのだが……そんな僕の希望は叶かなうことなく終わってしまった。

　肝心のカタリナが突然、その姿を消してしまったからだ。

　しかも、姿を消したカタリナの行方ゆくえは、日付が変わった今でもわからぬままなのだ。

　初めは暗くなった学園内で迷子にでもなっているのかと軽く考えていた。カタリナが大人おとなしくしていないのはいつものことであったので。

　しかし、しばらくして、どうもそうではないらしいとわかった。

　そもそも、演劇を終え控室に入った後のカタリナを誰も見ていないというのだ。

　そんなことありえるのか？

　それに、なんだか記憶があいまいだと訴える者が数名いたことも、より不安感を煽あおった。

　昨年に起こった事件が僕の脳裏によみがえる。禁忌の闇やみの魔法をかけられ、その命を奪われそうになったカタリナ。

　しかし、あの事件は完全に解決した。首謀者だったラファエルもその力を失った。

　なのに、今度は一体なんだというのだ！　どうして、カタリナばかりが……。

　それまでの楽しい気持ちから一転し、苛いら立だちながら、必死の捜索を続けても、進展がなく、さらに苛立ちはつのっていく、そんな時、

「……あの、ジオルド様宛にお手紙が届いております」

　僕の使用人の一人が、かなり遠慮がちにそう声をかけてきた。

　おそらくいつもと違い過ぎる僕の様子に躊躇っているのだろう。自分でも自覚はあるが、それでもいつものようにうまく笑うことができない。

　こんな時に手紙なんてと思いつつ、やや怯おびえ気味の使用人のために、険しくなっていた顔を緩めて、

「誰からですか？」

　と尋ねると。使用人は困った表情になり答える。

「それが、差出人の名は書いてないのです」

「差出人の名前がない？」

　普通に考えて、王族に出す手紙に自らの名前を書かないなどということはあり得ない。

　どういうことだ？　どこかの馬ば鹿か貴族が、誹ひ謗ぼう、中傷でも書いてよこしてきたのだろうか。

　そんな風に思いつつ、僕はその手紙を使用人から受け取る。

「内容は見ておりませんが、危険物でないかは確認させて頂きました」

　できた使用人の言葉を受け、心配なくその手紙を開き、中身に目を通すと、そこには考えてもいなかった内容が書かれていた。

「なんだ、これは……」

　僕は言葉を失った。








★★★★★★★★★









　誘拐され、どこかもわからない場所に連れてこられ、おまけに目的は身代金でもないらしい。

　わけがわからない。こんな状況じゃとても落ち着いて過ごすことなんてできっこない！　と思っていたのだが……。

　小腹がすいたと言えばお菓子を持ってきてもらえて、暇だから本が読みたいと言えば持ってきてもらえて、しかもドレスだと寛くつろげないと言えば、なんだか肌触り抜群の部屋着を持ってきてもらえた。

　学園にいれば、やれ学問の授業だ、実技の授業だと忙しい時間帯に、部屋で好きなだけゴロゴロできる。

　これがクラエス家ならお母様が目を吊つり上げ『いつまでもゴロゴロしていないでマナーの訓練でもしなさい！』とか言って乗り込んでくるだろう。

　しかし、ここでは誰もそんな風に乗り込んでこない、もう好きなだけ本を読んでお菓子を食べてゴロゴロできる。

　見知らぬ場所で目を覚まし半日あまり、私はすっかり快適に過ごし始めていた。

　そんな私を見ていたラナが微妙な顔をして、

「私の立場でこのようなことを申しあげますのは可笑おかしな話ですが、カタリナ様は不安ではないのでしょうか？」

「不安？」

「はい。ここがどこか？　なんの目的でさらわれたのかもわからないのに」

「！」

　は、そうだった！　私、さらわれた身だった。なんか至れりつくせり快適すぎて忘れかけていたよ。

「そ、そうだった」

　ラナに言われ自分の置かれた状況を思い出し、はっとすると。

「まさか……忘れていた」

　ラナが青い目を見開いてひどく驚く。なんだかいたたまれない気持ちになって。

「すみません」

　と謝ると、ラナは俯うつむいてしまった。なんて呑のん気きな奴やつだと呆あきれられてしまったのかも……でも、こんな快適空間を提供されたら気が抜けてもしょうがない。

　俯いたラナの方を見るとその肩が激しく震えている。

　え！　どうしたのだ！　具合でも悪いのか？

「ラ、ラナ、どうしたの？　大丈夫？」

　心配して声をかけると、

「だ、だいじょぶです。失礼しました」

　なんだか少し震えたような声でそう返される。

「本当に大丈夫？」

「はい。大丈夫です」

　今度はしっかりした声でそう返ってきた。そして、ラナは顔を上げ私を見て、

「カタリナ様は本当に、話どおりの方ですね」

　満面の笑みでそう言われた。

「話？」

　話とはなんだろうと思ったが、ラナは、ふふふと魅惑的な笑みで誤魔化してしまった。その笑みは、なんだか前にも見覚えがある気がしたが……ラナとは今日が初対面のはずなのできっと気のせいだろう。

　そうして、自分の状況を思い出し、ラナに尋ねてみたがやっぱり答えられないとのことだった。

　ラナはメイドだし主人が口止めしていることを簡単に話す訳にもいかないだろう（まぁ、うちのアンは私が口止めしても、お菓子を盗み食いしたこととか、花瓶や彫刻を壊したことをあっさりお母様に話してしまうが……）。

　そういうわけで結局、私は引き続き部屋で心いくまでゴロゴロすることにした。

　付いていてくれるラナとも色々、おしゃべりした。

　ラナに私の作っている畑のこと、木登りや魚釣りが得意なことなどを話すと、それは楽しそうだ今度教えてほしいとキラキラした目でお願いされ、すっかり仲良くなった。

　やばい、この生活病み付きになりそう。







　昼ご飯はラナに部屋に運んでもらい一人だとつまんないと駄々をこねてラナと一緒に楽しく食べたが、夜ご飯では別の場所に案内された。

　無駄に長めのテーブルに、食器がスタンバイされていた。どうやらここに夕食が運ばれてくるようだ。

　私は部屋にいた使用人に言われるままに、準備された席に着いた。

　もう一つ向かいに席が準備されているので、もう一人くるのだろうかと思っていると、セリーナがやってきた。その後ろにはやはりあの色男執事がぴったりと寄り添っている。

　大人しく席に座っている私を見てセリーナが声をかけてくる。

「カタリナ様、ご気分は大丈夫ですか？」

「あ、はい。お蔭かげ様で」

　とても快適に過ごさせて頂いて、誘拐されていることも忘れかけておりました。

　なんていうことなど、わからないセリーナは、

「本当に申し訳ありません。昼にはたいしたものがご用意できず、狭い部屋に閉じ込めたまま食事させてしまって」

　そう言ってまた深く頭を下げた。

　この国の貴族は病気の時などを除き、だいたいがこのような場で次々と出される豪華な食事をとる。だからこそセリーナはこのようなことを言うのだろうが、私としては部屋をそう狭いとも思わないし、食事も別にそんなにたくさんの種類はいらない。むしろ、出されれば出されるだけ食べてみたくなり、結果お腹なかを壊すことも多い。

　そう思うと昼ご飯は適量だったし、ラナと楽しく食べられたので、まったく謝ってもらう必要なんてない。なので、

「いえいえ。まったく大丈夫ですよ」

　としっかり本心で言ったのだが、

「……無理をさせてしまって申し訳ありません」

　無理していると誤解されてしまった。

　それは悲痛な顔で俯いてしまったセリーナに、こちらの方がすみませんと謝りたい気持ちになる。

　見ため箱入りのお嬢様といった感じのセリーナ。きっとかなり繊細でそして優しい心の持ち主なのであろう。

　ここで私が『かなり快適に過ごさせてもらっています』と言ってもやはり気をつかって無理していると思われるのだろう。

　どうやらセリーナの目には私もかなり繊細なお嬢様に見えているのかもしれない。

　いや、決して私が繊細でないわけではない……私だって箱入りのお嬢様だ。心もそれなりに繊細にできている。

　例えば、食べようと取っておいたお菓子が先に食べられていたり、収穫まぢかの野菜が鳥に食べられていれば繊細な心が傷つくが……今の状況にそんなことはない。

　だって、食べ物も食べ放題、本も読み放題、おまけにいくらゴロゴロしていても怒られないなんて、快適でしかたない。むしろ、しばらくここで優雅な生活を満喫したいくらいだ。

　だが、そんな私の心境などまったくわからないセリーナはひたすら私に謝り、気をつかってくた。

　運ばれてくる食事をモリモリ食べる私に『無理に食べなくても大丈夫ですよ』と心配そうに声をかける（もちろん、私は無理などしていない。食べたいから食べているだけだ）。

　むしろセリーナの方が全然、食が進んでおらず大丈夫かと思ってしまう。

　正直、私の心配ばかりしているセリーナの方が誘拐されているんじゃないかと思うほど顔色が優れない。

　それから足りていないものはないか、必要なものはあるかなど色々と聞かれた。

　もうなんでも揃そろえてもらっているので本当に十分なのだが……セリーナの気づかいがすごすぎる。この十六年間で一番、甘やかされている気がするほどだ。

　そんなセリーナを見ていると、どう考えてもこの誘拐は彼女の本意ではないと、この少しの間だけでもそれはよくわかった。

　そうして、食事が終わりを迎えた頃、満腹になって『やぁー満足満足』と心の中で呟つぶやいていると、隅に控えていたラナと目が合った。すると、その目が細くなっていることに気づく。

　これは！　また誘拐されてるの忘れているでしょと呆れられている！　いや、決して忘れていたわけではない。快適で少し気が緩んでいただけだ。なので、

「あの、セリーナ様。私はなんの目的でここに連れてこられたのでしょうか？　セリーナ様は事が済めば帰してくださると仰おっしゃいましたが、そのこととは一体、なんなのでしょうか？」

　セリーナにもう一度、最初にした質問をぶつけてみた。私は誘拐されていることを忘れている訳ではないわよ！　快適バカンス気分になんてなっていないから！　ええ、決して！

　私の言葉に、セリーナのただでさえ優れなかった顔色がさらに悪くなった。

　うわ、なんかごめんよセリーナ。

「そうですわよね。何もわからないままではカタリナ様もさぞかし不安ですわよね。このままでは夜も眠れないですわよね……」

　いや、とてもよくしてもらっているからほとんど不安もないし、たぶん夜もそれはぐっすり眠れる自信があるが、とりあえず私は黙ってセリーナの話の続きを待った。

「実は、カタリナ様をこの場に連れてきたのは……」

　セリーナがそう口を開いた時、またしてもあの執事ルーファスとやらが、セリーナの言葉を遮る。

「セリーナお嬢様、もうお食事も終わりましたし、部屋に戻りましょう。カタリナ様もお疲れでしょうから早くお休みください」

　セリーナの肩にそっと手を置いて彼がそう言うと、

「……そうですね。では、カタリナ様、お休みください」

　セリーナはまるで人形のような無表情になり、そう言って部屋から出ていってしまった。

　それはなんだかさっきまで話していたセリーナとは別人のようで……なんだか背筋がゾワゾワするような嫌な予感がした気がした。







　結局、ここがどこかもなんでここに誘拐されてきたのかもわからないまま夜を迎えた。

　セリーナには眠れないのではなんて心配されていたが、もちろんそんなことはなく、夕食から眠るまでラナとおしゃべりしたり、とびっきり美味おいしいお茶を入れてもらったりと十分に楽しく過ごし、快適な眠りについた。

　そうして優雅に睡眠をむさぼっていると、

「カタリナ様、起きてください」

「嫌よ、まだ眠い。もう少し寝せてよ。アン」

「私はアンではなくラナでございます」

「ん……ラナ？」

　あれ、アンじゃないの？　ラナって誰だっけ？

　なんとか目を開けるとそこはいつもの寮の部屋ではない。

　あれ、ここどこだっけ？

　ぼんやりと起き上がり周りに目をやると、ようやく少し意識が覚かく醒せいしてここがどこか思い出した。そうだった、私、誘拐されてこの快適部屋に連れてこられて。

　部屋はまだ暗く、ランプの明かりだけがぼんやり灯ともっている。あれ？　まだ朝じゃない。

「カタリナ様、お客様です」

「え、お客様？」

　こんな夜中に誰が？　ベッドから下りると、半分寝ぼけたままの私はラナによって寝間着と髪を直され、椅い子すへと促される。

　すると、扉を静かに開けて小柄な人影が現れた。

「……セリーナ？」

　ランプに照らされたのは小動物のように愛らしいご令嬢、セリーナ・バーグだった。

　こんな時間に一体、どうしたのだろう？　うう、それにしてもまだ眠い。眠気を覚ますため目をゴシゴシとこする。

「はい。カタリナ様、こんな夜更けに本当に申し訳ありません。でも、どうしてもカタリナ様が不安で眠れぬ夜を過ごしておられるのではないかと心配になって……」

　そう言うセリーナの方こそ眠れなかったようだ。先ほどよりもっと顔色が悪い。

　ちなみに私の方は、夕食も美味しいものをたっぷり食べて、すこぶるよく眠っていたのできっと顔色も艶々だと思う。なので、誰が見ても心配なのはセリーナの方だと思う。

「……先ほどの夕食後には、なぜか話してはいけないという思いが強くなってしまったのですが、やはり当人であるカタリナ様に何も伝えないのはいけないと思いまして……」

　セリーナはだいぶ思いつめた顔をしていた。私がぐーすかと寝ていた間にも色々と悩んだのかもしれない。なんか申し訳ない。

「え～と、それは、私がここに連れてこられた理由ですか？　やはり、セリーナ様はご存じなのですね」

「はい……この誘拐は私が企くわだてたことですので」

「！」

　えっ、セリーナ様が主犯なの！　もう罪悪感でいっぱいっていう顔ばかりしてるからてっきり利用されているだけか、下手へたしたら脅されているのかとも思っていたのに……まさかの主犯だったなんて……。

　ポカーンと口を開けて驚く私をよそに、セリーナはまるで懺ざん悔げするように語り始めた。

「私は、カタリナ様を誘拐し、その身柄を盾にしてジオルド様に王位継承権を捨ててもらおうとしているのです」

「……ジオルドに王位継承権を捨てさせる？」

　はっきり言ってまったく予想していなかった理由だった。

「はい。イアン様に王位を継いでもらうために……」

　それまで暗かったセリーナの瞳に強い意志が見えた。

　そうして、セリーナは語り出した。この誘拐の全ぜん貌ぼうを――。




　ところどころに難しい話もあったが、とりあえず聞いた話を大おお雑ざっ把ぱにまとめてしまうと、要は最近、ジオルドが力をつけてきており一部の貴族たちから王位を彼にという声があがってきているらしい。

　現在は長兄ジェフリーと次兄イアンが王位を手にするべく競い合っているのだが、そこにジオルドまでもが加わると、さらに王位の争奪戦は激しさを増してしまう。だから、そうなる前にジオルドに王位継承権を捨ててもらいたいのだそうだ。

　だがなぜ、最大のライバルジェフリー王子をすっとばしてジオルドなのだろう？　とか疑問に思うことはあったが……とりあえずは、

「私の身柄を盾にしたところで、ジオルドが王位継承権を捨てるとは思えないのだけど……」

　確かに、ジオルドとはもう九年来の友人でありそれなりに仲もよいと自負しているが、だからといって、いち友人のために王位継承権なんてたいそうなものを捨てるだろうか？

　それこそ、私がジオルドの恋人か奥さんならまだしも……私はただの防波堤代わりの婚約者だ。そこまではしてくれない気がする。

「まさか、ジオルド様はカタリナ様のことをそれは愛しておられると有名ではありませんか。カタリナ様のためならばなんでもしてくださいますわ」

　とセリーナは熱く語ったけど……いや、それはきっと腹黒王子があまたのいいよる女を寄せ付けないために流しているデマである。そう思ったが……。

「とても愛されていて羨うらやましいですわ」

　頬を火照らせそう言ったセリーナを前になんだか夢をこわしちゃいけない気分になり口を閉ざした。
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　ジオルド様、キース様、アラン様、メアリ様、ニコル様、ソフィア様、マリア様、学園の生徒会メンバーである方々が寮の一室に勢揃いされている。

　しかし、本来ならこの部屋にいるはずの、私、アン・シェリーの主あるじであるカタリナ様だけがいない。

　学園祭の終わりにカタリナ様の行方がわからなくなってから半日ほどがたった。

　そして、ジオルド様の元に差出人不明の手紙が届けられた。

　その手紙には『カタリナ・クラエスの身柄は預かった、無事に帰してほしければ王位継承権を放棄せよ』という内容が書かれていたのだ。

　そうカタリナ様は、ただ行方がわからなくなっただけでなく、誘拐されていたのだ。

　手紙を受け取ったジオルド様はすぐにこうして皆様を集められ、そのことを説明した。

　カタリナ様の安否を気にして落ち着けなかった私のことも気づかっていただき、こうしてこの場にいることも許してくださった。

　ジオルド様の話が終わると、ただでさえ顔色の悪かった皆様の顔がさらにこわばっていた。おそらく私自身もひどい顔をしていることだろう。

　話が終わっても、なかなか誰も口を開かず、重い沈黙だけが部屋を支配してたが、しばらくして、

「それで、ジオルド様はどうされるおつもりですか？」

　キース様が口を開かれた。そして強い視線をジオルド様に向ける。

「カタリナが無事に帰ってくるのならば、王位継承権などいくらでも放棄しますよ。ただ、すぐにできることではなく時間がかかるのです。もし、その間に何かあっては……」

　すっかりいつもの笑顔を失ったジオルド様が険しい顔でそうおっしゃると、同じように険しい顔をしたニコル様も、

「……それに、ジオルドがこの要求にしたがったとしても、カタリナが本当に無事に帰ってくるとは限らない。もし、彼女が犯人を見てしまっていれば口封じに殺されるいうことも考えられる」

　と重々しく口にした。

「そんな！　勝手にさらっておいて姿を見られたから殺すなんてそんな理不尽なこと……」

　ソフィア様がまるで悲鳴のような声でそう叫んだ。

　私も口にこそしなかったが、胸の中では同じことを叫んでいた。

「誘拐なんて犯す奴なのだから、理不尽もなにもあったものじゃないだろう。ありえることだ。そうするとジオルドが条件を呑めば解決ってわけでもないな。むしろ、悠長に継承権捨てる準備するより早くあいつの居場所を探したほうがよさそうだな」

「アラン様、たまにはいいことをおっしゃいますね」

「……たまにはが余計だ。メアリ」

「ふふ、失礼しました。そうなると怪しい人物や屋敷を片っ端から潰つぶしていけばいいのかしら？」

　なんだか黒い笑みで笑うメアリ様に、キース様が否を唱えられる。

「いや、さすがに手当たりしだいはちょっと……それにそれだとかなり時間もかかるだろうし」

「あ、あの、事件には闇の魔力が関わっている可能性があるのですよね？」

　マリア様が必死な様子でそう声をあげた。

　そうなのだ。どうもあの学園祭の日にカタリナ様を最後に見たのではないかと思われる人々の中には記憶があいまいだという者が何人かいたのだ。それは、昨年に起こった事件に似ていた。

　闇の魔力という王家によって隠されていた禁忌の魔力、それは人の心を操れる魔力だ。

　その存在をここにいる皆様とともに私が知ることとなったのは、昨年起こった事件がきっかけであった。

　昨年、ある事件が起きた。そこでカタリナ様はある人物に、闇の魔法をかけられ一時的に覚めない眠りについてしまった。皆でそれは心配したのだが、カタリナ様の活躍もあり無事に事件は解決した。

　その事件の過程で、ここにいる皆様、そしてカタリナ様に、一番長く付きそっていた私に他言しないことを条件にジオルド様が教えてくださったのだ。隠された闇の魔力の存在を。

　しかし、昨年の闇の魔法の事件は解決し、その犯人であった人物も今では皆様とよい関係を作っている。

　だから、今回はまたその魔法が使われたのだとしたら……別の闇の魔力保持者が関わっているのではないかと考えられた。

「もし、本当に闇の魔力が使われていたなら、私が怪しい人たちを見ていけば、わかるかもしれません」
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　そう言ったマリア様は国でもほんの一握りしかいない光の魔力保持者であり、それ故に本来なら見ることのできない闇の魔力を視覚することができるのだ。

　確かに、マリア様に見てもらえば誘拐の犯人も特定できるかもしれない。私には素晴らしい案に思えたのだが……。

「確かに、いい案だとは思いますが、確か闇の魔力が見えるのは使っている時、使って少したった後でしたよね。そうなると、もう半日近くたっていてはもうなくなっているのでは？」

「……それは……」

　マリア様に顔が曇る。あぁ、私も素晴らしい案だと思いましたのに……。

「やっぱり、片っ端から潰していくしかなさそうですね」

「ちょっと、待てメアリ、どこへ行くつもりだ落ち着け！」

　アラン様の制止をさらりと流し、より濃くなった黒い笑みを浮かべたメアリ様が扉に手をかけようとしたその時、扉がノックされ、新たな人物が入ってこられた。

「メアリ様、どこに行かれるつもりですか？」

「あら、ラファエル様、お久しぶりです。もちろん、カタリナ様を捜しにいくつもりですわ」

　それは、昨年に事件を起こされ、今はそのこともあり魔法省に勤めているラファエル・ウォルト様だった。

　おそらく彼も事情を知っていたのだろう、メアリ様の言葉に怪け訝げんな顔をすることなく答えた。

「あてはあるんですか？」

「とりあえず、怪しいと思われるところを片っ端から潰していくつもりです」

　胸をはってそう宣言するメアリ様に、ラファエル様は小さくため息をつかれた。

「それは、あまりにも無謀すぎますよ」

「しかし、こうしている間にもカタリナ様に危険が及ぶかもしれないのですよ！　じゃあ、どうしろというんですか！」

　そう叫んだメアリ様の瞳には涙が浮かんでいた。強気でいるように見えて本当は不安だったのだろう。

　そんなメアリ様にラファエル様は優しく微笑ほほえむ。

「大丈夫ですよ。カタリナ様に危害が及ぶことはありませんから」

　きっぱりとそう言ったラファエル様にジオルド様が、強い視線を向ける。

「それは、どういう意味ですか？」

「カタリナ様には、最強の護衛が付いていますので、その身に危険が及ぶことはございません。ですから、もう少しお持ちください」

　そうしてラファエル様は力溢れる口調で言った。

「カタリナ様は必ず助け出します」
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　私は泣きじゃくるセリーナの背を撫なでながら途方にくれていた。

　もう、どうしたらよいのかわからない。

　そもそもは私のためにジオルドは何でもしてくれるという話から（まぁ、誤解なのだが）『とても愛されていて羨ましいです』と頬を火照らせたセリーナは、そのすぐ後に……『本当に羨ましいです』とそれは切なそうに言ったと思うと、おもむろにその大きな瞳からボロボロと涙を流しはじめてしまったのだ。

「セ、セリーナ！　どうしたの、大丈夫？」

　慌てた私が、セリーナに近寄りその肩を抱くと、

「……カタリナ様……こんなことをしでかした私のことまで心配してくださって……本当に噂うわさどおりで聖女様のようですわ。それに比べて私は……本当に駄目で、これではイアン様に嫌われてしまうのも当たり前ですわ」

　そう言うとセリーナはさらに泣き出してしまったのだ。

　噂？　聖女？　なんだかよくわからない単語もあったが、それよりも本格的に泣き出してしまったセリーナをどうしてよいかわからず、私は寄り添い、ただその背を撫でていた。

　そうして、しばらくどうしようもなく背を撫で続けていたが、ある程度の時間がたつとセリーナも少し落ち着いてきた。

「すみません。取り乱してしまって……」

　目を真まっ赤かにはらしてそう言うセリーナの姿はなんだか今にも崩れ落ちてしまいそうだった。

「……少し、カタリナ様とジオルド様の仲が羨ましくなってしまって……」

「羨ましい？」

　腹黒王子と防波堤婚約者、どう考えても羨ましいような仲ではないが、セリーナは愛する者同士と誤解しているみたいだからな……。

「はい。互いに愛し合って、支え合えるなんて素晴らしいです」

　うん。完全なる誤解だ。

「……カタリナ様たちだけではありません。ジェフリー様とスザンナ様も、アラン様とメアリ様も対等で支え合える関係で本当に羨ましいです」

　ジェフリーさんとこは知らないが、メアリたちは対等かな？　どちらかというとメアリの方が強い気がする。時々、メアリをエスコートするアランが、親分に従う手下に見える時がある。

　しかし、なんとなく今この雰囲気でそんな発言はできず、私は黙ってセリーナの話に耳を傾ける。

「スザンナ様は国で一番の才女と称たたえられて」

　ほぉー、あのセクシーな美女はそんな風に言われているのか。

「メアリ様は貴族令嬢の鑑かがみと称えられて」

　確かに、メアリは本当にすごい。ダンスも礼儀作法も完かん璧ぺきだ。それは手下の一人くらいできるだろう。

「カタリナ様は聖女様のようだと称えられて」

　え、私！　聖女のようだと称えられてるの！　いや、残念ながらまったく聞いたことないんだけど、むしろ称えられたこととかないんだけど。

　しかも聖女って……あ、もしかして字が違うのかな勢いある女と書いて勢女とか？　授業でよく『勢いだけはある』って先生に褒められるからね。

「そんな皆様に比べて、私なんて、何も秀でたものもなく……魔力も弱いし頭もそれほどよくなくて……イアン様を支えるどころかお荷物にしかなれない駄目な婚約者で」

　そう言ったセリーナの瞳にはまた涙が浮かんできた。

「だから、せめて少しでいいからイアン様の役に立ちたくて……このような事件を企ててしまったのです。カタリナ様本当に申し訳ありません」

　セリーナの瞳から涙がこぼれた。

　魔力も弱くて、頭もそれほどよくないって……親近感を感じた。

　それにしても、これでようやくセリーナがこんなに申し訳なさそうな顔ばかりしながら事件を起こした理由が見えた気がする。

　セリーナはやり方はちょっとあれだったが、ただ好きな人の役に立ちたかっただけなんだ。

　そう思うと何だかセリーナが愛らしく思えてきた。

「もちろん、すべて終わったら責任をとる覚悟もできております」

「え、責任？」

「はい。イアン様との婚約は破棄し、罪を償うべく出頭するつもりです」

　セリーナは迷いのない目でしっかりとそう言った。

　え、婚約破棄して出頭！　なんだそれは！

「な、なんで？　セリーナはイアン様が好きだから役に立ちたいと思ってこんなことをしたんでしょう？　それなのに婚約を破棄して出頭だなんて……それでいいの？」

「はい。私が勝手にイアン様をお慕いしてしでかしたことですので、覚悟はできております」

「勝手にお慕いしてって二人は婚約者でしょう？」

　これではまるでセリーナが一方的にイアンに片かた想おもいしているようだ。

　しかし、私の問いにセリーナは切なそうな顔で口を開く。

「……私は幼少時に、公爵家で王子と釣り合いの取れる年齢であり魔力も持っているからとイアン様の婚約者に選ばれましたが……先ほども言ったとおり私の魔力は弱く勉強だってできない。次第に両親や親族からも『王子の婚約者を別の者にした方がよいのでは』と言われるようになってきました。当たり前ですよね、他の王子の婚約者様は皆、王子の力になれる方なのに、私だけが役立たずで駄目で、足でまといにしかならないのですもの」

　いや、私の家でもお母様がいつも『ジオルド様は婚約者を代えた方がいい！　うちの娘ではジオルド様の足を引っ張るだけだわ』と言っている。

　うん、なんかセリーナに感じていた親近感が段々と強くなる。なんだか私たちはよく似ている。

　そんな私の内心などわからないセリーナはさらに続ける。

「それに、イアン様自身もきっと、もうこんな私を嫌ってらっしゃるわ」

　そう言って彼女は顔を伏せた。

　イアンもセリーナを嫌っている？　私は学園祭の日を思い出した。真ま面じ目めで堅そうな次兄イアンにエスコートされたセリーナ。あの場だけでは二人の仲などわからない。だから……。

「ねぇ、セリーナ様。イアン様にそのことを聞いたことはあるの？」

「えっ！」

「イアン様が本当はセリーナ様をどう思っているのかを聞いたことは？」

「そ、そんなこと聞けるわけありませんわ！　でも、イアン様はいつも私にそっけなくて、周りも皆、イアン様はもう私のことなど嫌いなのだろうって言っていて……」

「でも、それは周りの言うことで、本人が言ったことではないのでしょう？　そっけないのも気のせいかもしれないわ」

「……でも」

　周りの言うことなんかあてにならない。特に『貴族社会なんて口から出まかせばかりだから気をつけること』といつも賢い義弟おとうとは言っている。

　そんな噂ばかり信じていたら、私なんてジオルドに愛される素敵令嬢という実際と真逆の存在になってしまう。それに、

「人の気持ちは、その人自身にしかわからないものだわ。だから、本当のことを知るにはちゃんと本人に確かめてみなきゃ！」

「……確かめる？」

　セリーナが伏せていた顔をあげた。

「そう、ちゃんとイアン様と話をしてみなきゃ！」

　だってちゃんと話してみなきゃ何にもわからないままだもの。今だって、こうしてセリーナと話したことでセリーナという子のことが色々とわかったのだから。

　セリーナはまん丸い茶色い瞳を見開いて私の方をじっと見ていた。

「ねぇ、セリーナ様。あなたはさっきから自分なんて駄目だとばかり言っているけど、そんなことないと思うわ」

　正直、セリーナが気にしている魔力が弱いというのも勉強ができないというのも私と一緒だし、たいていの人がそんなもんだ。一部のハイスペックな人たちがちょっとすごすぎるだけだ。

「そんなことなんかより、あなたは、ほとんど他人の私を眠れなくなるまで心配してくれて、好きな人のためになるなら自分は捕まる覚悟さえ持っている」

　私にはとてもじゃないがそんなことはできない。しかも相手には嫌われているかもしれないと思いながらも、そんな覚悟ができてしまう。

　もしジオルドに嫌われていたら撃退しようと、ヘビの玩具おもちゃを作製していた私とは大違いだ。

　私はセリーナの茶色の瞳を真まっ直すぐに見た。

「そんなセリーナ様は、優しくて強くて、ちっとも駄目なんかじゃない、素晴らしい人だわ」

　セリーナはその目を見開いた。

「……そんなこと初めて言われました」

　茫ぼう然ぜんとして言ったセリーナに、私はにっこりと笑った。

「じゃあ、これからいくらでも言ってあげるわ。だから、私と友達になってくれませんか？」

　自分の方がよっぽどひどい顔色をしながらこちらの心配ばかり、好きな人のためになら、自分が捕まっても構わないと言い切った、まるで小動物みたいに弱々しく見えて、それでいて潔く強い少女。

　誘拐された者とした者というとんでもない関係ではあったが、この短い時間の中で私はセリーナという女の子をだいぶ気に入ってしまっていた。

　何よりここで話をしてものすごく親近感を持った。きっととても仲良くなれる気がした。

　私は笑顔でセリーナに手を差し出した。

「……自分を誘拐した者にまでこんな言葉をくださるなんて……カタリナ様、あなたは本当に噂どおりの方ですね……」

　私が差し出した手を見つめながらセリーナが呟いた。

　ん？　噂ってなんだろう？　勢女がどうのってやつかな？

「……こんな、私でよければよろしくお願いします」

　セリーナが私の手を取ってそう言ってくれた。

　そして、しっかりと私の目を見つめ返して、

「…カタリナ様……私、言っていただいたとおりに周りの意見ばかりに流されないで、ちゃんとイアン様本人とお話をしてみたいと思います」

「ええ、まずはそこからよ！」

「はい」

　その瞳にもう涙はなく、顔色はよくないが表情は晴れやかになっていた。

「でも、その前にまずは誘拐なんて馬鹿なことやめなければいけませんね。ここまでの罪も償わなければ」

「なんだったら、内緒にしておくわよ」

　何にも嫌なことなんてされてないし、むしろ快適な生活を提供してもらったくらいだ。ちょっと散歩に出て迷子になっていたことにすれば問題ない。

　そう言う私に、セリーナは苦笑する。

「本当にカタリナ様はどこまでもお優しいのですね。ですが、さすがにそういう訳にもいきません。やったことの罪は償わなくては」

　そう言った彼女の顔はとても凛り々りしかった。

　ああ、この子は本当に潔くそして強い、見た目は可愛かわいいのに惚れ惚れしてしまう。

「では、すぐにカタリナ様のことをジオルド様の元にお帰しいたしますね。準備してまいります」

　そう言ってセリーナは立ち上がり扉に向かった。

　しかし、扉に手をかけ開いた直後、セリーナの身体はゆっくりと崩れ落ちていった。

「セ、セリーナ様！」

　何事かと駆け寄ろうとして、扉から誰かが入ってきていたことに気づいた。

「ちょっと目を離したすきに抜け出してこんなところにきたばかりか、勝手に終わりにしようとするなんて、困りますよ。セリーナお嬢様」

　崩れ落ちたセリーナの肩に手をかけながら、彼はそれは美しい笑みを浮かべた。

「あ、あなた、セリーナ様に何をしたの？」

　このタイミングに台詞せりふでこの男がセリーナに何かしたのは明白だった。私は男を睨にらみつける。

「少し眠って頂いただけですよ。この方にはまだ役目がありますから」

「や、役目？」

「そうです。この誘拐やその他の幾多の罪をすべてその身にかぶり、イアン王子ともども消えてもらうという役目です」

「！」

「それに、あなたにもね。カタリナ・クラエス嬢、ジオルド王子とともに消えてもらいますよ」

　セリーナに付き従っていた色男執事、ルーファスはそう言ってそれは楽しそうに笑った。
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　私、セリーナ・バーグが初めて彼と出会ったのは九歳の時だった。




　そこに現れたのは今まで見たこともないくらいに綺き麗れいな男の子だった。

　そんな彼を前にただでさえ、緊張していた私はさらに硬くなってしまった。

「は、初めまして。わ、わたし、セリーナ・バーグと、も、も、もうします」

　あんなに練習した挨拶も、緊張でひどいありさまになった。そんな私に周りにいた大人たちがクスクスと笑う。

　恥ずかしくて顔に熱があがってきた、きっと顔が赤くなっている。そう思うとさらに恥ずかしくて思わず俯きそうになった私に、

「初めまして、セリーナ。俺はイアン・スティアートだ。これからどうぞよろしく頼む」

　彼は真面目な顔でそう返し、手を差し伸べてきた。

　周りの皆がクスクスと笑った挨拶も、真っ赤になった顔も彼は笑ったりしなかった。

　そうして差し出された温かい手に、幼い私はあっという間に恋に落ちていた。

　これが私とイアン様の初めての出会いだった。

　公爵家に生まれ、王子と同じ年齢、そして魔力を発動している。それが私、セリーナ・バーグがこの国の第二王子であるイアン・スティアート様の婚約者に選ばれた理由だった。そこに本人たちの意志など関係ない婚約だった。

　しかし、私はイアン様に出会い、恋に落ちてしまった。そうして生まれた幼い恋心はどんどん育っていった。

　真面目で一生懸命、不器用な優しさ、会えば会うほど私のイアン様への気持ちは大きくなっていった。

　そして、婚約者になってから十年の月日が流れた今、私は他の誰よりもイアン様のことを愛いとおしいと思うようになっていた。

　そうして気持ちはどんどんと育っていったのに……婚約者に選ばれるきっかけとなった魔力は全然あがることはなかった。

　イアン様に釣り合いたい一心で努力しても、私の魔力は弱いまま、ならば学問だけでもと必死に勉強してもそれほどの成績を収めることもできない。

　魔力を持っていることで、イアン様たちとともに魔法学園に入学はしたが、生徒の誉れである生徒会メンバーにも選ばれることができなかった。

　ジェフリー様も、スザンナ様も、イアン様も皆、選ばれていたのに……私、一人だけが劣等生だった。

　それに、ジェフリー様とスザンナ様はよく一緒に行動しており、それは仲なか睦むつまじくされていたのに……イアン様と私は違った。

　イアン様は必要な用事がなければ、ほとんど会ってくれなかった。

　それに必要な時以外には触れてくれないし、会っていてもどこか一線引かれている気がしていた。

　そんな私たちの様子を見て、周りの人々は『イアン様はできの悪い婚約者を嫌っているのだ』と噂した。

　そして私とイアン様が魔法学園を卒業すると、今度はイアン様の双子の弟であるジオルド様とアラン様が学園へ入学した。互いの婚約者である令嬢たちとともに。

　双子の王子もイアン様たち同様に生徒会メンバーに選ばれたらしい。アラン様の婚約者であるメアリ様も。

　ジオルド様の婚約者であるカタリナ様は生徒会にこそ選ばれなかったが、愛好会ができるほどに学園の生徒たちに慕われているという。

　この話が聞こえてくると……両親や親族から『今からでも王子の婚約者を別の者に代えた方がよいのでは』と言われるようになってきた。

　素晴らしい王子たちに婚約者たち、そんな中で私一人だけがその位置に相応ふさわしくない存在だった……なんで私はこんなに駄目なんだろう。どんなに頑張っても人並み以上にはできなくて、イアン様に嫌われるのだって当然のことだ。

　それでもイアン様の役に立ちたい、どんなことでもいい、今まで迷惑をかけた分少しでも役に立てたら……そんなことばかり考えていた私の前にその人は現れた。

「あなたの思いをお手伝いしましょう」

　そう言って彼はこんな私でもイアン様の役に立てることがあると教えてくれた。







　部屋に入ると彼女はベッドの上に起き上がって、その水色の瞳をこちらに向けていた。

「無事にお目覚めになられたのですね。よかった」

　私は心底ほっとして思わずそう口にしていた。

　屋敷に連れられてきた時の彼女はとてもぐったりしていた。眠り薬を少し使っただけだということだったが、こうしてちゃんと目が覚める彼女を見るまでは気が気ではなかった。

　そして、私は目覚めた彼女に告げなければいけないことがあった。

「カタリナ様、手荒なことをしてしまって本当に申し訳ありません。しかし、事が済みましたら必ず無事にお帰ししますので、どうかそれまではここで過ごしください」

　私はそう謝罪を口にし、ジオルド王子の婚約者であるカタリナ・クラエス様に頭を下げた。

　いくらイアン様のためだとはいえ、関係のない令嬢をこんなところに連れ去ってくることが許されることではないことはわかっていた。

　だから、まずは許されないことでも謝っておかなければと思ったのだ。

　そんな私の言葉を聞いた、カタリナ様はしばらく考え込まれ、そして、「……誘拐……」と口にしたのだ。

　私はとても驚いた。まさか何も説明していない状態で、この状況が誘拐だと気が付かれるなんて思ってもいなかった……カタリナ様の噂は気丈で強く、そして聖女様のように慈悲深い方だというものが多かったが、実はそれだけでなく優秀な方でもあるようだった。

「本当にすみません。でも絶対に危害は加えないと約束しますので」

　私はもう一度、謝罪をする。もちろん許されるはずなどないとわかっているけれど。

　そんな私の言葉を受け、カタリナ様は再び真剣な顔で何かを考え、

「……あの、それで私の身代金の額はどのくらいなのでしょうか？」

　と言った。

「……みのしろきん？」

　なんのことかわからず、繰り返すと、カタリナ様はぐっと身体を乗りだしなんだか険しい顔でもう一度、言った。

「はい。誘拐の身代金です。おいくらなのでしょうか？」

「あ、いえ。そのようなお金をもらうつもりはありません」

　どうやら、カタリナ様はこの誘拐をお金目的と思われたようだった。私は慌てて否定した。

「え……お金をとらないのですか？　じゃあなんのために誘拐を？」

　まったくカタリナ様の言うとおりだった。なんの目的でこんなことをしたのか、わからないままではきっと不安で落ち着けないことだろう。

「……それは……」

　こんなことに巻き込んでしまったのだ。カタリナ様にはちゃんとお伝えしておいた方がいい。そう思い口を開こうとしたのだが……。

「セリーナ様、もうカタリナ様の無事も確認しましたから、お部屋の方へ戻りましょう」

　そう言って執事のルーファスに肩に手を置かれた、すると、ああ、そのとおりだ、戻らなくてはという気持ちが強くなった。

「ルーファス……そうですね。では、部屋に戻ります」

「え、ちょっと待って……」

「すみません。ラナ、カタリナ様をお願いしますね。カタリナ様も何かありましたら、なんでもこのラナに言ってください。できる限りのことは何でもいたしますので」

　そう言って、私はルーファスとともに部屋を後にしたが……胸にはもやもやしたものが残った。







　カタリナ様の元から部屋に戻ると、なぜかしばらくボーっとしてしまったようだ。少し記憶があいまいになっている感じがした。

　私がそんな風になっている間に昼食の時間は終わり、カタリナ様の昼にちゃんとしたものを出すことできなかった。しかも、お部屋でそのまま食べられたと知り本当に申し訳なく思った。

　こんな知らない場所に突然連れてこられ、なぜ連れてこられたかもわからず部屋に閉じ込められカタリナ様は、きっと不安でいっぱいだろう。

　噂どおりに気丈な方のようで私の前では平気そうにしていたが、今頃は泣いているかもしれない。そう思うと、自分自身で決め行ったこととはいえ、ひどく胸が痛んだ。

　せめてカタリナ様が少しでもよく過ごせるように気を配らなくては、夕食は最高のものを準備しよう。

　夕食の準備ができた部屋へ、ルーファスとともに行くとカタリナ様はすでに椅子に掛けていた。

「カタリナ様、ご気分は大丈夫ですか？」

「あ、はい。お蔭様で」

「本当に申し訳ありません。昼にはたいしたものがご用意できず、狭い部屋に閉じ込めたまま食事させてしまって」

　そう昼間のことを詫わび、頭を下げると、

「いえいえ。まったく大丈夫ですよ」

　と気丈な様子で返された。突然、誘拐され目的も告げられず部屋に押し込められ、大丈夫なはずなんてないのに……無理をさせてしまっている。私の胸はさらに痛んだ。

「無理をさせてしまって申し訳ありません」

　こんな風に繰り返し謝罪をすることしかできない自分がとても情けない。

　食事が始まってからもカタリナ様はまるで全然、平気であるように振る舞われていた。

　心配になり『無理に食べなくても大丈夫ですよ』と声をかけても平気だと笑みまで見せられた。

　むしろ少しも食事が入っていかない私に『大丈夫ですか』と声をかけてくれるほどだ。

　自分のほうがよほど辛つらいはずなのに……カタリナ様は本当に噂どおり聖女のような方だった。

　食事も、もう終わりという頃、カタリナ様が再びあの質問をされた。

「あの、セリーナ様。私はなんの目的でここに連れてこられたのでしょうか？　セリーナ様は事が済めば帰してくださると仰おっしゃいましたが、そのこととは一体、なんなのでしょうか？」

　当たり前だ、気にならないわけがない。きっとずっと不安で心細くておられたのだろう。

　それなのに必死に平気なふりをして……胸がさらに痛くなる、申し訳なくてどうしようもない。もうお話しした方がよい。

「そうですわよね。何もわからないままではカタリナ様もさぞかし不安ですわよね。このままじゃ夜も眠れないですわよね……実は、カタリナ様をこの場に連れてきたのは……」

　私がそう口を開いた時、執事のルーファスが私の言葉を遮る。

「セリーナお嬢様、もうお食事も終わりましたし、部屋に戻りましょう。カタリナ様もお疲れでしょうから早くお休みください」

　肩にそっと手を置かれた。すると、話はしないほうがよいという気持ちがなぜか強くなる。

　……そう話してはいけないわ。ルーファスの言うとおり部屋に戻らなくては。

　彼の言うことを聞かなければ、だって彼はこんな私にもイアン様の役に立てることがあると教えてくれたとても優しい人なのだから。

「……そうですね。では、カタリナ様、お休みください」

　部屋に戻って休まなければ……でもなぜだろう、なんだかまた胸がもやもやする気がする。







　部屋に戻って椅子に掛けたまましばらくまたボーっとしてしまったようだ。最近、こういったことが多い気がするのは気のせいだろうか。

　ふと気が付けば、もう夜もだいぶ更けていた。部屋も闇に包まれている。

　ベッドに移って休まなければ、そう思った時『大丈夫ですか』と心配そうに私を見る水色の瞳が脳裏に浮かんだ……カタリナ様！

　なぜか、部屋に戻ると彼女のことがすっかり頭から抜けてしまっていた。

　誘拐して部屋に閉じ込めるというひどいことをしている私にまで優しくしてくれる聖女と呼ばれる女の子。

　なんで忘れたりしてしまったんだろう、私は本当に最低だ。

　今頃、カタリナ様は不安で眠れぬ夜を過ごしているのだろうに……。

　行かなければ、彼女の元へ行ってせめて私にできることを少しでもしなければ。

　皆、寝静まった深夜、私はそっと部屋を抜け出した。闇に包まれた屋敷の中を静かに進んでいくと、なぜだが頭がすっきりしていく気がした。







　カタリナ様の部屋に着くと、その扉の前にはなぜかメイドが立っていた。今回の誘拐準備のために最近、雇って今はカタリナ様に付いていてもらっているメイドのラナであった。

　扉の前に立つ彼女の顔はとても真剣で、なんだかずっとそこで入り口を守っていたように見えて、ずっとここにいたのかと尋ねると『ちょうど、目が覚めたのです』と返された。

　そんなラナに、カタリナ様に会いたいのだと伝えると、『少しお持ちください』と部屋へと入っていった。そして、しばらくたちラナから『どうぞ』と言葉がかかり、私は扉を開けた。

「……セリーナ？」

　カタリナ様のどこかぼんやりとした声が聞こえた。

「はい。カタリナ様、こんな夜更けに本当に申し訳ありません。でも、どうしてもカタリナ様が不安で眠れぬ夜を過ごしておられるのではないかと心配になって」

　近くによるとカタリナ様は目をこすっていた。きっと、泣いておられたのだ……私はなんてことをしているんだろう。

　少しでもカタリナ様の不安をなくすためにもせめてちゃんと話そう、私は心を決めた。

「……先ほどの夕食後には、なぜか話してはいけないという思いが強くなってしまったのですが、やはり当人であるカタリナ様に何も伝えないのはいけないと思いまして……」

「え～と、それは、私がここに連れてこられた理由ですか？　やはり、セリーナ様はご存じなのですね」

「はい……この誘拐は私が企てたことですので」

「！」

　ひどく驚いているカタリナ様に、私はすべてを語り始めた。

「私は、カタリナ様を誘拐し、その身柄を盾にしてジオルド様に王位継承権を捨ててもらおうとしているのです」

「……ジオルド様に王位継承権を捨てさせる？」

「はい。イアン様に王位を継いでもらうために……」




　それは数か月前のことだった。ルーファス・ブロードという青年が我が家の遠縁にあたる家からの紹介でやってきた。

　彼は仕事もできて、気もきく素晴らしい青年で、家族から見放されそうな駄目な私にもとても尽くしてくれた。私の失敗も嫌な顔一つせずフォローしてくれ、優しい言葉をくれる。

　そんな彼に私はいつの間にか自分の思いを打ち明けていた。

　なんでもいい、とにかくイアン様の役に立ちたいという私の強い思いを、聞いた彼は「あなたの思いお手伝いしましょう」と言ってくれた。

　そうして、彼が考えてくれたのが……ライバルである他の王子たちに王位継承権を破棄させてイアン様に王位をもたらすということだった。

　初めてその計画を聞いた時はそんな恐ろしいことできるはずないと思っていたが『イアン様のためです』『あなたがしてあげられることはこれしかありません』と熱心にルーファスに諭されるうちに、納得していった。

　そして、まず初めにと今回のカタリナ様の誘拐計画を提案してきたのだ。




　私は、カタリナ様にルーファスのことだけは伏せて誘拐の動機、目的をすべて話した。

　なぜ、ルーファスのことを話さなかったかと言えば、話せば私のために色々してくれた彼も罪に問われてしまう、それは申し訳ないと思ったからだ。

　話を聞いたカタリナ様はしばらく考え込む様子を見せ、そして、

「私の身柄を盾にしたところでジオルド様が王位継承権を捨てるとは思えないのだけど……」

　などと言ったので、私は驚いて返した。

「まさか、ジオルド様はカタリナ様のことをそれは愛しておられると有名ではありませんか。カタリナ様のためならばなんでもしてくださいますわ」

　ジオルド様のカタリナ様への溺でき愛あいは社交界でも評判だ。

　実際、ジオルド様が誕生日パーティーの時にカタリナ様をエスコートしている時の様子はそれは幸せそうだった。

「とても愛されていて羨ましいですわ」

　ジオルド様に愛され、そして自身もたくさんの人から賞賛を浴びているカタリナ様……それに比べて私は……。

「本当に羨ましいです」

　思わずそう口に出ていた。

　できの悪い私、他の婚約者たちのように王子を支えることもできない。そう思うと途端に切ない気持ちが押し寄せてきた。

　自分がみじめで、そして情けなくて、気づくと涙がこぼれてきていた。

「セ、セリーナ！　どうしたの、大丈夫？」

　そう言って、カタリナ様が私に近寄り肩を抱いてくれた。

「……カタリナ様……こんなことをしでかした私のことまで心配してくださって……本当に噂どおりで聖女様のようですわ。それに比べて私は……本当に駄目で、これではイアン様に嫌われてしまうのも当たり前ですわ」

　聖女様、カタリナ様は学園でそんなふうに呼ばれている。

　身分にしばられず、すべての者に平等で、慈悲の心に溢れた方。

　王子の婚約者で公爵家のご令嬢、噂は少し大きく言われているものだと思っていたが……自分は誘拐された被害者だというのに、加害者である私にまでこんなにも優しい、本当に泣きたいのはカタリナ様自身だろうに、私を怒ることもせず背を撫でてくれる。

　聖女様、カタリナ様はまさに噂どおりの素晴らしい方だった。

　こんなに素晴らしい方なのだからジオルド様に愛されるのも当たり前のことだ。

　優しい手で背を撫でられ少しずつ気持ちも落ち着いてくる。

「すみません。取り乱してしまって…………少し、カタリナ様とジオルド様の仲が羨ましくなってしまって……」

「羨ましい？」

「はい。互いに愛し合って支え合えるなんて素晴らしいです……カタリナ様たちだけではありません。ジェフリー様とスザンナ様も、アラン様とメアリ様も対等で支え合える関係で本当に羨ましいです」

　カタリナ様の優しい手で撫でられて、ずっと溜ためていた思いがポロポロと溢れ出てしまう。

「スザンナ様は国で一番の才女と称えられて、メアリ様は貴族令嬢の鑑と称えられて、カタリナ様は聖女様のようだと称えられて」

　皆、王子の婚約者に相応しい才覚をもっている。

「そんな皆様に比べて、私なんか、何も秀でたものもなく……魔力も弱いし頭もそれほどよくなくて……イアン様を支えるどころかお荷物にしかなれない駄目な婚約者で……だから、せめて少しでいいからイアン様の役に立ちたくて……このような事件を企ててしまったのです。カタリナ様本当に申し訳ありません」

　今はただこうして詫びることしかできないが……でも、

「もちろん、すべて終わったら責任をとる覚悟もできております」

「え、責任？」

「はい。イアン様との婚約は破棄し、罪を償うべく出頭するつもりです」

　それは、この誘拐計画を実行すると決めた時から決めていたことだ。

　王位継承権は一度破棄してしまえばもう二度と取り戻すことはできない、これは古い時代からの絶対の決まりだ。なので、ジオルド様に継承権を破棄さえしてもらえば、その後に私の罪が公になろうともその事実は覆らない。

　だから、すべてを終えたら、イアン様のために少しでも役に立てたのならば……その後は罪人として生きる覚悟を決めていた。

「な、なんで？　セリーナはイアン様が好きだから役に立ちたいと思ってこんなことをしたんでしょう？　それなのに婚約を破棄して出頭だなんて……それでいいの？」

　カタリナ様が驚いたような声をあげられ、問うてきたが、

「はい。私が勝手にイアン様をお慕いしてしでかしたことですので、覚悟はできております」

　私ははっきりと答える。

「勝手にお慕いしてって二人は婚約者でしょう？」

　カタリナ様に言われた言葉に胸が痛くなる。

　そう今はまだ婚約者である、でも……。

「……私は幼少時に、公爵家で王子と釣り合いの取れる年齢であり魔力も持っているからとイアン様の婚約者に選ばれましたが……先ほども言ったとおり私の魔力は弱く勉強だってできない。次第に両親や親族からも『王子の婚約者を別の者にした方がよいのでは』と言われるようになってきました。当たり前ですよね、他の王子の婚約者様は皆、王子の力になれる方なのに、私だけが役立たずで駄目で、足でまといにしかならないのですもの」

　きっと、そのうち私よりイアン様に相応しい婚約者が選ばれることだろう。

「それに、イアン様自身もきっと、もうこんな私を嫌ってらっしゃるわ」

　あまり会ってくれず、会ってもそっけない感じのイアン様、きっと婚約者が嫌いなのだと皆が言う。

　他の王子の婚約者たちと違って、こんなできの悪い婚約者を与えられ、好きになれという方が無理な話だ。

　それでも、私はイアン様の役に立ちたかった。たとえ嫌われていても、それでも私はイアン様のことが好きだから……。

　しかし、そんな私をカタリナ様はじっと見つめ、口を開いた。

「ねぇ、セリーナ様。イアン様にそのことを聞いたことはあるの？」

「えっ！」

　考えたこともないことを突然言われ、私はとても驚いた。

「イアン様が本当はセリーナ様をどう思っているのかを聞いたことは？」

「そ、そんなこと聞けるわけありませんわ！　でも、イアン様はいつも私にそっけなくて、周りも皆、イアン様はもう私のことなど嫌いなのだろうって言っていて……」

　そうだ、皆が言っているからきっと間違いないのに……カタリナ様はなんてことを言うのだろう。

「でも、それは周りの言うことで、本人が言ったことではないのでしょう？　そっけないのも気のせいかもしれないわ」

「……でも」

　今までまったく考えたこともなかったようなことを言われて、私はひどく戸惑う。

　そっけないのは気のせい？　皆が言っているのは正しいことではないの？

「人の気持ちは、その人自身しかわからないものだわ。だから、本当のことを知るにはちゃんと本人に確かめてみなきゃ！」

「……確かめる？」

「そう、ちゃんとイアン様と話をしてみなきゃ！」

　本人に聞かなくては気持ちはわからない？　イアン様と話してみる？

　そんなことできるのかしら……してもよいのかしら……私なんかが……。

　顔をあげ、カタリナ様を見ると水色の澄んだ瞳が真っ直ぐこちらを見ていた。

「ねぇ、セリーナ様。あなたはさっきから自分なんて駄目だとばかり言っているけど、そんなことないと思うわ。あなたは、ほとんど他人の私を眠れなくなるまで心配してくれて、好きな人のためになるなら自分は捕まる覚悟さえ持っている。そんなセリーナ様は、優しくて強くて、ちっとも駄目なんかじゃない、素晴らしい人だわ」

　カタリナ様はとても優しい目をしてそう言った。

　駄目なんかじゃない……素晴らしい人？

「……そんなこと初めて言われました」

　私は茫然と呟いていた。

　今まで駄目な子だとばかり言われてきた。褒められたことなんてほとんどなく、たとえ褒められてもそれはおべっかばかりの嘘うその言葉だった。

　でも、カタリナ様が嘘をついていないことはわかった。

　真っ直ぐに向けられる目に、嘘など見えず、そして……その言葉はゆっくりと私の心に沁しみわたっていった。

「じゃあ、これからいくらでも言ってあげるわ。だから、私と友達になってくれませんか？」

　差し出された手を茫然と見つめる。

　ああ、この人は本当に聖女様なのかもしれない。

「……自分を誘拐した者にまでこんな言葉をくださるなんて……カタリナ様、あなたは本当に噂どおりの方ですね……」

　胸が熱くなる。この手を取れば、きっと何かを変えることができる気がした。

「……こんな、私でよければよろしくお願いします」

　そう言ってカタリナ様の手をとる。とても温かい手だ。

「…カタリナ様……私、言っていただいたとおりに周りの意見ばかりに流されないで、ちゃんとイアン様本人とお話をしてみたいと思います」

　それまで考えたこともなかった。誰もそんな風には言わなかった。

　もし考えたとしても怖くてできなかっただろう。私なんかがそのようなことをと尻しり込ごみしたかもしれない。

　でも、今ならできる、そう思えた。繋つないだカタリナ様の手から力をもらえた気がした。

「ええ、まずはそこからよ！」

　カタリナ様が真っ直ぐなまなざしを向ける。

「はい」

　一気に晴れやかな気持ちになって私は頷うなずく。

　聖女と呼ばれ、たくさんの人に好かれる少女。

　不思議な人……彼女の言葉、そしてその真っ直ぐな眼差しには不思議な力が宿っている気がした。

「でも、その前にまずは誘拐なんて馬鹿なことやめなければいけませんね。ここまでの罪も償わなければ」

　まずはそこからだ、たとえこのことで婚約が破棄になっても、それは仕方のないことだ。

　それでも、カタリナ様の言うとおりイアン様ときちんと話せれば、きっと私は何かを変えることができる気がした。

「なんだったら、内緒にしておくわよ」

　聖女様は本当に慈悲深い方だった。でも、

「本当にカタリナ様はどこまでもお優しいのですね。ですが、さすがにそういう訳にもいきません。やったことの罪は償わなくては」

　罪を償い、イアン様と話をする。

「では、すぐにカタリナ様のことをジオルド様の元にお帰しいたしますね。準備してまいります」

　そうして私は扉へと向かった。あんなに苦しかった胸はすっきりし、今ならなんでもできる気さえした。







第四章　囚とらわれの生活は続く







　ようやくセリーナから誘拐の目的を聞くことができて、それに仲良くなれそうだったところに現れた執事。ずっとセリーナの傍そばに付き添っていたルーファスという名の青年。

　突然、現れた彼はセリーナに『誘拐やその他の幾多の罪をすべてその身にかぶり、イアン王子ともども消えてもらうという役目です』などと物騒なことを言った。

　そして私にも『ジオルド王子とともに消えてもらいますよ』と言った。

　しかし、そんな発言をしておいて、彼は私が茫ぼう然ぜんとしている間にさっさと倒れてしまったセリーナを抱きかかえ部屋を去ってしまったのだ。

　私が正気に戻り、後を追おうとした時には、すでに部屋の入り口の扉には鍵かぎがかけられていた。

　そうして私は部屋に一人残された。

　時間帯は深夜だったが、さすがの私もこんな状況で再びぐーすかと眠ることはできず……物騒な発言をして去ったルーファスという男のことを考えた。

　突然、床に崩れ落ちたセリーナ。『少し眠って頂いただけですよ』と笑った男。

　あの時のセリーナには学園祭で私がされたように何か薬をかがされたりした感じはなかった。もちろん暴力で気絶させられたようでもなかった。ただ何もなく、その場に静かに崩れ落ちたのだ。

　しかし、あの男は自分がやったことだと言った。

　薬も力も使ったようにはとても見えなかったが、セリーナの肩に男の手がかかっていた。

　何も使わずにただ触れるだけで人を眠らせることのできる力を、私は一つだけ知っていた。

　昨年、巻き込まれた事件で初めて知ったその力、それは闇やみの魔力を持つ者だけが使える魔法、人の心を操る闇の魔法。

　私に誘拐の目的を話そうとしたのにあの男がそれを遮ると、すぐに口を閉ざしたセリーナ、まるで人形みたいに表情のなくなった顔。思い当たることはあった。

　……あのルーファスという男は闇の魔力を持っているのかもしれない。

　闇の魔力は、実は魔力を持つ者なら誰だれでも手にすることができるらしい、ただしそのためには生いけ贄にえを使った儀式を行う必要があるのだ。そしてその生贄は人の命である。

　人の命を奪い得ることのできる、人の心を操る危険な力……闇の魔力の存在は禁忌とされ隠されているのだ。

　もし、ルーファスが本当に闇の魔力を持っているのなら……それは儀式をして生贄を捧げたということだ、ならば彼は誰かを殺あやめている可能性があるのだ。

　ラファエルのように強制的に入れられた場合もあるかもしれないが……倒れているセリーナに向けたあの冷たい瞳ひとみ、そして楽しそうな笑み……なんだか背にゾワリと嫌な悪寒が走った。







　あんなことがあったのに眠れるわけないとか思っていたのに……気が付くと結局、よく眠れていたらしい。

　そう言えば、破滅フラグが来るかもしれない運命の卒業式の前日にも実によく眠れた。ようするに私は、どんな時でもよく眠れるようだ。しかし、誘拐されて闇の魔力を持つかもしれない人に『消えてもらう』と言われても眠れてしまうとは、我ながらびっくりだ。

　そして、そんなよく眠っていた私を起こしたのは――。

「信じられねぇ、あんなことがあった後にここまで爆睡できるとか、こいつどんな神経してるんだよ」

　誰かのひどく呆あきれた声だった。

「んぁ……」

　とてもよく眠っていたのになんだよと思いながら、まだ閉じたがる瞼まぶたをなんとか開けると、そこには昨夜ぶりの男の顔があった。確か名前は――。

「ルーファス……」

「……名前を覚えて頂けているとは光栄です。カタリナ様。もういい加減起きてもよろしいのでは、もう昼過ぎですよ」

　なんだか起きる直前に聞いた口調とはだいぶ違うが、確かにそれは先ほど聞いたのと同じ声だった。じゃあ、私を起こしたのはこの人だったのか。

　しかし、そんなことよりも……。

「え、もう昼過ぎ！」

「……反応するのはそこなのですね」

　ルーファスがまたあの呆れたような声で言ったが……いや、だって自分的にはほんの少し眠っただけのつもりだったからね。

　むしろ、ルーファスが去った後には、今日きょうはきっと眠れないから、夜のうちに作戦を立てよう！　なんだったらこのまま闇にまぎれて窓から下りて逃げられないだろうか？　なんて考えていたのに……まさかの昼過ぎまで爆睡して、しかもおそらく敵である相手に起こしてもらうとか……。

「自分で自分にびっくりだわ」

「……いや、こちらの方がびっくりですから、朝になっても昼過ぎても声も聞こえないから、ふるえて泣いているのかと思っていた相手が……まさか、ベッドで大の字になってグーグー寝てるとか……」

　ルーファスはさらに呆れたという風にそう言った。

　……そうか、私ったら大の字で寝てたのか、それは少し恥ずかしいな。

　しかし、今はそれを気にしている場合ではない。もっと確認しなければならないことがあった。

「聞きたいことは沢山あるんだけど、まずはセリーナは無事なの？」

　突然、倒れてそのまま彼に連れていかれたセリーナ、彼女は無事なのだろうか。

　私は挑むようにルーファスを見ながら尋ねる。

「……噂うわさなんてものじゃないですねあなたは。いいですよ、お答えしましょう。セリーナ様は無事ですよ、自室でよく眠っておられます」

「……そう」

　じっと目を見るが嘘うそをついているようには見えなかったので、とりあえずその言葉を信じてみることにする。

　そして、また噂がどうのと言われた。セリーナが言っていた勢女とかいうやつかな？　でも、とりあえずそれは今はどうでもよい。次に気になることと言えば……。

「ルーファス、あなたは闇の魔力を持っているの？」

　私の質問に彼は少し目を見開いて、それから唇の端を器用に片方だけ引きあげた。

「すごい直球ですね」

　うん、我ながら直球すぎるかとも思ったけど、そもそも私に上手に誘導して聞い出す話術とかはないんで。

「遠回しな聞き方が思いつかなかったから」

「本当に変わった人ですね。それに闇の魔力のこともご存じとは、やはり昨年の事件に、あなたも関わっていたんですね」

「！」

　驚いた。確かに昨年、侯爵家の者が大きな罪を犯したということは社交界で広がったが、そこに闇の魔力が関わっていたことは隠されていたはずだ。

　そんな私の内心を呼んだように彼は続けた。

「驚きましたか？　それは隠されていたはずなのにと……ですが、すべて隠し通せるはずもありませんよ。特にディーク侯爵家と懇意にしていた貴族、後ろ暗い付き合いをしていた者にはね」

　そして、ルーファスはどこか歪いびつな笑みを浮かべた。

「そして彼も闇の魔力に目を付けたのですよ」

「彼？」

「私の主あるじですよ。私は彼の命令で闇の魔力を手に入れ、そしてこのバーグ公爵家にやってきたのですから」

「な、なんのために？」

　雰囲気が変わったルーファスにやや気押されながらそう尋ねると。

「さっきも言ったではないですか、セリーナ様にはこの誘拐やその他の幾多の罪をすべてその身にかぶり、イアン王子ともども王位継承の争いの舞台、しいては社交界から消えてもらうためにですよ。それにあなたとジオルド王子にもね」

「ど、どうしてそんなことを……」

「どうして？　もちろん邪魔だからですよ。我が主は第一王子ジェフリー様が王位を手にするのをお望みですので、そして主は自分の望みのためなら手段を選ばないお方ですので」

「！」

　ジェフリーに王位を、そのためにイアンとジオルドが邪魔である……あれ、アランは？

　これはかなりシリアスな話なはずで、もっと聞かなきゃいけないことがあるはずなのに頭に、ふぁっと浮かんだアランが『なんで俺だけ入ってないんだ』と拗すね始めた。

『いや、でもほらアランはこれからだよ。まだ成長途中だからさ』と頭の中でアランを慰め、現実では口をつぐんだ私をルーファスはどう思ったのか、

「さすがのあなたでも恐ろしくなりましたか？　では、おしゃべりはここまでにしますね。とりあえず軽食をここに置いておきますので、どうぞ召し上がってください」

　と言い『では、ご用がありましたらこのベルで』とベルを一つ置いて出て行ってしまった。

　こうして、私はまた一人部屋に残されることとなった。

　たっぷり寝たのでさすがにもう眠くないので、とりあえず用意された軽食を頂くことにする。

　用意されていたのは小さめのパン数種類だ。

　正直、私にしたら軽食どころかおやつの量だ。もの足りなさを感じながらも、丸いパンを一つ手に取り囓かじり付くと……。

　な、なんだ。これは！　すごくうまい！

　少し前に、学園祭の出店で美味しいものをたらふく食べたばかりだけど、それに負けず劣らない素晴らしい美味おいしさだ。

　このパン生地の外はふっくら、中はもちもちのくせになる食感がたまらない。

　ん、そしてこの皿の脇わきに盛ってあるクリームみたいなものはパンにつけろということだろうか？　絶品のパンに、そのクリームをつけてみる。

　おぉ、これはまた美味しい！　一見カスタードクリームのように見えたが、そうではないようだ。甘すぎずそれでいてさっぱりしたこの絶妙な味わい、このパンにとても合う。

　よし、次はこの平たいパンを食べてみよう。ああ、これはこれでまた美味しい。

　この軽食は一体、誰が作ってくれたんだろう。後で聞いてみよう。

　そして、美味しいパンをものの数分でペロリと平らげ、少しだけ腹も満たされたところで、そろそろ本格的にこの誘拐について考えてみることにした。

『遅いですよ』と頭の中でアンが突っ込みを入れてきたが、だって寝てしまっていたのだから仕方がない。

　よし！　では、さっそくこの誘拐についての検討会議を決行しよう！

　議長カタリナ・クラエス、議員カタリナ・クラエス、書記カタリナ・クラエス。

『では、まずは色々と状況を整理していきたいと思います。皆さんの意見を聞かせてください』

『はい。とりあえず、昨夜のセリーナから聞いた話やルーファスの言葉などから推測していきましょう』

『そうですわね。よい意見ですわ』

『賛成』

『では、まず昨日きのうのセリーナの話から、彼女はずっとイアン王子の役に立てないと落ち込んでいた』

『そうね』

『そんなセリーナの元にあの色男執事のルーファスが現れて、イアン王子のためだとカタリナの誘拐を持ちかけたという感じでしょうか？』

『そうですわね……もしかしたら、そこで彼は闇の力を使ったのかもしれませんわね』

『そうして、ルーファスにのせられてセリーナはカタリナを誘拐した……けれどルーファスの本当の狙ねらいは、誘拐の罪などをセリーナにかぶせることでセリーナとイアン王子を失脚させることだったってことかしら？』

『おお！　カタリナ・クラエスさん。今日は一段と冴さえているじゃない、どうしたの？』

『うふふ。美味しいものをたっぷり食べて、たっぷり寝たから、日ひ頃ごろでは考えられないほどに頭も冴えわたっているのですわ』

『すごいわ！　今なら名探偵カタリナを名乗れますよ！』

『おお、名探偵カタリナいいですわね。そして後々は、探偵事務所カタリナをオープンして、舞い込む難事件を……』

『皆様、ちゃんとしてください！　話がズレてきておりますわ！』

『『……すみません』』

『では、話を戻しますわね。ルーファスの話では、彼はこの誘拐騒動を主に言われてやったと言っていましたね。そしてそれはジェフリー王子に王位を取らせるためだと』

『そう言っておりましたね』

『そうなると、この誘拐の本当の黒幕はジェフリー王子なのかしら？』

『でも、学園祭で見た感じではそんな風には見えませんでしたけど……』

『……そうね。もらった差し入れも美味しかったし』

『ああ、あの差し入れ美味しかったですわよね』

『ええ、本当にまた食べたいわ～。ああ、考えたらおなか減ってきた』

『本当に、パンは美味しかったけど、あの量では足りないわよね』

『本当ですわ。あんな小鳥のエサみたいな量じゃとても……ってまた話がズレてきていますわ！　本題に戻さないと……』

『そうは言ったって……もうだいぶ頭を使ったし……お腹も減って食べ物のことしか考えられない』

『同じく……それに普段あんまり使ってないから、カタリナの頭脳はもう限界……糖分が欲しいと訴えていますわ』

『……確かに……頭に食べ物しか浮かんできませんわね……パン、お肉、魚……』

『……ケーキ、クッキー、パイ……』

『……りんご、オレンジ、ブドウ……』

　全カタリナたちは、食べ物のことしか話さなくなり……会議は、強制的に閉会となった。

　もう駄目だ、食べ物のことで頭がいっぱいだ、何か食べ物を持ってきてもらおう！

　そして、私はルーファスが置いていったベルを軽快に鳴らした。







「信じられない。一体、どんだけ図太い神経してるんだ。本当に貴族の令嬢なのか」

　なんだかこれまでとは違う口調でブツブツ言いながら、ルーファスがお茶を淹いれてくれている。

　ベルで呼んで、やってきた時は『おやおや、さすがのカタリナ様も心細くなられましたか？　ですがあなたには役目を果たすまでしばらくここにいてもらいますよ』とどこか悪役的な笑みを浮かべていたのだが……。

　私が『いえ。だいぶ小腹がすいたんで、なんか食べ物ください。欲を言えばそろそろティータイムの時間なのでお菓子にお茶がいいな～なんて』と言ったところルーファスはポカーンと固まった。

　そうして、しばらく固まっていたのだが……私のお腹がぐーと盛大になった音で、はっと正気に返ったようだ。

　一度、部屋を出て行くと今度はお菓子とお茶が乗ったカートを持ってやってきてくれた。

　なんかさっきは少し怖い感じがしたけど……リクエストどおりにお菓子にお茶を持ってきてくれるなんて実は割といい人なのかもしれない。

「はい、できたよ。どうぞ」

　そう言って差し出されたお茶を、『ありがとう』とお礼を言って受け取り、

「ねぇ、一人でティータイムも味気ないからあなたも付き合ってよ」

　と声をかけてみた。いつもティータイムにはキースや友人たちが付き合ってくれる、昨日はラナに一緒に付き合ってもらった。

　なので、今日はこのルーファスに付き合ってもらおう。お菓子も持ってきてくれたし、これもいけるだろうと思い誘ったのだが……またポカーンした顔をされた。

　この人、この顔くせなのかしら？

「……本当にあんたって……いやもういいや、いちいち驚いていてもきりがないみたいだし」

　そう言ってルーファスもカップ片手に私の前に座ってくれた。

　うん。やっぱりなかなかいい人みたいだ。しかし気になるのが……。

「あなた、なんか口調が変わってない？」

　私は彼に対してそうそうに馴なれ馴れしく話していたが、朝じゃなくて昼に起こしてくれた時の彼は敬語だった気がする。

　それが、気がつけばこんな気軽な話し方になっていた。

「ああ、一応、執事を演じていたから敬語にしてたんだけど……なんかあんたみたいなのを相手に取り繕ってるのも馬ば鹿か馬鹿しくなってきたんで、元の口調に戻したんだよ。不快なら元に戻しますがお嬢様」

　最後はとってつけたような台詞せりふに作り笑顔を向けてくる。うん、今さらな感じでかなりの違和感。

「いえ、このままでいいわ。改めてその敬語に戻されるのもなんか気持ち悪いもの」

「はは、やっぱり」

「それより執事を演じてたってあなた元々は執事ではないの？」

　今、こうして話している分には下町の兄ちゃんにしか思えないが、最初に会った時はうちのセバスチャン以上に執事姿が似合っていたのに。

「今の俺が執事に見える？」

「ううん、今はどう見ても下町の兄ちゃんにしか見えないけど」

　とりあえず素直に思ったままを言ってみると、

「すごいな、当たりだよ。よくわかったな」

　と感心したように返された。

「というかあんた貴族なのに下町とか行くんだ？」

「……たまにお忍びでね」

　本当は割とよくキースを引き連れて遊びに行く。食べ物も安いし、色々あって楽しいし、何よりあの庶民的な感じがとても好きなのだ。でも、それは一応、秘密にしている。お母様の耳に入ったら『また遊び歩いて』と怒られそうなので。

「でも、下町の兄ちゃんが当たりってどういうこと？　あなた下町の人なの？」

「いや、だいたい当たりってことで、下町の人間じゃない。生活圏は下町だけどな、生まれはスラムだ」

「え、スラム！　この国にそんなところが！」

　スラム、単語としては知っていたが……私の暮らすこの国は魔力保持者の功績もありそこそこに豊かであり平民の暮らしぶりも他国に比べてもだいぶいいと聞いている。よってスラムなどないと教わっていたのに……ただ私が知らなかっただけなのだろうか？

　しかしそんな私の疑問をルーファスは即座に否定した。

「ああ、違う違う。俺、この国の生まれじゃないから」

「え、あっそうなの」

　そうかルーファスは異国の人なのか、そう言われて見れば、顔立ちもどことなく異国っぽい気がしないでもない。

「ガキの頃、スラムの仲間と暮らしてた時にドジやって人買いに捕まって売られちまって、流れ流れてこの国の今の主のところに買われてきたんだよ」

　すっごいさらっと話されたびっくりな事実に、私は思わず言葉を失う。

「驚いたか？　大事に育てられたお貴族様には信じられない話かもしれないが、そんなこと貧しい国じゃよくあることだ。むしろ、俺おれはついてるんだよ、こうして五体満足に生きて今じゃ、こんないい服着て暮らせてる、すごく幸運なことだ」

　そう言った彼の目はここじゃないどこか遠くを見ているようだった。

　そんな彼を見て、私の胸に何かの思いが芽生えてきた。それはなんなのか、私が考えていると、

「はは、さすがのあんたも引いたか？　それとも憐あわれだと同情してくれるかい？　悪いけど俺はそんなのいらねえよ、そもそも俺は自分が不幸だなんて思っちゃいないんだからな」

　ルーファスはまた唇の片方だけを吊つり上げた。

　真まっ直すぐにこちらに向けられた青い瞳、虚勢をはっているようには見えない。

　そんな彼の様子に私の胸に芽生えた思いが明確になった……それは、

「……かっこいい」

「はっ？」

　どうやら私の発言が聞き取れなかったらしく聞き返されたので、もう一度言った。

「あなたかっこいいわね」

「……いや、今さらなんだ。俺の見た目がそこそこにいいのはよくわかってるが……」

「ううん。見た目の話じゃなくて、中身の話よ。あなたの考え方の話」

「……なんだよ、意味がわからねぇ」

「あなたの前向きな考え方、すごくかっこいいわ」

　貴族でも、平民でも悪いのは周りのせいだ、自分は不幸だ、可か哀わい相そうだと嘆く人は多い。

　そんな中で大変な育ちでもそれを人に嘆いたりせず、自分はついていると言い切るこのルーファスという青年の姿が、私にはそれはかっこよく思えたのだ。

　私が尊敬のまなざしでルーファスを見つめると、彼はなぜか固まっていた。

　あれ、どうしたの？　もしかして失礼だった？　よく考えたらここは大変でしたねと声をかけるとこだったかも……。

「……まさか、ここにきてあいつと同じことを言う奴がいるなんて……」

「？」

　しばらく固まっていたルーファスが今度は肩を震わせ始めた。

　やばい、失礼なことを言って怒らしてしまったかとドキリとなったが……。

　その後に彼は『ぶっは』っと噴き出したと思うとそのまま、腹を抱えて笑い始めた。それはまさしく爆笑だった。

　え、なんで？　今のどこかに笑う要素があった？

　疑問に思いながらも、とりあえず彼の笑いが落ち着くのを待った。

　しばらくしてようやく笑いが落ち着いた彼が口を開いた。

「はぁー、あんたって本当に面白いのな。こんなに笑ったの久しぶりだ」

「はぁ」

　特に面白いことを言ったつもりはないのだが。

「なぁ、もっと話そう。もっとあんたと話したくなった」

「はぁ」

　こうして、私はルーファスと話をすることとなった。




　軽食に出されたパンの話。

「ねぇ、さっき、軽食だって言って出してくれたパンは誰が作ってくれたの？」

「ああ、あれはそれこそ下町のパン屋で買ってきたんだけど、お貴族様の口には合わな……」

「え、下町のパン屋！　それはどこのなの？　すごく美味しかったから手に入るなら今度、買いに行くわ！」

「……あんた本当に変わってる」




　私の趣味や特技の話。

「私、畑作りが趣味なのよ」

「畑？　花畑か？」

「ううん。野菜の畑よ」

「……なぜ？」

「なぜって、楽しいからだけど」

「……」

「あと、木登りと魚釣りは誰にも負けない自信があるわ」

「……あんた本当に貴族令嬢？」




　ルーファスがこの国に来るまでにめぐってきた異国の話。

「ねぇ、色々な国を流れてきたって言ったけど、どのくらいの国に行ったことがあるの？」

「どのくらいって、それこそ、そこらじゅうさ」

「ねぇ、どんな国に行ったの？　外国の話聞いてみたいわ」

「いいけど、あんたが望むようなお綺き麗れいな話じゃないと思うぞ、なんせ俺が通ってきたのは汚い裏社会の道だからな。それでも聞きたいか？」

「裏社会！　ハードボイルドな世界ね！」

「ハードなんだって……そして、なぜ目を輝かせる。一体、何を期待しているんだ」




　ルーファスの話は、今まで聞いたことのないようなことがいっぱいでとても興味深かった。

　もっと、もっととねだっているうちにいつの間にか日もだいぶ傾いてきていた。

「そういえば、執事が嘘だったのなら、ルーファスという名前も嘘なの？」

　ふと気になってを尋ねてみた。

「ああ、闇の力使いつつ潜入しておいて、本名、使ってたらどうしようもないだろう」

　まぁ、そりゃそうよね。

「じゃあ、本当の名前はなんていうの？」

「名前なんていくらでもあるさ、その場その場で変えてきたからな」

　おお、さすがハードボイルドな裏社会を生きてきた人だわ！

「元々の名前はなんていうの？」

　そう聞いた私に、彼は距離をつめてきた。気がついたら、すぐ目の前にルーファスの端正な顔があった。

　おお、初めてこんな至近距離で顔を見た。近くで見ると色気がすごいわね。

「元の名前なんてないさ、俺にはあんたたちと違って親がないからな。物心つく頃にはもうスラムでごみを漁あさってたのさ」

　おお、色気キャラの定番である目の下のほくろまで完備している。

　すごいわ、この人お色気キャラのキースも目じゃないくらいの色気だわ。それに、レンズ越しに見える瞳が……。

「お～い。何、固まってんだ。お嬢様には衝撃的すぎる話だったか？」

「……すごく綺麗……」

「……はぁ？」

「あなたの瞳よ！　とても綺麗ね、澄んだ空の色だわ」

「……」

　近くで見たルーファスの瞳はまるで青空みたいに澄んだ色をしていた。

　沈んでいく日に照らされてキラキラしてとても綺麗で、思わず見み惚とれてしまう。

「……あんたは……」

「？」

　目の前にいたルーファスが手を伸ばしてきて、私の頬ほおにそっと触れた。綺麗な指先ですっと撫なでられ、少しくすぐったい。

　頬に食べかすでもついてたかしら？　そして、なぜかルーファスの顔がだんだん近づいてきている気がするが……気のせいだろうか？

　その時、『ぐ～』と私のお腹がなった。お菓子をつまんでいたとはいえもう夕食どきである。お腹がご飯の時間を知らせてくれたらしい。

　意外と大きく響き渡った音にルーファスが動きをとめ、そしてまた肩を震わせ始めた。そして、しばらくして震えが落ち着くと『夕食をもってきてもらおうか』と笑って言った。







　昨日は場所を移動しての夕食だったが、今日は部屋でよいらしい。

　ルーファスの指示で昨日、料理を運んでくれていた使用人が部屋まで夕食を運んでくれた。

　しかし、例によって一人で食べるのは味気ないので、ルーファスを誘えば二つ返事で了承してくれた。

「そういえば、ラナはどうしてるの？　姿が見えないのだけど」

　昨日はラナがしてくれたことをほとんど、ルーファスがしてくれている。そんなラナは昨夜セリーナを案内してくれてから姿を見ていない。

「ああ、別の仕事の方にまわってもらっているだけだから心配ない」

　そうか、ならよかった。でもラナともまたおしゃべりしたいな。

　その後、私はルーファスにまた外国の話をねだってしてもらった。

　すべて石でできた家が並ぶ町の話や、町中に川が流れ、皆がその川を船で移動して暮らす町の話、それにそこで彼がしていたという仕事の話はとてもスリリングで、興味深くてわくわくした。

「はぁ、ルーファスの外国の話はとても面白いわね」

「カタリナの話もそうとう面白いけどな。本当に貴族令嬢なんかにしておくのがもったいない」

　これは、褒められているのよね？　とりあえずそう信じて「ありがとう」と言っておく。

「私、この国から出たことがないのだけど、こうして話を聞くと外国に行ってみたいな」

　前世でも日本から出たことないまま終わってしまったし、今世ではできれば外国にも行ってみたい。

「はは、俺もあんたとならもう一度、色んな国をまわってもいい気がしてきたよ」

「！」

　お父様は過保護だし、お母様はあまり私が外に出ることをよしとしない、何かというと『恥が知れわたる』とかよくわからないことを言うのだ。

　このままじゃ外国へなんて夢のまた夢だと思っていた。なので、その言葉に私はとても嬉うれしくなって、

「本当！　じゃあ今度、一緒に連れていってよ！」

　目を輝かせてルーファスを見つめると、なんだか困ったような顔をされた。

　あれ？　しまった。本気にしてしまったが、社交辞令だったのだろうか。

「俺はあんたとは違う世界の人間なんだぞ。一緒になんて行けるわけないだろう」

　ルーファスはそう返してきた。違う世界？

「違う世界？　どういうこと、あなたはこうして私の前にいるじゃない」

「……」

「一緒に話してごはんも食べてる。同じ世界にいるじゃない」

　まったく何をよくわからんことを言っているのやら、やれやれとルーファスを見ると、固まっていた。ん？　どうしたのだ？

「本当にあんたって可笑おかしな奴だな。いいよ、わかったよ。今度、一緒に連れてってやるよ」

　やった～！　外国への旅行友をゲットしたぞ！

「じゃあ、約束ね。え～と、ゆびきりげんまん」

　そういって指を差し出すも、はてなという顔をされた。

　あ、そっか、こっちの世界ではないんだっけ。え～と、こっちの世界の約束の仕方は――。

　そうだ！　私は、ここにくる時に自分が着ていたドレスのしまってある棚に向かうと、ドレスのポケットに手を突っ込んだ。あった！　私はそれを掴つかむと、ルーファスの元へ戻る。

　そして、ルーファスの手の上にそれを置いた。

「はい。これ、約束の印にあなたに預けておくわ」

　こちらの世界の約束に、ゆびきりげんまんはないが、それらしきものはある。それが自分の持ち物を相手に預けるというものだ。

「……これはブローチ？」

　ルーファスが手にのせられたものを見つめてそう聞いてきた。

　それは、私が学園祭で友人に勧められて買った青色の綺麗な石のブローチだった。

「とても綺麗な色でしょう、あなたの瞳の色にも似ている。青空の色」

「……」

　私はルーファスの手の平からブローチを取って掲げた。

「それにね、これをこうやって光にかざすと、ほら水色になった。こうすると私の瞳の色になるのよ」

　ルーファスの手の平にブローチを戻す。

「あなたの瞳の色と、私の瞳の色どっちにもなるし、私たちの約束にはぴったりな品でしょう」

　我ながらよい案だと、得意満面でルーファスの方を見ると、ルーファスは真顔で固まっていた。

　あれ、なんで？　どうかしたの？　そう不思議に思っていると、突然、ルーファスの腕が伸びてきて、私の身体からだをひっぱり、私はあっというまに彼の腕の中におさまってしまった。

　そして、次の瞬間、足も抱え込まれて抱っこされるような形になってしまった。

　それもどうやら、この抱っこは漫画かゲームでしかお目にかかったことのないお姫様抱っこな気がする。

　え、何、なんなの？　ひたすら動揺する私はそのまま何故なぜかベッドへと運ばれ、おろされた。

「あんたといるとなんだか胸が温かくなる。こんな感情、本当に久しぶりだ」

　あれ？　なんだこの体勢？　気が付くとおろされたベッドの上に仰向けに倒されていた。おまけにルーファスはそんな私の上に覆いかぶさっている。おまけにいつの間にか眼鏡めがねも外していたようで、レンズ越しでない青色の瞳が前の時よりもはっきりと見えた。

　ああ、本当に綺麗な瞳だわ。このよくわからない状況を一瞬、忘れてその目に見惚れる。

「なぁ、俺のものにならないか？」

　澄んだ空の青、とっても素敵な色。

「そんなにキラキラした目で見つめてきて、何されたって文句言えないぞ」

　ルーファスはそう言って彼は私の首筋に顔をうずめた。首筋にかかった吐息に私ははっと正気に返った。

　な、なんだこの状況は……こ、これはまさか！　私をベッドに横たえておさえつけるなんて……これは闇の魔力で眠らそうとしているのでは！

　すっかり油断していい人だと思ってたけど、この人そもそも誘拐犯の主犯だったし、私にも消えてもらうとか言ってたし……このままじゃまた数日間の寝たきりコースになってしまう！
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　いや昨年、魔法で眠らされてまる二日寝てた時はすごいすっきりしたけど、けっこう身体はギシギシいったんだよな。また二日くらいならいいけど、何週間にもなると筋肉痛が心配だ……。

「あの、ちょっと……ルーファス……っつ」

　私が口を開こうとすると、首筋に小さな痛みがはしった。なんだか前にも感じたことがある痛みな気がしたけど……なんだろう？　虫にでも刺されたのかしら？

　そうして首筋の痛みに意識を奪われていた時。

『ドンドン』入り口の扉が大きく叩たたかれ、「ルーファス様いらっしゃいますか？」とラナの大きな声が響いた。すると、私に覆いかぶさっていたルーファスは小さく舌打ちし、

「今、取り込み中です」

　と言ったが、ラナも負けておらず、

「大至急の御用なので」

　と大きな声で食い下がった。結局、ルーファスが根負けし、私の上を下りて扉へと向かった。

「はぁー、いいとこだったのに」

　ため息をつきつつ、扉を開けるルーファスにラナが笑顔で「至急のお手紙が来ておりますよ」と言った。

「どれですか？」

　不機嫌そうに言うルーファスにもラナは笑顔のままだ。

「お部屋に用意しております。お早く確認された方があなた様のためかと」

　そう言ったラナに、ルーファスが目を見開いた。

「……おまえ……まさか……ってまぁ、もうしょうがないか」

　ルーファスは大きなため息をつき、部屋を出て行った。

　そして、代わりにラナが部屋に入ってきて、

「カタリナ様、大丈夫でしたか？」

　と心配そうな顔で聞いてきた。

「大丈夫よ、おそらく魔法をかけられそうになったんだと思うけど」

「え、魔法、そっち！」

「？　ええ、ベッドに押し倒されて、きっと私を魔法で眠らそうとしたようだけど、ラナのお蔭かげで助かったわ」

「……」

　え、なんだろう？　ラナが微妙な顔をしている。

「まぁ、とにかく無事でよかったです」

　なぜか、大きなため息をつかれてしまった。







　よくわからないことも多かったが、とりあえずここに来てから二日目の夜を迎え、私は布団に入った。今日は昼過ぎまで寝ていたのでもしかして眠れないかもしれないと思っていたが普通に眠れた。私、すごい！

　しかし、またしても夜中に来訪者が訪れた。

「カタリナ、カタリナ」

「んぁ」

　寝ぼけ眼まなこで声の方を見ると、なんとルーファスだった。

「わっ」

　びっくりして思わずベッドから飛び起きた。

「はは、あんたは本当によく眠るな」

「な、なんの用？」

　夕食後のことを思い出し少しだけ警戒して尋ねると、

「さすがに警戒するようになったな。でも、今はもう何もしないさ。そろそろ潮時みたいだからな」

「しおどき？」

「ああ、本当はあんたと一緒に外国に逃げてもよかったんだけど……やっぱりちょっと無茶だから辞やめた。この魔力のせいで色々面倒なことにもなりそうだし、しばらくはいい子にして保護してもらおうかなって」

「？」

　うむ、まったく言っていることがわからない。なんのことだ？　外国？　保護？

「まぁ、そうするとあんたにも会えなくなるだろうし、こうして最後に顔を見に来たってわけだ」

　そう言うとルーファスは手をのばし、私の頬に触れた。またそっと撫でられてくすぐったい。

「……最後っていったい……」

　どういうことだと尋ねようとしたその時、急に騒がしい音が聞こえてきた。

「おお、思ったより早かったな」

　ルーファスがそう言って私から手を離し、少し距離をとった。

　すると、扉がバンと大きな音を立てて開いた、そしてそこに現れたのは……。

「え、なんで皆がここに……」

　ジオルド、キース、メアリ、アラン、ソフィア、ニコル、マリア、ラファエル、友人たち皆が険しい顔でそこに立っていた。そしてその先頭にいたのは、

「……ラナ？」

「ああ、先ほどまではそう名乗っていたのだが、改めて挨あい拶さつさせてもらおう。私は魔法省のラーナ・スミスだ。ラファエルの上司に当たる、以後よろしく頼む」

「！」

　ラナはここのメイドではなかったの！　魔法省のラファエルの上司！

　あまりにびっくりして固まる私に、ラナは笑顔を見せ、そして次にルーファスに向き直った。

「こうしてここに残っているということは、覚悟はできているんだろうな？」

「はい。あなたたちの元に行ってすべてを話しますよ」

　ルーファスは神妙な顔で頷うなずいたが……どうもその顔を作っているようにも見えた。

「うむ、よい心がけだ。では、ルーファス・ブロードをカタリナ・クラエス嬢の誘拐の犯人として捕らえる。とりあえず、魔法省の方へ連れていけ」

　ラナもとい、ラーナの合図で後ろにいたおそらく魔法省の人間であろう人たちがルーファスを囲んだ。そして彼はされるがままに拘束され、部屋の外へと連れて行かれる。

　なんだろう、魔法にかけられそうになったりして警戒はしたけど……生き方はかっこよくて、話も面白い人だったのに……なんだか胸がもやもやした。

「あ、あの！」

　連れて行かれるルーファスの方に思わず声をかけた私に、魔法省の人たちも立ち止まってくれた。

　でも、言葉が続かない。私は何が言いたいのか……。すると、

「約束まで預かっとく」

　ルーファスがそう言って、少しだけ手をあげた。その手の中には私の預けた青色の石のブローチが光っていた。

　私は「うん」と元気に返事をした。

　そうして、ルーファスは魔法省へと連れて行かれた。







　　　　　★★★★★★★







　物心つく頃には、スラムで仲間と一緒に暮らしていた。当たり前のように物を盗み、人を騙だまして生活していた。親もなく、名もなく生き方は同じスラムの仲間から教わった。

　そんな俺の生活が大きく変わったのはある男が俺たちの縄張りにやってきてからだった。

　外の世界からきたそいつは、見た目はひょろいのにそこそこ腕っぷしが立ち、いつの間にか俺たちの近くに住みついていた。

　俺たちと違い名前を持っている男は、色々なことを知っていた。

　仲間の中には外からきた男をよく思わない者も多かったが、俺は男から聞く話がとても面白くて、すっかり懐いていた。

　そしてある日、男は名前がないと言った俺に『ソラ』という名をつけてくれた。名の由来を聞いたら、

「お前の瞳は青空みたいに綺麗だから」

　と俺の目を覗のぞき込んで男は笑った。

　俺は、今までに味わったことのない不思議な胸の温かさを感じた。

　その日から俺は自分の名をソラと名乗り、より一層、男の元に通った。

　男は外の話だけでなく、文字や計算なんてものも知っていて俺に教えてくれた。男に会って俺の世界は大きく広がった。気づけば、俺は以前より毎日が楽しくなっていた。

　そんなある日、男は俺に言った。

「なぁ、ソラ。お前は俺が話す外の話、嫌じゃないのか？」

「なんだよ、突然」

「いや、他の奴らは外の話を聞くと、皆、嫌な気分になるというけど、お前だけはそういう風に言わないからさ」

「なんで嫌な気分になるんだ？」

「……それは……外のことを知ると、自分の状況が見えてくるからだろう」

「意味がわからん」

「……つまり、名前も持たずに、その日を必死に生きているお前らが、外で親に可愛かわいがられてる奴らの話を聞くのはつらいだろうっていう話だ」

「ああ、そういうことか」

「お前はそんな話を聞いてつらくならないのか？」

「う～ん。だって外の奴らは外の奴ら、俺は俺だろう。知らない奴がどう暮らしてようと関係ないだろ」

「……ソラは今の生活に不満はないのか？」

「ねぇ、わけないだろ！　俺だってあったけぇ寝床で寝て、たらふく飯もくいてぇよ。それでもしらねぇ誰かを羨うらやんでつらいとか言ってたって仕方ないだろう。それに俺は別に自分が不幸だなんて思ってねぇぞ。俺は毎日、無事に生きてて、でもってこうしてお前の面白い話も聞けてる、それで十分だろ」

「……ソラ、お前、かっこいいな」

「な、なに言い出すんだよ！　突然。からかってんのか！」

「いや、からかってない。お前の考え方はすごくかっこいい。お前はこれからもずっとそうやって周りに流されず前を見て生きていってくれ」

　そう言って男は俺の頭をわしゃわしゃと撫でまわした。なんだか、頬が熱くなった。

　それからしばらくしてからのことだった、男が病に倒れたのは……。

　腕っぷしは立ったが、スラムの不衛生な環境で身体がもたなかったのだろう。男は日に日に衰弱していった。

　他の仲間は仕方ない、外からきたそよ者にはよくあることだから諦あきらめろと言ったが、俺は諦めきれなかった。

　今まで、何人かの仲間を病気や、怪我けがの悪化で見送ってきたのに……男のことだけはどうしても諦められなかった。

　そうして、俺は単独でそれなりの身分の家に薬を盗みに入り、そして捕まり人買いの元へ売られた。

　男がその後どうなったか俺は知らない。

　いくつもの国を流れ、世界の広さ、汚さを知った。俺は男に習った文字や計算のお蔭で他のスラムの奴らより使い勝手がよいとそれなりに重宝された。

　それでも、時にはひどい気持ちになり、世界を罵ののしりたいと感じることもあった。しかし、そのたびに男に言われたことを思い出した。

「お前の考え方はかっこいい。周りに流されず前を見て生きていってくれ」

　もうおそらく生きていないであろう男のその言葉だけが、いつまでも俺の中に残っていた。

　デービッド・メイスンの元に流れ着いたのは、数年前のことだ。

　メイスンが俺を買ったのは、魔力というのを持っていたからだそうだ。といっても、それは小さな火を起こせる程度のものなのだが。

　スラムにいた時は寝床がいつも寒空の下だったから、それなりに役に立ったこの力がまさか魔力保持者が起こせる魔法だったとは驚きだった。

　今までは、魔法なんてほとんどない国ばかりを流れてきたため、誰にも気づかれることがなかったのだ。

　しかし、メイスンは実際に俺を買ってから、思っていたより魔力が少ないことを知ったらしい。きっともっと力が強いと思っており、それを使おうと思っていたのだろう。

　そのため、魔力があると買われたが実際に魔法を使う機会はほとんどなく、他の買われた奴らやゴロツキどもと同じように脅しや裏取引など後ろ暗い事業の手伝いをさせられていた。

　しかし、メイスンのところは今まで過ごした場所に比べかなり過ごしやすかった。

　潜入のためにと、気品ある行動とやらを学ばされるのにはうんざりしたが、飯はちゃんと出るし上等な寝床も用意されてる。

　それに上等な服を与えてもらっているから、女も寄ってくるし、よいことずくめだった。

　しばらくは、ここでこの快適な暮らしを満喫したいななどと考えていた俺に、ついに面倒な白羽の矢が当たってしまったのは、昨年に起こったある事件がきっかけだった。

　ある侯爵家の内部で起こった事件、その事件に闇の魔力という力が使われたらしい。

　手にすれば人の心を操ることができるというその力は禁忌とされ隠されていたらしいが…それが世に出てしまったらしい。

　もちろんそんな情報は上にもみ消されたが……問題の侯爵家と後ろ暗いやり取りをしていたこともあるのか、なぜか小悪党であるメイスンにその情報が漏れてしまったのだ。

　そうして闇の魔力という力と、それを得る方法を知った小悪党メイスンはもちろんその力を欲した。

　その力を得る方法は、魔力を持つ者が生贄を使い儀式を行うというもので、その生贄は人の命だった。

　自身に魔力のないメイスンはここで、俺の存在を思い出したようだ。そして俺はメイスンの命によって闇の魔力を手にすることとなった。

　そうして、俺はメイスンが用意した身よりのない老人を生贄に儀式を行った。

　正直、人の命を生贄にとか胡う散さん臭くさいし、本当に成功するのかよと半信半疑だったが、小悪党メイスンにしてはしっかりした情報を手にしていたようで、見事に闇の魔力を得ることに成功した。

　しかし、実際に手にしてみると人の心を操れるといっても万能ではなく、制限も多いことがわかった。

　まずまったく持っていない感情を持たせることはできない、好きじゃないものを好きにさせたりすることはできず、嫌いなものも同じ。

　また、これは俺の魔力が元々、強くないことにも関係あるかもしれないが、魔力の強い者には力が効きにくいということもわかった。

　この事実がわかるとメイスンはそれは苛いら立だった。

　デービット・メイスンという男はこの国の第一王子ジェフリーの派閥でそれなりの地位についている。そしておそらく彼が王位についた暁にはかなりの地位をもらえる約束でもしているのか、とにかくジェフリーを王位につかせるべく必死だ。

　なので今回、俺に闇の力を持たせたのもそのためだった。

　この力でジェフリー王子の敵であるイアン王子、ジオルド王子などに王位継承権を破棄させるつもりだったらしい。

　しかし、力の欠点が明らかになるとそれは無理な話だとわかった。

　イアン王子他ほか、王子たちは皆、魔力が高く、俺の闇の魔法は効かない可能性が高かった。

　しばらくは計画の失敗に苛立ち、俺に当たりちらしていたメイスンだったが、少し時がたち落ち着くと、それでもせっかく闇の力を手に入れたのだからと（まぁ手に入れたのは俺なんだが）さほどよくない頭でなんとか考えをしぼり、そして思いついたのが、今回の誘拐事件だった。

　イアン王子ではなく、その婚約者であるセリーナ・バーグ。彼女の魔力がさほど高くないことは知られていた。

　そんなセリーナを使い、同じくさほどの魔力を持たないジオルドの婚約者、カタリナ・クラエスを誘拐し、彼女たちを使ってイアンとジオルドに王位継承権を放棄させようというものだった。

　また、事が終わったならセリーナにすべての罪をかぶせ、イアン王子派閥でかなり大きな力を持つバーグ家にも社交界から消えてもらうという計画だ。

　正直、デービット・メイスンはそれほど賢い男ではない。各地を転々として色々な悪党を見てきた俺としては、小悪党の部類にしか思えない。

　それでもここまでの計画を立てたのは彼にしては頑張った方だと思うが……色々、ずさんなところも多いんだよな。

　まぁ、失敗するようなら、さっさっとメイスンに見切りをつけて逃げるか、無理そうなら役人に無理やりやらされたって泣きつけばよい。

　顔がよく生まれたお蔭で、切なそうな顔をして涙の一つも流せばそれは同情される。今までも何度か危ないところをそうやって乗り切ってきたのだ、今回だってなんとかなるだろう。

　こうして、俺は用意された高級な服を身にまとい、仕事ができる風に見えるよう眼鏡をかけ、バーグ家に入ったのだ。

　そして、準備が整い、ついにカタリナ・クラエスを誘拐したのだが……。




「信じられねぇ、あんなことがあった後にここまで爆睡できるとか、こいつどんな神経してるんだよ」

　俺は思わず本来の口調でそうもらしてしまっていた。

　カタリナをさらってきて二回目の夜が明けた。

　昨晩、カタリナと話さないようにと闇の魔法をかけていたはずのセリーナが俺の目を盗んでカタリナの元へ出向き、誘拐の目的をペラペラとしゃべったあげく、勝手に誘拐を終わりにするなんて言い出した。

　セリーナの精神が思っていたより強かったようで、魔法の効果が途切れてしまったようだ、俺としたことが、とんだ失敗である。

　しかし、もちろんこんなところで勝手に終わりにされては困るので、セリーナには魔法で眠ってもらうことにした。その際に、話を聞いたカタリナも軽く脅しておいた。

　なので、朝を迎えても物音がほとんどしない部屋に気づいてはいたが、おそらく怖くて震えているのだと思っていた。

　それでも昼を過ぎても何も音がしないので、まさか恐怖のあまり倒れてしまったのか、これだから貴族のお嬢様は……などと思って部屋に入ると、そこには――ベッドに大の字で横になりそれは気持ちよさそうに眠るカタリナの姿があり……思わず素で突っ込んでしまったのも仕方ない。

「んぁ……ルーファス……」

　人の気配でようやく目が覚めたらしいカタリナが今の俺の名を呼ぶ。

「……名前を覚えて頂けているとは光栄です。カタリナ様。もういい加減起きてもよろしいのでは、もう昼過ぎですよ」

　そう声をかけると、彼女は驚いた顔をして、

「え、もう昼過ぎ！」

　と言った。その発言におもわず本音が口を出る。

「……反応するのはそこなのですね」

「自分で自分にびっくりだわ」

「……いや、こちらの方がびっくりですから、朝になっても昼過ぎても声も聞こえないから、ふるえて泣いているのかと思っていた相手が……まさか、ベッドで大の字になってグーグー寝てるとか……」

　こいつ本当に貴族の令嬢だよな……間違って違う奴さらってきてないよな。そんなことまで疑ってしまうくらいだ。

　噂ではかなり変わっているらしいと聞いていたが、ここまでとは……。

　そんな俺の思考をよそに変わり者のご令嬢がじっと俺を見て口を開いてきた。

「聞きたいことは沢山あるんだけど、まずはセリーナは無事なの？」

　かなり我が道を行くタイプのようだ。

「……噂なんてものじゃないですねあなたは。いいですよ、お答えしましょう。セリーナ様は無事ですよ、自室でよく眠っておられます」

「……そう」

　そう言うと彼女は再び俺をじっと見つめて、

「ルーファス、あなたは闇の魔力を持っているの？」

　まさにド直球な質問をしてきた。ここまで直球でこられるとは思っていなかった俺は少し驚く。

「すごい直球ですね」

「遠回しな聞き方が思いつかなかったから」

　カタリナはケロッとした様子でそう答える。

「本当に変わった人ですねあなたは。それに闇の魔力のこともご存じとは、やはり昨年の事件に、あなたも関わっていたんですね」

「！」

　カタリナの表情が驚きに固まる。

「驚きましたか？　それは隠されていたはずなのにと……ですが、すべて隠し通せるはずもありませんよ。特にディーク侯爵家と懇意にしていた貴族、後ろ暗い付き合いをしていた者にはね」

　昨日、ほとんどセリーナが話してしまったようだし、もう話してもいいだろう。

　いざとなれば魔法で記憶を操ればいいし、昨日の脅しではこの変わり者の令嬢には効かなかったようなので、もう少し怖がらせる必要がある。

「そして彼も闇の魔力に目を付けたのですよ」

「彼？」

「私の主ですよ。私は彼の命令で闇の魔力を手に入れ、そしてこのバーグ公爵家にやってきたのですから」

「な、なんのために？」

「さっきも言ったではないですか、セリーナ様にはこの誘拐やその他の幾多の罪をすべてその身にかぶり、イアン王子ともども王位継承の争いの舞台、ひいては社交界から消えてもらうためにですよ。それにあなたとジオルド王子にもね」

「ど、どうしてそんなことを……」

「どうして？　もちろん邪魔だからですよ。我が主は第一王子ジェフリー様が王位を手にするのをお望みですので。そして主は自分の望みのためなら手段を選ばない方ですので」

「！」

　冷淡な笑みを浮かべて冷たく告げるとさすがのカタリナも口をつぐんだ。ようやく少しは効いたようだ。この調子ならしばらくは大人おとなしいだろう。

「さすがにあなたでも恐ろしくなりましたか？　では、おしゃべりはここまでにしますね。とりあえず軽食をここに置いておきますので、どうぞ召し上がってください」

　とりあえず用事がある時にならすベルだけを置いて俺は部屋を後にした。

　まぁ、ベルがなることは当分ないだろうと思いながら――。







　しかし、そんな自分の考えが甘かったことに気づいたのは、部屋を出て一時間もたたないうちだった。

　ベルがならされたことには少し驚いたが、脅しに心細くでもなったのかと思った。だが、

「小腹がすいたんで、なんか食べ物ください。欲を言えばそろそろティータイムの時間なのでお菓子にお茶がいいな～なんて」

　あっけらかんと告げられた言葉に俺はもう完全にこの女の認識を変えた。

　こいつは少し変わり者とかいうレベルの話ではない、完全な変人だと。

　そう思うと、執事の演技を続けているのも非常に馬鹿らしくなった。どうせ、どんなしゃべり方をしてもこいつには関係なさそうだ。

「はい、できたよ。どうぞ」

　とりあえずリクエストとおりにお菓子とお茶を準備してやり手渡すと、カタリナは『ありがとう』と礼を言って受け取った。

　貴族が使用人に礼を言うとは……カタリナは完全な変人だが、それでも傲ごう慢まんな貴族ではないようだ。

　そして、受け取ったお茶を一口すすったカタリナは、

「ねぇ、一人でティータイムも味気ないからあなたも付き合ってよ」

　と言ってきた。

「……本当にあんたって……いやもういいや、いちいち驚いていてもきりがないみたいだし」

　もう驚く気力ももったいないので、誘われるまま席に着いた。

「あなた、なんか口調が変わっていない？」

　あ、さすがに気が付いたか。

「ああ、一応、執事を演じていたから敬語にしてたんだけど……なんかあんたみたいなのを相手に取り繕ってるのも馬鹿馬鹿しくなってきたんで、元の口調に戻したんだよ。不快なら元に戻しますがお嬢様」

　最後にとってつけたような台詞に作り笑顔を付けてそう言ったが、

「いえ、このままでいいわ。改めてその敬語に戻されるのもなんか気持ち悪いもの」

　きっぱりと言われた。

「はは、やっぱり」

「それより執事を演じてたってあなた元々は執事ではないの？」

　普段なら、こんな質問かるく流すのだが、なんだかこの女には話してもいい気になった。

「今の俺が執事に見える？」

「ううん、今はどう見ても下町の兄ちゃんにしか見えないけど」

「すごいな、当たりだよ。よくわかったな。というかあんた貴族なのに下町とか行くんだ？」

「……たまにお忍びでね」

　その答えはかなり意外だった。だいたいの貴族ってやつは平民を下に見て、彼らの集う場所なんかさけている。

　メイスンだって、平民なんかには目もくれない、俺たちのことなんか使い勝手のいい駒こまくらいに思っているのだろう。

　それなのに、メイスンなんてもんじゃない公爵家の高貴なお嬢様が下町に行っているとは驚きだった。さすが変人令嬢。

「でも、下町の兄ちゃんが当たりってどういうこと？　あなた下町の人なの？」

「いや、だいたい当たりってことで、下町の人間じゃない。生活圏は下町だけどな、生まれはスラムだ」

「え、スラム！　この国にそんなところが！」

　なにやら誤解し驚いたカタリナに、とりあえず訂正をする。

「ああ、違う違う。俺、この国の生まれじゃないから」

「え、あっそうなの」

　驚いた顔のカタリナ、その顔を見ていていたずら心が刺激された。

　俺はスラム育ちを特に隠してない、別に悪いことだとは思っていないからだ。それでもその話を聞いた者は眉まゆをしかめ、汚いものを見るような目を向けてきたり、あるいは可哀相だと同情してきたりする。生い立ちを話すと特にだ。

　今はただ驚いているカタリナに、この後に俺が生い立ちも話せば、一体どんな反応を返すのだろう。そんな興味が湧わいて、

「ガキの頃、スラムの仲間と暮らしてた時にドジやって人買いに捕まって売られちまって、流れ流れてこの国の今の主のところに買われてきたんだよ」

　俺の話にカタリナはまたとても驚いた様子を見せた、このあたりは他の奴らと同じだなと思った。そして、俺は続けた。

「驚いたか？　大事に育てられたお貴族様には信じられない話かもしれないが、そんなこと貧しい国じゃよくあることだ。むしろ、俺はついてるんだよ、こうして五体満足に生きて今じゃ、こんないい服着て暮らせてる、すごく幸運なことだ」

　ここまで話して、俺はなんとなくあの男を、俺の名づけ親のことを久しぶりに思い出した。

　今はもうおそらくこの世にいない男にもいつの日か、こんな風に話をした気がした。

　気持ちが昔に引っ張られそうになり、切り替えようとカタリナに目をやると、口をつぐんだまま、胸に手を当てている。

「はは、さすがのあんたも引いたか？　それとも憐れだと同情してくれるかい？　悪いけど俺はそんなのいらねえよ、そもそも俺は自分が不幸だなんて思っちゃいないんだからな」

　言い寄ってきた女の寝物語に何度かこの生い立ちを話したことがある。すると、ある女はドン引きし、ある女は同情し憐みをくれた。

　それでも今、口にした言葉どおり俺自身は自分が不幸だなんて思っていないのだ。こうして生きて暮らせている自分は幸運だと思っている。まぁ、それを他人に理解してもらおうとは思わないが。

　さて、この女はどっちだろう。俺は目を細めて女の反応を待った。

　するとしばらくの沈黙の後、女が口を開いた。

「……かっこいい」

「はっ？」

　カタリナの口から出た言葉が、理解できなくて思わずそんな声が出た。

　こいつ、何言ってんだ？　聞き間違えか？　しかし、

「あなたかっこいいわね」

　再び返ってきた言葉はまた同じものだった。

「……いや、今さらなんだ。俺の見た目がそこそこにいいのはよくわかってるが……」

　自分の見た目がいいのは、十分にわかっていた。それを今さらなんだこいつは……。

「ううん。見た目の話じゃなくて、中身の話よ。あなたの考え方の話」

「……なんだよ、意味がわからねぇ」

「あなたの前向きな考え方、すごくかっこいいわ」

　引くわけでもなく、そして同情するでもないその言葉は――

『お前の考え方はすごくかっこいい。お前はこれからもずっとそうやって周りに流されず前を見て生きていってくれ』

　遠い昔に、あいつが俺にくれたものによく似ていた。

「……まさか、ここにきてあいつと同じことを言う奴がいるなんて……」

　気持ちが過去に戻っていくような不思議な感覚……なんだか遠い昔に忘れていた何かがよみがえってくる気がした。

　カタリナの顔に目をやればなんだかキラキラした目でこちらを見つめている。

　本当に、なんなんだこの女は、なんて不思議な女だ。そしてとても面白い。

　黙った俺をどう思ったのか今度は口を開けてオロオロとこちらを見ているカタリナ、その姿を目にすると無性に笑いが込み上げてきた。

『ぶっは』っとこらえていた声が噴き出すと、もう歯止めがきかなくなり笑いが発作のように襲ってきた。本当に久しぶりに、それこそスラムで仲間と馬鹿やっていたぶりに爆笑した。

「はぁー、あんたって本当に面白いのな。こんなに笑ったの久しぶりだ」

「はぁ」

　なんだか、あの頃に戻ったように気持ちが高ぶっていた。

「なぁ、もっと話そう。もっとあんたと話したくなった」




　話せば、話すほどにカタリナという少女の変人ぶりが明らかになっていく。

　軽食に用意したパンは実は下町で買った。貴族令嬢に対する皮肉のつもりでもあったのだが、『え、下町のパン屋！　それはどこのなの？　すごく美味しかったから手に入るなら今度、買いに行くわ！』とカタリナは興奮してパン屋の場所を聞いてきた。

　彼女には貴族特有の妙なプライドはまったくないようだった。

　さらに、彼女の趣味は畑、しかも花とかではなく野菜を作ることで、特技は魚釣りと木登りだそうだ。はっきり言ってどこのわんぱく小僧だと思った。

　そして、カタリナは俺が流れてきた異国の話を聞きたがった。

　しかし、俺はどんな国も裏社会で生活していたので、女が好みそうな素敵な場所や物の話などできない。それでも聞きたいとねだる彼女に、ありのまま、それこそゴロツキの抗争に巻き込まれた話なども交えて話した。

　普通の女なら、怖がったり引いたりするような話でもカタリナは『すごい、すごい』とキラキラした目で聞いてきた。

　本当に、この女は今まで出会ってきた女たちとは違うのだと感じた。




　話に夢中になり気が付くと、いつの間にか日もだいぶ傾いてきた頃、唐突にカタリナが問いかけてきた。

「そういえば、執事が嘘だったのなら、ルーファスという名前も嘘なの？」

「ああ、闇の力使いつつ潜入しておいて、本名、使ってたらどうしようもないだろう」

「じゃあ、本当の名前はなんていうの？」

「名前なんていくらでもあるさ、その場その場で変えてきたからな」

　それこそ両手で足りないくらいの名を使ってきた。

「元々の名前はなんていうの？」

　真っ直ぐな瞳でそう問われた時、あの男のくれた『ソラ』と言う名が脳裏に浮かんだが、

「元の名前なんてないさ、俺にはあんたたちと違って親がないからな。物心つく頃にはもうスラムでごみを漁ってたのさ」

　あの男にもらった初めての名は、あれ以来使っていなかった。それでも元の名を問われるといつもあの男がつけてくれた名を思い出した。

　少し物思いにふけってしまいそうな意識を現実に引き戻してカタリナを見ると、固まっていた。

「お～い。何、固まってんだ。お嬢様には衝撃的すぎる話だったか？」

　先ほど、もっと色々と衝撃的な話をしたのだが、やはり親もなく名前もないというのはまた違った衝撃を与えたのだろうか？

　しかし、そんな俺の問いにカタリナはなぜかまったく的はずれな返事をしてきた。

「……すごく綺麗……」

「……はぁ？」

　突然、なんだ、意味がわからない。怪け訝げんな目を向ける俺にカタリナはその水色の瞳をキラキラと輝かせた。

「あなたの瞳よ！　とても綺麗ね、青空の色だわ」

「……」

『お前の瞳は青空みたいに綺麗だから』かつてあの男はそう言って俺に『ソラ』という名をくれた。

　先ほどの『考え方がかっこいい』という言葉といい、この女の思考回路はあの男によく似ていた。

　もう二度と会えないと思った人にまた会えたような不思議な気持ちになった。

　ほとんど無意識に自らの腕の中にカタリナを抱き込んでいた。胸に今まで味わったことのない気持ちが溢あふれてきた……愛いとおしい。

　柔らかい頬を指先で撫でると、彼女はくすぐったそうに口を引き上げる。そのピンク色の唇に自然と引き寄せられていく……。

『ぐ～』と突然なった音に、俺ははっと正気に戻った。目の前には少し照れくさそうなカタリナの顔。笑いが込み上げてきた。

「夕食をもってきてもらおうか」







　昨日はセリーナが強く望んだため、場所を移動しての夕食だったが、今日は部屋でとってもらう。

　一応、人質であるカタリナに屋敷内をあまりウロウロさせる訳にはいかない。

　指示を出し、使用人に部屋まで夕食を運ばせる。

　すると、また『一人で食べるのは味気ない』とカタリナに誘われた。なんだか彼女になれつつある俺は、もう何か反論するのも馬鹿らしいと感じ、二つ返事で了承した。

「そういえば、ラナはどうしてるの？　姿が見えないのだけど」

「ああ、別の仕事の方にまわってもらっているだけだから心配ない」

　ラナは今回の計画に伴い少し前にメイドとして雇った女だ。身寄りがないということでいざという時に口封じしやすくちょうどよいと考え雇った。

　それだけの理由で雇った女だったが、実際に働かせると仕事ができ、口も堅く、非常に使いやすかった。今は少し状況が複雑になったセリーナの方につかせていた。

　食事を始めるとカタリナは、また異国の話をねだってきた。ねだられるままに俺はまた話をした。

「はぁ、ルーファスの外国の話はとても面白いわね」

　食事が終わる頃、ようやく話に満足したらしいカタリナが言った。

「カタリナの話もそうとう面白いけどな。本当に貴族令嬢なんかにしておくのがもったいない」

　これは、心からの本心だ。むしろ、こんな性格で貴族令嬢の方がきついんじゃないかとも思ってしまう。

「私、この国から出たことがないのだけど、こうして話を聞くと外国に行ってみたいな」

「はは、俺もあんたとならもう一度、色んな国をまわってもいい気がしてきたよ」

　それは、話のおりになんとなしに口に出た言葉だった。特に何か返事を求めた言葉ではなかった。それなのに、

「本当！　じゃあ、今度連れていってよ！」

　俺は驚きに目を見張った。何を言い出すんだこの女は……。

「……俺はあんたと違う世界の人間なんだぞ。一緒になんて行けるわけないだろう」

　俺は自分の生まれを恥じてはいない。それでも、自分がどこに属している人間かは理解している。だからわかっている。この茶番が終わればもうこの女とは一緒にはいられないことを……それなのに、

「違う世界？　どういうこと、あなたはこうして私の前にいるじゃない」

　カタリナは真っ直ぐにこちらを見てそう言った。

「一緒に話してごはんも食べてる。同じ世界にいるじゃない」

　まるで俺の方が可笑しなことを言っているとばかりのその様子に、自然と笑みがこぼれてきた。

「本当にあんたって可笑しな奴だな。いいよ、わかったよ。今度、一緒に連れてってやるよ」

　そんな俺の言葉に、カタリナはそれは嬉しそうに微笑んだ。

「じゃあ、約束ね。え～と、ゆびきりげんまん」

　ゆびきりげんまん？　なんだそれはこの国の特有の文化か？

　不思議がる俺の様子を見て、カタリナは、はっと何かに気づいたような顔をして今度は部屋の隅の棚の方へと走って行った。そして、棚の中のドレスを漁り、戻ってきて、

「はい。これ、約束の印にあなたに預けておくわ」

　そう言って、俺の手の上に何かをのせた。

　約束の印の話は、俺も知っていた。次の約束まで自分のものを預けておくというものだ。

　だいたいの国にあるものだが、今どきそんなことするのは、商売女と子供くらいな気がする……そしてこの場合、カタリナは子供のほうに当てはまるだろう。

　少し呆れつつも手に置かれたものに目をやると、

「……これはブローチ？」

　それは石が埋め込まれたブローチであるようだった。

「とても綺麗な色でしょう、あなたの瞳の色にも似ている。青空の色」

　そう言ったカタリナは、俺の手の平からブローチを取って掲げた。

「それにね、これをこうやって光にかざすと、ほら水色になった。こうすると私の瞳の色になるのよ」

　確かに、光が当たった石は水色に変化し、その色は彼女の瞳の色そのものだった。

「あなたの瞳の色と、私の瞳の色どっちにもなるし、私たちの約束にはぴったりな品でしょう」

　カタリナはそう言って微笑んだ。

　俺はそれなりに顔がよく生まれたため昔から自然と女がよってきた。よって、女に不自由したことはない。

　色んな女に言い寄られてきた。その中には玄人くろうともいて、それは手馴れた様子で口説き文句を募り言い寄ってきたのだが……このカタリナの言葉はそんな嘘で固められた言葉なんて目じゃないほどの威力を持っていた。

　自分と相手の瞳の色を持つ石を預けておくなんて、なんてすごい口説き文句だ。

　この女とは世界が違うのだから……欲しがっては駄目だと、必死にあらがっていた心がこの一言で完全に壊れてしまった。俺は、カタリナを抱き上げ、ベッドへと移動する。

「あんたといるとなんだか胸が温かくなる。こんな感情、本当に久しぶりだ」

　ガキの頃に失った胸が温かくなるような不思議な感覚が、この女といるとまた湧いてくる。

　かけていた眼鏡をすっと外すと、カタリナをベッドの上に押し倒す。

　今まで寄ってくる沢山の女を相手にしてきたが、こんな風に自分から欲しいと思った女は初めてだった。

「なぁ、俺のものにならないか？」

　ベッドに押し倒したカタリナは、なぜか俺の目を見つめキラキラした視線をよこしてきている。ベッドでこんな風な視線を向けられたのは初めてだった。

　今までの女たちのねっとりした視線とはあまりに違うそれに、鼓動が跳ね上がる。

「そんなにキラキラした目で見つめてきて、何されたって文句言えないぞ」

　カタリナの首筋に顔をうずめ呟つぶやく。ふわりと甘い香りが漂ってきて、たまらない気持ちになる。

「あの、ちょっと……ルーファス……っつ」

　柔らかくて白い首筋に唇を当てて痕あとを残す。

　自分の胸の鼓動が信じられないほどに速くなっているのがわかる。ああ、今までどんな女と床を共にしてもこんなに胸が騒いだことはない。

　もし、この女を手に入れることができたら俺は……。




『ドンドン』入り口の扉が大きく叩かれ「ルーファス様いらっしゃいますか？」

　とメイドの大きな声が響いた。

　凄すさまじくいいところを邪魔され俺は小さく舌打ちし、

「今、取り込み中です」

　と言ったが、相手も負けておらず、

「大至急の御用なので」

　と大きな声で食い下がった。その声には決して退ひかないという意志が聞こえた。

　結局、根負けして、カタリナから手を離して扉へと向かった。

「はぁー、いいとこだったのに」

　ため息をつきつつ、扉を開けると、セリーナの元につけていたはずのメイドが笑顔で「至急のお手紙が来ておりますよ」と言った。

「どれですか？」

　不機嫌な態度を隠しもせずに言ったが、メイドは意味深な笑みを浮かべた。

「お部屋に用意しております。お早く確認された方があなた様のためかと」

　その言葉と意味深な笑みに、俺は目を見開く。

「……おまえ……まさか……」

　ただの身よりのないメイドの割には仕事ができると思ったが……こいつはおそらく役人か何かでこの家にあらかじめ潜入していたのだろう。意味ありげな言葉と笑みでそれを察する。

　だてに後ろ暗い仕事ばかりやってない。こういう勘はよく働く。

　そうなると……もうこの計画も失敗だな。

「……ってまぁ、もうしょうがないか」

　元々、ずさんなところの多い計画だったのだ。俺は大きなため息をつき、部屋を後にした。




　部屋に行くとあのメイドの言うとおりに手紙が来ており、それはメイスンからだった。

　どうもメイスンの屋敷に調査が入ったらしい。小悪党についに上が目をつけてしまったか……まぁ、今回、小悪党にしてはやりすぎてしまったせいもあるだろう。

　そうなれば、この計画もすぐばれるだろうな、奴はうまく証拠を隠すとかできない男だ。

　この場所に、役人がくるのもすぐだろうし、もちろん証拠も掴んでいることだろう。

　そうなると、俺のこれからは大きく二つに分けられる。

　まず一つ目は、さっさっとここから逃げる。

　しかし、その場合、闇の魔力という禁忌魔力を得てしまっているからそれなりに追手がかかりそうだ。そう考えるといちいち逃げまわるのも面倒だ。

　そしてもう一つは、メイスンの今までの罪をすべて話して、無理やりやらされたのだと役人に泣きつく。まぁ、生い立ちも生い立ちだし、お蔭様で顔もいいからそれでもなんとかなりそうだが……その後、自由が制限されそうなのが少し不快だ。

　さて、逃げまわる面倒を取るか、自由の制限をとるか……。







「カタリナ、カタリナ」

「わっ」

　深夜の突然の訪問にカタリナがびっくりしてベッドから飛び起きた。

「はは、あんたは本当によく眠るな」

「な、なんの用？」

「さすがに警戒するようになったな。でも、今はもう何もしないさ。そろそろ潮時みたいだからな」

　おそらくもうすぐ役人がこの屋敷にくる頃だろう。先ほどからラナというメイドの姿も見えない。

「しおどき？」

「ああ、本当はあんたと一緒に外国に逃げてもよかったんだけど……やっぱりちょっと無茶だからやめた。この魔力のせいで色々面倒なことにもなりそうだし、しばらくはいい子にして保護してもらおうかなって」

　そう、俺は逃げないことに決めた。

　多少、不自由しても捕まっているほうが楽に生きられそうだと今までの経験で得た勘が言っている。

「？」

「まぁ、そうするとあんたにも会えなくなるだろうし、こうして最後に顔を見に来たってわけだ」

　今までも何度かドジをして捕まったことはある、なのでそれなりにうまくやれると思う。

　しかし、そうするとしばらくシャバの奴らとは会えなくなる。今までなら、そんなこと気にしたこともなかった。どうせその場だけの付き合いだ、少し馴染みの女がいても会えなくなるから最後に会いたいとか思ったことなんかなかったのだが……なんかこの女に会って調子狂ったな。

　カタリナの頬に触れる、白く柔らかく頬の感触を味わうように楽しむ。

「……最後っていったい……」

　部屋の外から騒がしい音が聞こえてきた。

「おお、思ったより早かったな」

　俺はカタリナの頬から手を離し、すっと距離をとる。こんなところをあのカタリナを溺でき愛あいする王子たちに見られたら、その場で切られかねない。

　そして、俺が動いたそのすぐ後、扉がバンと大きな音を立てて開いた。

　そこにはそれはそうそうたる顔ぶれが並んでいる。そして、その先頭にいたのは、

「……ラナ？」

　カタリナが驚いた声をあげると、女は彼女に笑顔を向けた。

「ああ、先ほどまではそう名乗っていたのだが、改めて挨拶させてもらおう。私は魔法省のラーナ・スミスだ。ラファエルの上司に当たる、以後よろしく頼む」

　ああ、この女は魔法省の人間だったのか、それにしても先ほどまでとかなり雰囲気が違う。

　ひたすら地味な感じだったメイドは容姿こそ同じだかなぜかとても華やかな雰囲気をまとっている。雰囲気すら調整できるとか、本当に只者じゃないなこいつ。

　そして、その只者じゃなさそうな女は俺を見て言った。

「こうしてここに残っているということは、覚悟はできているんだろうな？」

「はい。あなたたちの元に行ってすべてを話します」

　俺はそれは神妙な顔を作って頷いた。これから可哀相な青年を演じるにあたりイメージは大切だからな。

「うむ、よい心がけだ。では、ルーファス・ブロードをカタリナ・クラエス嬢の誘拐の犯人として捕らえる。とりあえず、魔法省の方へ連れていけ」

　女の合図で後ろにいたおそらく魔法省の人間であろう者たちに囲まれ、拘束された。

　そうして、連れて行かれる俺にまさかのあの少女が声をかけてきた。

「あ、あの！」

　必死な様子で俺を見つめるカタリナに、

「約束まで預かっとく」

　と声をかけ、その手にブローチを掲げると、それを見た彼女から「うん」と元気な返事があった。







第五章　すべては終わり







　ルーファスが連れて行かれ、部屋に残された私たち。ちなみにラナもといラーナもまだ残っている。

「あの、ラーナ様。助けて頂きありがとうございます。それにたくさんお世話もしてもらって」

　まさか、ただのメイドだと思っていたラナが魔法省の人、しかもさっきの様子を見るとそこそこに偉い人だったなんてびっくりだった。そんな彼女に私は改めてお礼を言った。

　するとラーナはにやりと笑った。

「いや、ずっとあなたとゆっくり話をしてみたいと思っていたから、今回はとても楽しかったよ」

「え、ずっと？」

　あれ？　元から私のことを知っていたのかしら？　疑問を浮かべる私に、ラファエルが『この方が学園祭で話していた上司だよ』と教えてくれた。

　ああ、そうかこの人が私を気に入ってくれているという噂うわさの……ということは前に会ったことがある人なのだろうか？

「あの、そしたら、以前お会いしたことがあったのでしょうか？」

　私はまた忘れてしまっていたのだろうか？

「ああ、会ったことはあるがこの姿では初めてだからわからないのも仕方がない」

　ラーナが再びにやりと笑う。

「この姿では初めて？」

　どういう意味だろう？　疑問だらけの私にラファエルが、

「この方は変装のプロなのでたくさんの姿があるんですよ。ちなみに僕に変装を教えてくれたのもこの方です」

　なんだと！　この人が例の変装のプロでもあったのか、それはすごい！

　しかし、ならば顔を知らなくても仕方ない。っていうかむしろそれじゃあ、何回会っても覚えられないじゃないか。前に会った時はどんな姿だったのだろう？

「あの、以前、お会いした時はどんな姿だったのでしょう？」

　ラーナにそう問いかけると、なんだか意味ありげな微笑みを浮かべられた。

「前は表の姿で会ったからね」

「表？」

　ポカーンとする私に、なぜかラーナが突然、抱きついてきた。

「え、あの」

「ふふふ、君は本当に可愛かわいいね。次は抱きつくといっておいただろう」

　ラーナが青い瞳ひとみを猫のように細めて笑いながらそう言った。次は抱きつくと言っておいた？

　それにこの瞳……どこかで……。

　もう少しで思い出せそうだと思ったところに、すっとジオルドが入ってきた。

「もういい加減にカタリナを返してください」

　そう言ってジオルドはラーナの腕の中から私を引きはがした。

「短気な王子様だな」

　ラーナが苦笑してそう言った。う～ん。もう少しで思い出せそうだったのに…。

「カタリナ、大丈夫ですか？」

　ジオルドが険しい目で私を見つめてそう問いかける。

「はい、私はなんとも……あ、そうだ！　セリーナ様は、セリーナ様が魔法にかけられて……」

　昨晩から姿を見せていなかったセリーナ、ルーファスは眠っているだけだと言っていたが、今はどうしているのか心配になって尋ねると、

「今、別の者がイアン様と共に向かっているから心配いらない」

　とラーナが答えてくれた。

「イアン様も来ているのですか？」

「ああ、知らせを聞いて真まっ青さおな顔して飛び込んできたんだ。イアン様のあんな顔は初めて見たぞ。そうとうセリーナ様が心配だったようだ」

「そうなんですか！　よかった」

　なんだ、やっぱりちゃんと話してみないとわからないわね。セリーナの言ったように嫌われてなんかいないみたいだ。

「でも本当にカタリナに何もなくてよかったです」

　ジオルドが大きな息を吐きそう言うと、他ほかの皆も『本当に無事でよかった』と言ってくれた。

「これからはもっと慎重に、気をつけて行動してよね」

　と言うキースに「わかりました」と神妙に返事をする。

「それにしても、さらわれていたのに……カタリナ、なんだか異様に肌が艶つや々つやしていませんか？」

　私のことをマジマジと見ていたジオルドにそう言われ、少しぎくりとする。

　かなり心配をかけていただろう皆を前に、誘拐されていつも以上に快適に過ごしてましたとは言いにくい。

「そ、そうですか？」

「はい。なんだか髪の艶すらよくなっている気が……ってこれはなんですか？」

　髪の束を掴つかんでそう言っていたジオルドが、私の首筋のあたりに視線を止めそう声をあげた。

「え、なんですか？」

「この首の痕あとですよ。一体、どうしたのですか？」

「首の痕？」

　首の痕ってなんだろう？　ああ、そうだ、あの時の！

「ああ、虫に刺されたみたいです」

「虫に刺された？」

「はい。ルーファスにベッドに押し倒された時に……」

「ベッドに押し倒された！」

　え、なんだかジオルドがすごい怖い顔をしている。どうしたのだ一体？

「ベッドに押し倒されたとは一体どういうことですか？　ルーファスというのはさっき連れて行かれた男のことですよね」

「あ、はい。その昨晩、突然ベッドに押し倒されて、その時に首を虫に刺されたみたいなの。ルーファスはきっと魔法で私を眠らそうとしたと思うんだけど……」

　なんだかジオルドの顔が未いまだかつてないほどに怖い。誰だれか助けてほしい。

　そう思って後ろの友人たちに目をやると、なぜか皆もとても険しい顔をしている。

　え、なんで？　皆さっきまでにこやかだったのにどうしたの？

「カタリナの大丈夫はどうやらまったくあてにならないらしい。……で、押し倒されて虫に刺された以外にはなにもなかったのですか？」

「あ、はい。途中でラナじゃないラーナ様が来てくれたから魔法にもかけられないですみました」

　ジオルドは大きな息を吐いた。

「ペースを合わせてゆっくりと待っているうちにこれでは……気づいた時には奪われているかもしれませんね。……これはもう待つのはやめましょう」

「？」

　そう言ったジオルドの顔が何故なぜか私に近づいてきた。

　なんだかよくわからず、あ～、美形ってアップでも美形なのね～なんてぼんやり考えていると……いつの間にか顔が確認できない程にジオルドが近づいてきていて……唇にふんわりと柔らかい感触が……。

　な、なんだこれは！　ま、まさか、これって……。

「もう待つのはやめました。待ってるうちに別の人に取られたら我慢ならないですからね」

　私のファーストキスを奪った腹黒王子はそう言ってにやりと笑った。

　この唇が……私の唇に……。

　これって一体？　何がどうして、だって私は防波堤の婚約者で、ジオルドはマリアを好きなはずなのに……な、なんでキスを……。

　周りで皆が何かワーワーと言っていたけど、私の耳には全く入ってこない。

　もう、先ほどのキスで頭がいっぱいだった。なんで、どうして、わけがわからない。

　こうして、前世から引き続き恋愛事には無縁で生きてきた私の脳はショートし、誘拐事件も幕を下ろした。







　　　　　★★★★★★







「セリーナ、セリーナ」

　誰かが必死に私を呼ぶ声で目を覚ました。そして目を開けると、そこには思ってもいなかった人がそれは心配そうな顔で私を見つめていた。

「イアン様？」

「セリーナ。目を覚ましたんだね、よかった」

　そう言ってイアン様は愛いとおしい者にするように私を強く抱きしめた。

　それはまるで夢の中のできごとのようだったが、その温もりは確かに現実のものだった。

「話は全部聞いた。俺のためにすまなかった」

　なぜか切なそうな顔のイアン様に謝られてしまった。

「い、いえ、私が勝手にやったことで……考えなしでご迷惑をかけてしまって、本当に申し訳ありません」

　目覚めたら、嘘うそのように頭がすっきりしていた。

　そうして今回、自分がしたことを振り返ればどうしてあんなことをしたのだろうと怪け訝げんに思う。

　現在、婚約者である私が罪に問われればイアン様に迷惑をかけないはずがないのに……と自らの愚かしさに恥ずかしくなる。

「仕方がない。君は操られていたんだ、気にするな。そんなことより、君が無事でよかった。本当に心配したんだぞ」

　操られていた？　それはどういうことだろうと疑問に思ったが、続いた言葉にそんな疑問は吹き飛んでしまった。

「あの……心配してくださったのですか？」

「当たり前だろう。大切な婚約者なのだから」

　ああ、イアン様に大切な婚約者だと言ってもらえるなんて……でも、

「あ、あの……イアン様は私のことがお嫌いではなかったのですか？」

『本当のことを知るにはちゃんと本人に確かめてみなきゃ！』カタリナ様との約束を思い出し、思い切ってそう尋ねると、

「何を言っているんだそんなわけないだろう」

　そう言ってなぜか驚いた様子を見せたイアン様は、嘘を言っているようには見えなかった。

「あの、でもあまりお会いになってくださらないし、それに会っていてもそっけないようで……」

　カタリナ様の言葉に勇気をもらい、今まで聞けなかったことをどんどんと聞いてみると、イアン様は「あー」と言って少し顔を赤く染めた。

　どうしたのかしら？

「それはだな……君があまりに可愛かわいらしくて、俺おれの我慢がきかなくなるからだ」

「！」

　あまりに予想外すぎる言葉を聞かされ、私は固まる。

「俺たちはまだ婚約者であって婚姻は結んでいない。よってあまりべたべたするのは好ましくはない。それはわかっているのだが……君を見ているとどうしてもその愛らしさに触れたくなってしまうから……できるだけ会わないように会っても近寄りすぎないようにしていたのだ」

　そう言ったイアン様の顔は今まで見たことがないくらいに真まっ赤かになっていた。

「しかし、それで誤解されていたのならすまなかった。改めてきちんと言おう。俺、イアン・スティアートはセリーナ・バーグを愛している」

　イアン様は顔を真っ赤にしながらも真まっ直すぐ私を見てそう言ってくれた。

　ああ、カタリナ様の言うとおりだった。

　人が何を考えているかなんてその人にしかわからない。だからちゃんと話をしなければいけない。本当にそのとおりだった。

　嬉うれしすぎて溢あふれ出た私の涙をイアン様が真っ赤な顔でオロオロしながら、拭ぬぐってくれた。







　　　　　★★★★★★★★







　カタリナ・クラエスの誘拐事件を無事に片付け、魔法省への報告をすませると、私はもう一つの報告書を持って相棒の元へと向かう。

　彼の部屋のドアの前で「入るぞ」と声をかけると、中から「どうぞ」と声が返ってきた。

　私が部屋へ入ると、彼はいつものへにゃりとした顔でこちらに目を向け言った。

「おお、今日きょうはまた一段と地味な姿に化けているな」

「身寄りのない地味なメイドを装っていたからな。ただ、少し鬘かつらがむれた」

　そう言って私は頭にかぶっていた茶色の鬘を外す。元の黒髪が背に広がった。

「毎度、思うがお前の変装は本当にすごいな。スザンナ・ランドール」

「褒めて頂いて光栄だ。ジェフリー王子」

　ニヤニヤ笑いそう言ったジェフリーに、私はわざとらしく淑女の礼をとった。

　そう、魔法省の変装のプロ、ラーナ・スミスの正体はスザンナ・ランドール、ジェフリー第一王子の婚約者である。

　この正体を知っているのはジェフリーの他は魔法省の上層部の一部のみだ。

　なぜ変装して偽名まで使ってこんなことをしているのかといえば、スザンナのままでは魔法省で今のように気軽に働けないからという理由であった。

　まぁ、そうして正体を隠しているお蔭かげで都合よくジェフリーの依頼を陰で受けることができているのだが。

　今回の誘拐事件というより、メイスン候の不審な動きを早々に気づき、依頼をしてきたのもこのジェフリーである。そのお蔭で早々に事件を解決することができた。

　ジェフリー・スティアートという男はそのやる気のない見た目に反し、それは仕事ができるうえに密ひそかに裏でも色々と動いている。

　元々、今回の事件を起こしたデービッド・メイスンという男はジェフリー派閥の男であった。

　陰で汚いことをしているらしいと黒い噂の多い男をどうして派閥に入れたのか。それはあえて自分の派閥の中に入れて泳がせ、黒い証拠を十分に掴んで破滅させるためである。

　そうした考えの元、ジェフリーはあえてそのような人物を自分の派閥に取り入れ、イアンの方に行かないようにしている。

　よってジェフリーの派閥は駄目な奴やつが多い。それでも彼は気にしないというより、それで満足している。

　そう彼は、別に王位につきたいなんてこれっぽっちも思っちゃいないのだ。

　彼の願いはただ一つだ。

　私が今回の事件のだいたいの報告をし終わると、

「ふぅー、それにしてもメイスンの奴め、まさか俺の目を盗んでイアンやジオルドに手を出そうとするんて、本当に許せないな。これはもう完膚なきまでに潰つぶさないとね」

　ジェフリーはその顔にそれは黒い笑みを浮かべる。

　そんなジェフリーを見て、私はメイスンも終わったなと思う。

　一人でちまちま悪巧みしていればまだそこそこの罰ですんだだろうに、よりによってジェフリーの兄弟に手をかけようとするとは……彼には想像を絶する罰が待っているだろう。

「あ～、でも無事に解決してよかった。それで俺の素晴らしい弟たちは元気だった？」

　黒い笑みは見事に消え失うせ、デレデレの顔でジェフリーが問うてきた。

「ああ、元気だった」

　そう答えればジェフリーは「よかった～」と椅い子すから飛び降り壁の方へと駆けて行く、そして壁に掛けられていたカーテンをあげる。

「ああ、俺の弟たちは本当に素晴らしい」

　そう言ってジェフリーがすり寄っているのは、彼の三人の弟の肖像画だ。彼の部屋の普段はカーテンで隠されている壁には弟たちの肖像画がびっしりと貼はり付けてあるのだ。

　そう、ジェフリー・スティアートの正体は自らの弟たちを異常なほどに愛している変態なのだ（ちなみにこの正体を知る者はスザンナを含めほんの数名しかいない）。

　そのため、イアンと王位を争っているのも演技である。そうやって競うふりをしながら、イアンの派閥に変な奴が行かないように目を光らせ陰ではこっそり手助けをしている。

　また下の双子にも常に変な奴が近づかないように目を光らせている。

　彼の願いはただ一つ、愛する弟たちが幸せに暮らすことそれだけだ。そのためにはこの変態王子はどんなことでもいとわないのだ。

　初めて婚約者として会わされた時に私が『魔法の研究以外に興味などない。王妃などごめんだ』と挨あい拶さつをしたところ『俺も弟たち以外には興味がない。王位だって継ぐつもりはない』と返されたのはいい思い出だ。

　そんな出会いから十数年、なんだかんだで私とこの変態はそこそこにウマが合い、私は魔法省のため、彼は弟たちのためにこうして二人で悪人を追い込んだり、追放したりする日々を過ごしている。

　しかし、こうして私が急せかされる婚姻をのらりくらりとかわしながら魔法省で好き勝手できているのも、この変態のお蔭が大きいのでそこそこに感謝はしている。

　弟たちの肖像画を見つめ『ああ、この目、俺にそっくり』とかよくわからないことを言いつつ自分の世界に入ってしまった変態。

　もうしばらくは現実に戻ってこないだろうから、私は彼の部屋に用意されていたお茶を勝手に飲み始める。うん、さすが王族用のお茶だ。うまい。

　それにしても、カタリナ・クラエスは本当に面白い子だった。

　元々、あまり人に興味のない私が彼女に興味を持ったのは双子の王子の誕生パーティーでのことだった。

　人の対応に疲れ少しだけ隅で休んでいるところにやってきた彼女はすごい勢いで食事を食べ始めた。そして次にワインをごくごくと飲み始め、しまいにそのワインで酔ってひっくり返った。

　まさか城で開かれたパーティーでそんなものが見られると思っていなかった私は驚き、その少女にとても興味を持った。

　そして、噂を調べるほどに面白い話がどんどんと入ってきて、一度しか会ったことがないのにすっかりその少女が気に入ってしまっていた。

　そうして学園祭で再び出会えたのだが、あまり話せず寂しい気持ちでいると、なんの幸運か潜入先にカタリナが現れ、たくさん話すことができた。

　そうして実際に沢山しゃべることができたカタリナは、考えていたよりも、もっと面白くて素敵な少女だった。

　ああ、カタリナ・クラエスを魔法省に入れて私の元に置きたいな。

　そんな風に考える自分の顔が、肖像画にすり寄るジェフリーと同じようになっていたことに私は気が付かなかった。







　　　　　★★★★★★







　事件が解決し私は無事に学園の寮へと戻った。

　事件後に私はなんだか可笑おかしな夢を見たようで途中から記憶が定かではなくなり、その後のことはキースから聞いた。

　きっと囚とらわれて寝不足になってあんな可笑しな夢を見たんだわ、そうに違いない。もしかしたら、寝すぎが原因かもしれないけど……。

　とにかく事件は無事に解決したらしい。

　事件の主犯はデービッド・メイスンという侯爵だったらしい。ジェフリーを王位につけるためにとやったことらしいが当のジェフリーはまったく知らなかったらしい。

　ここは名探偵の推理が外れたが、でも兄弟きょうだい同士の争いでなくてよかった。

　ちなみにそんなメイスンの指示で、闇やみの魔力を手にし、計画に加担したルーファスは、魔法省で今までのメイスンの悪事をすべて話し、自分は無理やりやらされていたのだと涙を流したらしい。

　またその生い立ちの憐あわれさも手伝って、公の罪にはとわれず、ラファエルのように魔法省の預かりになったということだ。

　正直、あそこで話した感じそんな憐れそうでも泣き出したりしそうにも見えなかったが……きっとうまくやったのだろう。

　しかし、キースたちは『もっと重い罪にしてやってもいいのに』と憤っていた。ほとんど面識ないはずなのになぜかルーファスのことを目の敵かたきにしている。なぜだ？

　そして、学園に戻って一番びっくりしたのが、私が優秀賞に選ばれていたということだった。

　優秀賞というのは学園祭で最後に、生徒の行った出し物や作ったものなどの中から素晴らしいものを称たたえて、何人かの生徒に贈られるものなのだそうだ。

　その優秀賞の中に、生徒会の演劇での私の演技が選ばれたのだ。なんでも鬼気迫る迫真の演技だったとかなり高評価されたらしい。

　ちなみにマリアのお菓子もとても好評で選ばれたらしい。さすがマリアである。

　この賞は名誉賞みたいなもので賞品はないらしいが、それでも選ばれれば学園の誉とされる賞にマリアはともかく私が選ばれたのはかなりの快挙だ。

　なんせ私はなにをやってもぱっとしないでお馴な染じみの悪役令嬢だったからな。次の休みに家に帰る時にはもらった賞状を掲げて帰ろう。

　なんやかんやで、お父様の仕事が忙しくて二人とも学園祭にはこられなかったらしいから、この賞を見ればそれは喜んでくれるだろう。

　こうして、ちょっとした驚きはありつつも、私の生活はまた魔法学園の日常に戻ったのだが……。

　なんだか、急にキースが過保護になった気がする。

　どこに行くにもついてくる。いやキースだけじゃない他の友人たちもそうだ。もう生徒会の仕事はどうしたのだと思うくらいべったりだ。

　まぁ、誘拐されて多大な心配をかけたのだから仕方ない気もするが……それにしてもすごい。

　さすがの私もちょっとは一人になりたくて、夕方、こっそりと寮を抜け出して畑へ向かう。

　すると、そこに過保護な皆と正反対にあの事件以降すっかり私の傍そばに姿を見せなくなったあの人が現れた。

「ジオルド様」

「ああ、カタリナやっと会えた」

　そう言ってそれはいい笑顔で近づいてきたジオルドの姿に私は少しだけ緊張する。

　それは事件後に見た可笑しな夢のせいだった。

　その夢の中で私はなぜか彼とキスをしていたのだ。なんであんな夢を見てしまったのか……恋愛事から遠ざかりすぎて欲求不満なのかしら、恥ずかしい。

　しかし、事件以来、なぜかほとんど姿を見ることがなかったから、すっかり忘れかけていたけど、こうして本人を前にするとあの夢がよみがえって緊張してしまう。

　けれど、そんな私の心境などお構いなしにジオルドは私に寄ってきて肩を抱いた。

　どうでもいいけど、改めて意識すると、ジオルドってスキンシップが激しいよね。

　王子様だからなのか？　このせいで私も欲求不満なんかになってあんな夢を……うう、こいつのせいか。

「あれから邪魔立てがすごくて少しも君の傍に行けなくて本当に寂しかったです。僕の愛しの姫君」

　最後の言葉は、あの演劇で王子役のジオルドがヒロインのマリアに言った台詞せりふだった。

　甘ったるい台詞だが、いつもジオルドが使う言葉とそう大差はない。ジオルドは普段からよくこんな言葉を口にしている。それに耳元でこうしてささやくのだっていつものことだ。

　そう、これはいつものことなのに……それなのに、耳元に響いた声がなんだか色っぽく聞こえて、顔が熱くなる。

　夢のせいで意識してしまい、いつものジオルドなのに普通に見ることができずに恥ずかしい。

　そんな風に戸惑う私を見て、ジオルドがなぜか目を輝かせた。

「あれ、めずらしい反応ですね、さすがにこの間のことで少しは意識してくれるようになりましたか？」

　ん？　この間のことってなんだ？

「？　あ、いえ。事件後に変な夢を見てしまって……」

「夢？」

「はい、ジオルド様と私が……その」

　駄目だ恥ずかしすぎてとても口になんて出せない。もごもごと声を詰まられてしまう。

　顔もさらに熱くなるし、何だか目もうるうるしてきて、涙まで出そうになる。

　前世、今世含めて恋愛経験ゼロ、友人と恋バナすらまともにしたことないのに……うう、これが二次元ならなんとかなるのに、三次元でこんな美形に至近距離で見つめられてキスなんて単語、軽々しく言えないよ！

　しかもそんなこと話して欲求不満な奴だ気持ち悪いとか思われたら恥ずかしすぎるし……。

　ひたすら動揺する私を前に、なぜかジオルドの顔はすごく嬉しそうに見えた。心なしかその頬も赤く染まっている。

　あれ、なんで？　私の動揺が移ったの？

「ふ～ん。それって、こんな夢ですか？」

　そう言うと、それは幸せそうな顔をしたジオルドが、あの夢と同じように顔を近づけてきて、そしてその直後、唇に柔らかいものが触れた。これって！

「！」

　ちゅっと音を立てて唇が離れると、ジオルドはそれは嬉しそうに笑った。

「夢だと思ったのですか、前回も今回も夢ではありませんよ」

「ど、どうして……」

　私はただの他の令嬢からのアプローチの防波堤の婚約者で、ジオルドはマリアが好きなはずで……それなのに彼は私にキスをした……これはおふざけ？　いや、ジオルドってそんなキャラだったっけ!?

「それは口づけの意味ですか？　もちろんあなたのことを愛しているからです」

「！」

　あ、あいしてる？　あいしてるってそれって……。

　ジオルドが私の頬に手をかけ、それはとろけるような笑みを浮かべていた。

「ふふふ、ようやく気づいてくれましたか？　嬉しいな」

　すっかり混乱する私に、ジオルドが再び顔を近づけようとした時、

「待て、これ以上義姉ねえさんに近づくな」

「どいてください。キース様、私が魔法でやりますわ」

「ち、ちょっと待てメアリ何をする気だ」

「いいえ、メアリ様ここは私が……」

「ソ、ソフィア様落ち着いてください。そんなものを飛ばしたらさすがに危険です。せめて怪我けがが私の魔法で治せる程度のものにしてください」

　と皆が一斉に駆けてきた。
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　そして、気が付けば私はジオルドから引きはがされ、皆の後ろにちょこんと置かれていたが……混乱は収まらない。

　皆がなにやら、わーわーとしゃべっているがその言葉の意味が私の耳にはまったく入ってこない。

　愛していると言われた……これってもしかして告白！　しかもキスまで……ファーストじゃなくて、セカンドキスも！

　前世、今世と恋愛に無縁で生きてきた私がまさか告白をされ、キスされる日がくるなんて……しかも、相手は乙女ゲームの攻略キャラであるそれは美しい王子様。

　そもそもジオルドはゲームの中でマリアという最高に素敵なキャラクターを駆使しても簡単に落とすことのできなかったのに……ウソでしょう……。

　もしかして、夢かもしれないとほっぺを思い切りぎゅっとつねってみるとかなり痛かった。どうやら、現実のようだ。

　ただ茫ぼう然ぜんとする私の耳に、前世の親友の『腹黒王子攻略成功おめでとう』という嬉しそうな声がどこからともなく聞こえた気がした。
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あとがき










　こんにちは、山口悟と申します。

　このたびは本作を手にとって頂き、ありがとうございます。

『乙女ゲームの破滅フラグしかない悪役令嬢に転生してしまった…』の三巻になります。元々は二巻で完結予定だった本作がこうして三巻を出させて頂くことができたのも応援して下さった皆様のお蔭です。皆様、本当にありがとうございます。

　三巻では無事に破滅フラグを乗りこえた主人公カタリナの新たな日々を書かせて頂きました。新キャラも登場の書き下ろしです。楽しんでいただければ幸いです。

　そして一、二巻に引き続き、それは美しく素敵なイラストを描いてくださったひだかなみ様、本当にありがとうございます。

　最後に、初の書き下ろしでオロオロする私にたくさんのアドバイスをくださった編集部の担当様、また本作を出版するのに力を貸してくださったすべての皆様に心よりの感謝をもうしあげます。皆様、本当にありがとうございました。


山口悟












乙女おとめゲームの破は滅めつフラグしかない悪あく役やく令れい嬢じょうに転てん生せいしてしまった…３
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